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第１章 プロジェクトの概要  

1.1 プロジェクトの背景と目的 

ナイジェリア国（以下、「ナ」国）政府は、「国家給水衛生政策」（1999 年）及び「地方給水･

衛生プログラム（戦略構想）」（2004 年）において、2011 年までに全ての国民に安全な水を供給

するとともに、人口 5000 人未満の村落給水では 30 リットル/人/日、水運搬距離を 250ｍ以内、1
給水施設あたりの受益者を 250～300 人とすることを目標に掲げ、各種の取り組みを行っている

が、人口増加の影響等もあり、安全な水にアクセスできる人口の割合は 49％（1990 年）から 48％
（2004 年）と改善が見られず、特に地方部では不衛生な水利用による下痢症やコレラ等の水因性

疾患が蔓延している。 
「ナ」国連邦水資源省は、地方部における給水状況を改善し、上記目標を達成するためには各

州における給水率と衛生状況の改善に第一義的な責任を有する地方給水衛生公社（Rural Water 
Supply and Sanitation Agency : RUWASSA）及び各州水資源省のキャパシティ･ディベロップメ

ントを図ることが重要であり、そのため各州関係者を対象に技術研修を行う連邦水資源研修所

（National Water Resources Institute、以下「NWRI」）の研修実施能力を強化することが重要

であると認識している。これまで、NWRI では都市給水や Small Town レベルの給水に関する研

修は実施してきたものの、地方給水や衛生分野に係る研修はほとんど行われてこなかったため、

NWRI 内に「地方給水･衛生能力開発センター（Rural Water Supply and Sanitation Centre for 
Capacity Development : RWSSC）」を新設し、当該分野を専門的に取り扱う事により地方給水分

野の人材育成を強化することとなった。 
以上の背景から自立発展性を念頭に置いた RWSSC の研修実施能力の強化について我が国の知

見と技術的支援を得るべく、本技術協力プロジェクトが要請された。 
これに応えて機構は 2008 年 9 月に第一次詳細計画策定調査、2009 年 3 月に第二次詳細計画策

定調査を実施し、同結果を踏まえ、2009 年 10 月 21 日「ナ」国連邦水資源研修所と機構は実施

協議議事録（Record of Discussion 以下、「R/D」）に署名した。 
 
「ナ」国側カウンターパートと共に、以下の枠組みで協力を実施した。 

 

(1) プロジェクトの目標（アウトカム） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜プロジェクト目標＞ 

 RWSSC が効率的に運営される。 

＜指標・目標値＞ 

 研修参加者の研修に対する評価が、プロジェクト初年次よりも高くなっている。 
 プロジェクト終了までに、RWSSC での研修に参加した地方給水・衛生関係者の数が 350 人に

なっている 

協力終了時の達成目標（プロジェクト目標）と指標
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(2) 成果（アウトプット）と活動の概略 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

成果 2 「現場のニーズに即した効果的な研修システム（カリキュラム、モジュール、教材、機

材等）が整備される」 

＜指標･目標値＞ 

 研修カリキュラム･モジュールが策定され、それに従って改訂または開発されたテキ

ストを含む教材が、2010 年 9 月までに研修に活用される。 

 研修カリキュラム･モジュールに従って、研修に必要な機材が整備され、研修に活用

される。 

＜活動＞ 

2-1 RWSSC の研修戦略を策定し、「RWSSC ミッション」として取り纏める。 
2-2 既存の研修カリキュラム、研修モジュール、研修コース内容を分析し、キャパシ

ティ･アセスメントの結果を反映させた内容に改訂する。 
2-3 既存研修教材を分析し、現場ニーズに即した内容に改訂する。 
2-4 新規コースに必要な教材を作成する。 
2-5 研修に必要な機材リストを作成し、調達する。 
2-6 機材の利用法及び維持管理に関するユーザーマニュアルを作成する。 
2-7 機材の利用法及び維持管理について、研修講師に対して On the Job Training 

(OJT)研修を行う。 

成果 1 「地方給水･衛生セクター関係者（RWSSC/NWRI 及び各州水資源省、RUWASSA、LGA、WASHCOM

等）のキャパシティ･ギャップが明らかになる」 

＜指標･目標値＞ 

 キャパシティ･アセスメント報告書がプロジェクト初年度に作られ、終了時までに更

新される。 

 ドナーを含む RWSS 関係者が RWSS 組織のキャパシティ･ギャップの内容を共有する。

＜活動＞ 

1-1 キャパシティ･アセスメントの手順を決め、調査対象機関を選定する。

（RWSSC/NWRI、各州水資源省、RUWASSA、LGA、WASHCOM 等コミュニ

ティレベル） 
1-2 選定された機関に対してキャパシティ･アセスメント調査を実施し、その結果を報

告書（案）としてとりまとめる。 
1-3 関係機関を集めてワークショップを開催し、キャパシティ･アセスメント報告書

（案）を発表し、関係機関の意見を踏まえて最終案を作成する。 
1-4 主要関係機関にキャパシティ･アセスメント報告書を配布する。 

 

＜上位目標＞ 

 地方給水･衛生関係者の能力強化を通じて地方給水サービスが改善される。 

＜指標・目標値＞ 

 無償資金協力事業を実施した州において、その州技術者が RWSSC での研修に参加する前と比

べて、地方給水施設の稼働率が上がる。 

協力終了後に達成が期待される目標（上位目標）と指標
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成果 4 「研修が PDCA サイクルに基づいて実施される」 

＜指標･目標値＞ 

 モニタリング・評価（M&E:Monitoring & Evaluation）計画に基づいて研修システ

ム（カリキュラム、モジュール、教材、機材等）、講師、受講生の M&E が行われる。

 2012 年中にモニタリング・評価の結果を反映し、研修システムの見直し作業を行

い、センター年間活動報告書に記録を残す。 

＜活動＞ 

4-1 研修コース、研修モジュール、教材、講師、受講者等のモニタリング・評価計

画を策定する 
4-2 研修を準備し、州、LGA、コミュニティレベルの関係機関に研修を実施する 
4-3 研修コース、研修モジュール、教材、講師、受講者等に対して、モニタリング・

評価計画に基づいて評価を行い、必要に応じて改訂する 
4-4 モニタリング・研修計画を必要に応じて改訂する 
 

成果 3 「地方給水・衛生分野の研修講師の能力が強化される」 

＜指標･目標値＞ 

 80％以上の受講者が講師の能力が適切であると評価する。 

 RWSSC のマネージャー及び JICA 専門家が、ToT（Training of Trainers）受講

者の能力が知識、態度、技能の点で向上したと評価する。 

＜活動＞ 

3-1 RWSSC の内部講師及び外部講師のデータを整理する（資格、技能、役割、仕

事量など）。 
3-2 ToT プログラムを作成する。 
3-3 ToT の教材を作成する。 
3-4 ToT を実施する。 
3-5 ToT プログラムと実施状況を評価する。 
3-6 研修講師のデータベースを作成し、管理する。 
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成果 5 「RWSSC の組織運営及び研修実施マネジメント能力が向上する」 

＜指標･目標値＞ 

 2013 年 3 月までに、組織運営及び研修コース実施に係る各種事務処理がマニュア

ル/ワークプランに基づいて実施される。 

 10 以上の州が RWSSC の改訂された研修の内容や開催時期について知らされてい

る。 

＜活動＞ 

5-1 RWSSC の組織的理念、目標、機能、戦略等を確認しパンフレットとして取り

纏め、地方給水･衛生関連行政機関、他ドナー、NGO 等の関係機関に配布、周

知する（民間セクターも対象に含める）。 
5-2 組織運営に係る事務作業のマニュアル/ワークプラン（予算、会計、人事＆文房

具、研修広報、”5S”等）を作成する。 
5-3 RWSSC の組織体制を確立し、各スタッフの職務内容･責任･権限を明確化する。

5-4 RWSSC スタッフに対し、組織運営･事務処理に関連する研修を実施する。 
5-5 適切な職場環境を整える（事務所スペース、機材、文房具、車両等）。 
5-6 研修講師、受講者、研修実績等のデータベースを構築し、定期的に更新する体

制を作る。 
5-7 連邦水資源省にカウンターパートファンドを本プロジェクトに配賦するよう提

案する。 
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1.2 投入・活動の実績 

(1) 専門家派遣実績 

表-1.1 に第 1年次の技プロの日本人専門家のメンバーリスト及び派遣実績を示す。第 1年次に

は全研修コースの内容の確定やマニュアルを含む教材の開発などを行ったため、団員全員が渡航

し作業を行った。全体の派遣期間は26.7M/Mであった（第1年次の業務人月表は添付資料を参照）。 
表-1.1 専門家リスト（第 1 年次） 

専門分野 専門家名 派遣実績 M/M

チーフアドバイザー/ 

村落給水/組織・事業運営 

吉田健次 2010 年 3 月～4月 

2010 年 6 月～7月 

2010 年 10 月～11 月 

2010 年 1 月～2月 

 

5.10

 

水理地質/地下水開発 飯島伸幸 2010 年 3 月～5月 

2010 年 9 月～10 月 

2010 年 12 月～2011 年 2

月 

5.60

井戸掘削技術 1 回目：肥田義美 

2，3 回目：小野塚保雄 

2010 年 6 月 

2010 年 9 月～10 月 

2011 年 1 月～2月 

 

3.00

 

井戸診断・リハビリ/ 

井戸維持管理 

高橋康二 2010 年 6 月～8月 

2011 年 1 月～2月 
3.00

物理探査/解析 石川次男 2010 年 6 月～8月 

2011 年 1 月～2月 
3,00

機械設備/維持管理 岡田 泰招 2010 年 6 月～8月 

2011 年 1 月～2月 
3.00

村落開発/衛生啓発 金田めぐみ 2010 年 9 月～10 月 

2011 年 1 月～2月 
3.00

調達管理計画 谷津哲夫 2010 年 11 月～12 月 1.00

 

表-1.2 に第 2年次の本技プロの日本人専門家のメンバーリスト及び派遣実績を示す。機材の

調達の遅れから第 2 年次では機材を使わない研修コースのみを実施した。そのため、機材を使

う研修を担当する日本人専門家の派遣は行わなかった。また、RWSSC の広報活動支援のため

の専門家を派遣した。当初「水理地質/地下水開発」専門家は 2回渡航の予定であったが、2011

年 10 月頃から現地治安が悪化したため 2度目の渡航を中止した。第 2年次の全体の派遣期間は

12.27M/M であった（2 年次の業務人月表は添付資料を参照）。 

表-1.2 専門家リスト（第 2 年次） 

専門分野 専門家名 派遣実績 M/M

チーフアドバイザー/ 

村落給水/組織・事業運営 

吉田健次 2011 年 7 月 

2011 年 9 月～10 月 

2011 年 11 月～12 月 

2012 年 1 月～2月 

6.27

水理地質/地下水開発 飯島伸幸 2011 年 9 月～10 月 1.50

井戸診断・リハビリ/ 

井戸維持管理 

高橋康二 2011 年 7 月 
1.13

物理探査/解析 石川次男 2011 年 9 月～10 月 1.00
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村落開発/衛生啓発 金田めぐみ 2011 年 11 月～12 月 1.00

広報活動 大浦 寿 2011 年 9 月～10 月 1.37

 

表-1.3 に第 3年次の日本人専門家のメンバーリスト及び派遣実績を示す。現地治安の悪化から

第 3 年次の渡航が延期され第 3 年次開始が約 1 年間遅れた。プロジェクトを再開するにあたり、

治安の問題から活動場所を研修所のあるカドゥナより首都のアブジャへ移した。またプロジェク

トで支援する研修は調達機材を使う 4コースのみとした。、従い機材を使う研修を担当する専門家

のみの派遣となった。第 3 年次の開始時期が大幅に遅れたため、団員の都合で「井戸掘削技術」

と「機械整備/維持管理」の要員を交代ぜざるを得なかった。第 3年次の日本人専門家の合計の派

遣期間は 11.90M/M であった（第 3 年次の業務人月表は添付資料を参照）。 

表-1.3 専門家リスト（第 3 年次） 

専門分野 専門家名 派遣実績 M/M 

チーフアドバイザー/ 

村落給水/組織・事業運営 

吉田健次 2013 年 2 月～3月 

2013 年 4 月～5月 

2013 年 7 月～8月 

2013 年 10 月～11 月 

7.00 

井戸掘削技術 滑川隆 2013 年 4 月～5月 0.90 

物理探査/解析 石川次男 2013 年 4 月～5月 

2013 年 10 月～11 月 
2.50 

機械設備/維持管理 村田稔 2013 年 7 月～8月 1.50 

 
表-1.4 に第 4年次の本技プロの日本人専門家のメンバーリスト及び派遣実績を示す。第 3年次の

C/P による研修実施状況から個別の日本人専門家の支援がなくとも研修が実施できると判断した

ため第 4年次では、「ナ」国側主体で研修を実施する方針とした。従い、研修コース別の日本人専

門家（井戸掘削技術と機械整備/維持管理の２名）の派遣は行わなかった。研修コースの実施及び

研修評価支援はチーフアドバイザーが行った。第 4 年次では、研修データベース作成と更新体制

の構築のため「広報活動」専門家及びナイジャ州での研修インパクト調査支援のため「水理地質/

地下水開発」の専門家が渡航した。第 4年次の合計の派遣期間は 9.0M/M となった（4 年次の業務人

月表は添付資料に載せた）。 

表-1.4 専門家リスト（第 4 年次） 

専門分野 専門家名 派遣実績 M/M 

チーフアドバイザー/ 

村落給水/組織・事業運営 

吉田健次 2014 年 2 月～3月 

2014 年 4 月～5月 

2014 年 6 月～7月 

2014 年 8 月～9月 

2014 年 10 月～11 月 

7.00 

水理地質/地下水開発 飯島伸幸 2014 年 9 月～10 月 1.00 

広報活動 大浦 寿 2014 年 7 月 1.00 
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(2) 供与機材実績 

表-1.5 に供与機材リストと機材の保管場所、稼働状況について示す。当初のスケジュールでは

2011 年 8 月に機材が到着する予定であったが、機材調達の遅れから機材の到着が 2013 年 2 月と

18 カ月遅れ、機材を使った研修は第 3年次より開始した。機材の使用法と維持管理法については

日本人専門家が C/P(研修講師および研修補助員)へ OJT を実施した。また、機材を効率的に研修

に活用するための ToT を日本人専門家が研修講師へ行った。 

プロジェクト終了後は RWSSC プロジェクトマネジャーが中心となり機材の維持管理を行うこと

になっている。機材の維持管理費の確保についてはスペアパーツリストや維持管理マニュアルを

参考に年間の維持管理計画を作成し、それに基づき予算申請をしている。プロジェク終了時のナ

国側への機材の引き渡し証は添付資料に載せた。 
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表
-
1
.
5
機

材
リ

ス
ト

 

  

1 掘削リグ及びツール
トラックマウント形式、最大掘削深度100m、泥水掘

削・DHT掘削併用
1セット 54,081,800 2013年2月 NWRIヤード内に保管 稼働

トラックマウント式

排出圧: 2.01MP

排出量: 11.3m3/分

3 ドリルビット トリコンピット、ハンマービット 1セット 3,443,200 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

4 水タンク車
タンク能力: 8m3

ポンプ能力: 500L/min
1台 14,190,000 2013年2月 NWRIヤード内に保管 稼働

巻き上げ能力: 3 tons
荷台寸法: 6.0m

6 簡易泥水タンク 5m3 (簡易型水槽） 1セット 292,500 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

7 ボアホールカメラ 井戸診断に使用 1セット 2,215,500 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

8 改修ツール タップ等、ハンドポンプ改修に使用 1セット 294,700 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

9 電気検層機 探査深度 100 m 1台 2,116,400 2013年2月 NWRIヤード内に保管 稼働

10 電気探査機 探査深度 100 m、electrodes x2 1台 6,436,000 2013年2月 NWRIヤード内に保管 稼働

11 電磁探査機 探査深度 100 m 1台 15,705,500 2013年2月 NWRIヤード内に保管 稼働

12 水中ポンプ一式（水圧計、流
量計を含む）

30L/min. @ 70 m 1台 786,100 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

13 発電機 5kvA 1台 616,200 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

14 V-ノッチ 水量測定用 1台 288,800 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

15 水位計 測定深度: 100m 1台 44,100 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

16 水質分析機 測定項目: pH, dissolved oxygen, EC, TDS 1台 374,400 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

17 揚水試験ソフト 井戸効率を算出するため 1セット 218,400 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

18 地下水解析ソフト 地下水開発ポテンシャルを算出するため 1セット 680,300 2013年2月 NWRI倉庫に保管 稼働

稼働

5 クレーントラック 1台 NWRIヤード内に保管 稼働

2 高圧コンプレッサー 1セット NWRIヤード内に保管.23,760,000

14,300,000

2013年2月

2013年2月

稼働状況品目 仕様 保管場所数量 金額(円） 調達年月
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(3) PDM の変遷 

表-1.6 に PDM の変遷を示す。表からもわかるように PDM は計 4回改訂されている（それぞれの

PDMの詳細は添付参照）。オリジナル版のPDM1.0は 2009年の詳細計画策定調査(detailed planning 

survey)時に作成され、2009 年 3 月 9 日に締結された「ナ」国側とのミニッツに添付された。そ

の後、プロジェクト開始前に再度修正が行われた。事業事前評価表（ex-ante evaluation form）

はこの PDM 1.1 をもとに作成されている。プロジェクトはこの PDM 1.1 に沿って開始した。 

その後、2011 年 10 月の中間評価時に、プロジェクト目標の指標の変更、活動成果の指標の変

更が行われた。また、当初の「ナ」国側の説明では NWRI 側の予算を使って研修を実施するという

ことであったが、実際には各州に配賦されている人材育成のための予算を使い研修を実施するこ

とになっていたため、州への広報活動など研修参加者促進のための活動項目が付け加えられた。 

2011 年後半からプロジェクトサイト（カドゥナ）の治安が悪化し、2012 年 2 月 7 日にはプロジ

ェクト事務所近くの空軍施設を含め 3 箇所で同時爆弾テロが発生した。その後もカドゥナでは爆

弾テロが続き、2012 年 5 月には外務省よりカドゥナ市を含めたカドゥナ州全体への渡航延期措置

がとられた。これにより、日本人専門家のカドゥナでの活動は不可能となり、プロジェクトは一

時中断した。 

その後、2012 年 10 月にナ国側と協議を行いプロジェクト期間の延長、カドゥナからアブジャ

への研修場所の変更、研修コースの縮小、プロジェクト活動の変更などを決定し、ミニッツを締

結した。この時点で変更内容を反映した PDM 3.0 が作成された。特に PDM 3.0 では活動場所の移

動によるプロジェクト活動の制限により、PDM 2.0 で加筆された成果 5 の RWSSC の組織強化ため

の活動項目を削除した。 

表-1.6 PDM の改訂 

Ver 変更時期 主な変更内容 修正前 修正後 
1.0 2009 年 3 月 19

日の M/M に添

付 

オリジナルの

PDM 
  

1.1 プロジェクト

開始前 
プロジェクト

目標の指標の

変更 

RWSSC の研修受講者の満

足度が 2013 年プロジェク

ト開始時より 70％増加して

いる。 

指標を削除 

成果 1 の活動

の変更 
キャパシティ・アセスメン

ト活動をレビューし、その

内容を研修システムに反映

させる。 

活動を削除 
 
 

2.0 中 間 評 価 時

(2011 年 10 月) 
上位目標の指

標の変更、 
 
 

2018 年までに、全国の地方

給水アクセス率が 100％と

なる。 

無償資金協力事業を実施し

た州において、その州技術

者が RWSSC での研修に参

加する前と比べて、地方給

水施設の稼働率が上がる。 
プロジェクト

目標の指標の

変更。 

地方給水・衛生に係る研修

が研修プログラムに準じて

遅滞なく実施されている。 

研修参加者の研修に対する

評価が、プロジェクト開始

時よりも高くなっている。 
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成果 5 の指標

の変更 
年間研修計画に基づいて予

算が配賦され、適時適切に

予算が執行される。 

10 以上の州が RWSSC の改

訂された研修の内容や開催

時期について知らされてい

る。 

成果 5 の活動

項目の変更 
RWSSC のホームページの

作成及び研修受講者募集体

制を構築し、その他必要な

広報活動を行う。 

①ウェブページやパンフレ

ットと言った広報ツールを

作成する。 
②RWSSC の新しい研修の

内容を説明し、彼らが技術

者を研修に遅れるよう予算

を確保するよう説明する広

報ミッションを州政府に送

る。 
③連邦水資源省にカウンタ

ーパートファンドを本プロ

ジェクトに配賦するよう連

邦水資源省に提案する。 
3.0 2012年10月の

M/M に添付 
プロジェクト

期間の変更 
2010 年 3 月～2013 年 11 月 2010 年 3 月～2014 年 11 月

プロジェクト

目標の指標の

変更 

プロジェクト終了までに、

RWSSC での研修に参加し

た地方給水・衛生関係者の

数が 400 人になっている。

プロジェクト終了までに、

RWSSC での研修に参加し

た地方給水・衛生関係者の

数が 350 人になっている。

活動項目の変

更（成果 5） 
①毎年、詳細な年間研修計

画/RWSSC 活動計画を作成

する。 
②ウェブページやパンフレ

ットと言った広報ツールを

作成する。 
③RWSSC の新しい研修の

内容を説明し、彼らが技術

者を研修に送れるよう予算

を確保するよう説明する広

報ミッションを州政府に送

る。 

これらの活動の削除、他の

成果 5 の活動も 2 年次で終

了とした。 

 
 
(4) 業務実施フロー 

JICA 専門家は、本プロジェクトにおいてプロジェクト目標、成果及びその指標を達成するため

に必要な活動を実施した。プロジェクト活動の実施者は、「ナ」国側 C/P であり、専門家は活動の

実施にかかる進捗管理及び技術的支援を主に行うことと認識し、「ナ」国側の能力向上に留意し、

「ナ」国主体による RWSSC 事業運営を目指した。 

活動は、C/P との協議や進捗管理を経て、必要な修正を加えた。年度ごとの主な修正点は以下の

通りであった。 
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表-1.7 活動の変更内容 

 当初計画との主な変

更点と変更理由 
修正前 修正後 

第 2年次 成果１-4 の活動「主

要関係機関にキャパ

シティ･アセスメント

報告書を配布する」の

活動時期の変更。第 1
年次でドラフトは完

成していたが、報告書

の内容確認のための

セミナーが第 1 年次

の終了間際となり、報

告書の完成が遅れた

ため。 

報告書の配布は

第 1年次で終了。

第 2 年次も継続し

て配布を行った。

第 3年次 プロジェクト中断に

よる、全体の活動時期

の修正 

2012 年 4 月に第

3 年次を開始 
2013年 2月に第 3
年次開始と変更 

機材調達の遅れから

成果 2-6 の活動「機材

の利用法及び維持管

理に関するユーザー

マニュアルを作成す

る」と成果 2-7 の活動

「機材の利用法及び

維持管理について、研

修講師に対して On 
the Job Training 
(OJT)研修を行う」の

2 つの活動時期を変

更した。 

2-6と 2-7の活動

とも 2011年 7月

開始 

2013 年 3 月開始

と変更 

PDM 改訂による、成

果 5 に係る活動の削

除 

2012 年 7 月から

PDM 2.0 にあっ

た成果 5 の活動

（ 広 報 活 動 な

ど）の開始 

3 年次ではこれら

の活動は行わない

ため活動から外し

た。 

第 4年次 特になし。   

 

最終の作業フローは図 1.1 に示す通りである。 
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西暦

年度 H21

月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

会議 ▲ ▲ ▲ ▲
JCC JCC JCC JCC JCC

ワークショップ ▲
ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

報告書 ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲ ▲

IC/R 進捗報告1
進捗報告2
完了報告1

業務計画2 進捗報告3 業務計画3 進捗報告5 業務計画4

JCC

進捗報告4
完了報告2

進捗報告6
完了報告3

完了報告4
事業完了報告

2014年

H25

2013年

H25

▲

H24

フェーズ

2010年

H22

2011年

H23

▲

2012年

第1年次 第2年次

[001]

既
存
関
連
資
料
の
整
理
及
び
必
要
資
料
の
収
集

[101]

イ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
レ
ポ
ー
ト
の
提

出
・
説
明
・
協
議

第3年次

イ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
・
レ
ポ
ー
ト(

案
）
の
作
成

[002]

「102] 成果１
「地方給水・衛生セクター関係者（RWSSC/NWRI及び各州水資源省、RUWASSA、LGA、コミュニ
ティレベル地方給水･衛生に関する関係者）のキャパシティ･ギャップが明らかになる」

[103] 成果２
「現場のニーズに即した効果的な研修システム(カリキュラム、モジュール、教材、機材等)が整備される」

RWSSCの研修戦略を「RWSSCミッション」としてまとめる

既存の研修プログラム、研修コース、モジュールを分析し、
キャパシティ・アセスメントの結果を反映するような内容とする

既存の研修機材を分析して、改訂

新規コースに必要な機材を開発

研修に必要な機材リストを作成し、調達

[104] 成果３
「地方給水・衛生分野の研修講師の能力が強化される」

RWSSC内部及び外部講師のデータ整理（資格、技能、役割、仕事量など）

ToTプログラム作成

[105] 成果４
「研修がPlan-Do-Check-Act (PDCA)サイクルに基づいて実施される」

研修コース、研修モジュール、教材、講師、
受講者等のモニタリング・評価計画を策定

研修を準備し、州、LGA,コミュニティレベルの関係機関に研修を実施

[106] 成果５
「RWSSCの組織運営及び研修実施マネジメント能力が向上する」

RWSSCスタッフに適切なマネージメント研修を実施

適切な職場環境の整備（事務所のスペース、機材、文房具、車両など）

研修講師、受講者、研修実績等のデータベースをまとめる

RWSSCのホームページ作成、及びその他必要な広報活動

[107] その他
(1) 本プロジェクトの実施体制の確認及び構築

(2) 他プロジェクトで得られている成果の活用
(3) 第2年時以降活動の詳細計画の策定及びPDM及びP/Oの見直し

(4) JCCの開催
(5) 供与機材、携行機材等の調達

現地作業
国内
作業

国内
作業 現地作業

国内
作業

[211]

第
2
年
次
業
務
実
施
に
関
す
る
報
告
会

[202]

[203]

[204]

RWSSCの組織的概念、目標、機能、戦略等を
確認し、地方給水・衛生関連行政機関、他ド
ナー、NGO等の関連機関に周知

[206] その他2年次共通
(1) 第2年次活動計画の説明・協議

(2) プロジェクト事業進捗報告書の作成
(3) 第3年時以降の成果毎の詳細計画の見直し

(4) 他プロジェクトで得られている成果の活用
(5) JCCの開催

[207] 中間評価実施に係る活動

国
内
作
業

[205]

[301]

[303]

[304] その他３年次共通
(1) 第３年次活動計画の説
明・協議
(2) プロジェクト事業進捗報告
書の作成

(3) 第4年時以降の成果毎の

詳細計画の見直し
(4) JCCの開催

現地作業

[302]

キャパシティ･アセスメントの 手順を決め、調査対象機を選定
1-1

選定された機関に対しキャパシティ･アセスメント調査を実施し、報告書作成

1-2

関係機関のワークショップを開催し、
キャパシティ・アセスメント報告書を発表
し、内容を更新

1-3

キャパシティ・アセス メント活動をレビューし、その内容を研修システムに反映

1-4

主要な関係機関に
キャパシティ・アセス
メント報告書を配布

2-1

2-2

2-3 2-3

2-42-4 2-4

2-5 2-5

機材の利用法、メンテナンスに関する

2-6

機材の利用法、メンテナンスについて、

2-7

3-1 3-1

3-2

ToT教材作成

3-33-3

ToT実施

3-4

ToTプログラムと実施状況を評価

3-5

3-6
研修講師のデータベースを作成し、管理する

3-6

4-1
4-2

研修コース、研修モジュール、教材、講師、受講者に対してモニタリング
評価計画に基づいて評価を行い、必要に応じて改訂

4-3

モニタリング・評価計画を必要に応じて改訂

4-4

5-1

ロジ及びアドミ関連業務のマニュアル/ワークプラン（予算、会計、人事＆文房具、研修広報、”５G"等）を作成

5-25-2

RWSSCの各スタッフの職務内容を明確にして割り当てる

5-35-3

5-4

5-5

5-6

5-7

[111]

第
1
年
次
業
務
実
施
に
関
す
る
報
告
会1-4

1-5

2-6

インテリム・レポート

1-5
主要な関係機関にキャパシティ・アセスメント
報告書を配布

第4年次

国
内
作
業

[3

第
3
年
次
業
務
実
施
に
関
す
る
報
告
会

現地作業

[411]

最
終
報
告
会

[406] 最終時評価実施に係る活動

[407] プロジェクト事業完了報告書の作成

[408] その他４年次共通
(1) 第４年次活動計画の説明・協議
(2) プロジェクト終了後の「ナ」国側による活
動への提言
(3) JCCの開催

[405]

成果２
「現場のニーズに即した効果的な研修システ
ム(カリキュラム、モジュール、教材、機材等)
が整備される」

成果３
「地方給水・衛生分野の研修講師の能力が強
化される」

研修講師のデータベースを作成し、管理する

ToT実施

ToTプログラムと実施状況を評価

成果4
「研修がPlan-Do-Check-Act (PDCA)サイク
ルに基づいて実施される」

研修を準備し、州、LGA,コミュニティレベルの関係機関に研修を実施

研修コース、研修モジュール、教材、講師、受講者に対して
モニタリング・評価計画に基づいて評価を行い、必要に応じて改訂

モニタリング・評価計画を必要に応じて改訂

研修講師、受講者、研修実績等の
データベースを構築する。
連邦水資源省へカウンターパートファンド
をプロジェクトに配賦するように提案する。

3-4

3-5

4-2

4-3

4-4

[401] 

成果１
「地方給水・衛生セクター関係者
（RWSSC/NWRI及び各州水資源
省、RUWASSA、LGA、コミュニティ
レベル地方給水･衛生に関する関
係者）のキャパシティ･ギャップが明
らかになる」

ナイジャ州において研修のインパ
クト調査を実施し、キャパシティ・
ギャップの改善状況を把握する。

[403]

成果３

「地方給水・衛生分野の研修講師

の能力が強化される」

C/Pが実施するToTに対して必要
な助言及び支援を行う。

[402]

成果２

「現場のニーズに即した効果的な

研修システム(カリキュラム、モ

ジュール、教材、機材等)が整備さ

れる」

C/Pが実施する機材の利用法及
びメンテナンスについてのOJTに
対して必要な助言及び支援を行う。

[404]

成果４
「研修がPlan-Do-Check-Act (PDCA)サイク
ルに基づいて実施される」

C/Pがウスマダムで実施する研修の支援を行う。
C/Pによる研修結果に基づくモニタリング・
評価活動の支援を行う。

成果5
「RWSSCの組織運営及び研修実施マ
ネジメント能力が向上する」

 

図 1.1 作業フロー 
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1.3 成果達成のための方法および技術移転実施方法 

(1) 成果達成のための方法 

プロジェクトの実施に際してはプロジェクト・デザイン・マトリックス(PDM)及び事業実施工

程計画書(P/O)に沿って「ナ」国側と共同作業を実施することにより効率的な機能強化を図った。 
本プロジェクトに設定された目標は、「RWSSC が効率的に運営される」である。目標達成のた

め、研修の質を常に確保し、給水関連技術者にとって魅力あるセンターでなければ、RWSSC の

自立化は難しい。この研修の質を確保・維持していくための最適なアプローチは、研修システム

の PDCA サイクル（Plan, Do, Check, Act）の構築である。従い、方向性を PDCA サイクル構築

へ保ちつつ、PDCA の各個別のキャパシティー・ディベロップメントを図った。また、成果達成

のためのプロジェクトにおける組織、個人へのキャパシティー・ディベロップメントの支援実施

方法は以下の通りであった。 

 

1) キャパシティ･ディベロプメントの概要 

本プロジェクトにおけるキャパシティー・ディベロップメントの支援実施方法は、図 1.2 に

示すように「個人・組織・社会すべてのレベルにおいて能力と実施体制を向上させることによ

り RWSSC が効率的に運営されることを目標とし、そのためにすべてのレベルで効果的なキャパ

シティー・ディベロップメントの実施支援を行う」ことを原則とした。C/P 側の自助努力によ

る内発的な能力向上を支援するために、JICA 専門家は C/P のキャパシティー・ディベロップメ

ントを側面支援するファシリィテーターとしての役割を担った。表 1.8 に本プロジェクトの活

動により期待される個人、組織、社会のキャパシティ向上の内容を示す。 

 

個人レベル
（カウンター
パート）

組織レベル
（RWSSC）

社会レベル
（RWSS Stakeholder, RUWASSA/WATSAN
Project, LGA, Donorなど）

 

「途上国の主体性に基づく総合的課題対処能力の向上を目指してキャパシティ・ディベロップメント（CD）～

CD とは何か、JICA で CD をどう捉え、JICA 事業の改善にどう活かすか～2006 年 3 月」による。 

図 1.2 三層のキャパシティー・ディベロップメント（概念） 
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表-1.8 C/D のターゲットとキャパシティ内容・活動内容 

レベル ターゲット キャパシティの内容 キャパシティー・ディベロップメント活動 

個人 カウンターパ

ート 

自らの知識と技能を

用いて、行動目標を設

定し達成する意思と

能力 

・ コース内容の検討 

・ コース時間割の検討 

・ コース教材、研修教材（PPT）の開発 

・ 上記における専門家による支援 

・ ToT の実施 

組織 RWSSC RWSSC が効率的に運

営されるために必要

な意思決定プロセス

やマネジメントシス

テム、組織、体制 

・ JCC の開催 

・ プロジェクト・チーム・ミーティングの実施 

・ RWSSC マネージメント・プランの策定 

・ RWSSC ストラテジーの策定 

・ RWSSC 研修計画の策定 

・ Administration and Office Work Manual and 

Plan の作成 

・ ToT プログラムの策定 

・ ToT マテリアルの作成 

・ ToT の実施 

・ モニタリング・評価計画の策定 

・ 研修実施費用の検討 

・ List of Training Equipment and Tools の作成

・ 研修講師データベースの作成 

・ RWSSC スタッフデータベースの作成 

・ 上記計画、プログラムのデジタル化・データベ

ース化 

・ 研修教材、マテリアル等のデジタル化・データ

ベース化 

・ ５S活動 

社会 RWSS 

Stakeholders, 

RUWASSA, 

WATSAN 

Project, 

LGA, Donor, 

etc. 

個人や組織レベルの

能力が発揮されるた

めに必要な環境や条

件、一組織を超えた政

策や戦略策定・実施に

係る意思決定プロセ

スやシステム、遂行の

ための枠組み 

RWSS 関係者が RWSSC

での研修内容を理解

し、研修参加への動機

付けを行う 

・ セミナー、ワークショップの開催 

・ 研修活動・内容についての広報 
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① 個人レベルのキャパシティー・ディベロップメント 

個人レベルのキャパシティー・ディベロップメントについては後述の 2)に記述している。 

 

② 組織レベルのキャパシティー・ディベロップメント 

日常的な会議や RWSSC の運営や研修の計画立案等の活動を通じて、RWSSC が効率的に運営

されるために必要な意思決定プロセスやマネジメントシステム、組織体制に関するキャパ

シティー・ディベロップメントを図った。この活動は現地治安の悪化のため 2 年次までで

終了した。 

 

③ 社会レベルのキャパシティー・ディベロップメント 

RWSSC の研修活動・内容についてセミナーやワークショップの開催および広報などの活動

を通じて RWSS 関係者が理解し、その結果として研修受講生の対象となる RUWASSA、WATSAN 

Project および LGA の技術者の研修参加を社会レベルで促すような状況となるように RWSS

関係者のキャパシティー・ディベロップメントを図った。1年次にキャパシティ・アセスメ

ント結果を発表するセミナーを実施した。 

 

2) 個人レベルのキャパシティー・ディベロップメント 

本プロジェクトの目標である「RWSSC が効率的に運営される」ためには、組織の能力向上と

同時に研修講師個人のキャパシティ･ディベロップメント（以下 CD）を行うことが必要である。

個人レベル CD はそれ自体独立した活動内容を示しているのではなく、本プロジェクトで行わ

れる各種活動を通じて、「講師自身の能力が向上されるプロセス」を示している。 

個人レベルのCD活動も基本的には他の活動同様に図 1.2に示すようなPDCAサイクルに基づい

た活動工程となる。 

図 1.3 個人レベルの CD 活動工程概念図 

 

本プロジェクトで CD を行う必要があると判断される能力は① 講義での教え方、② 技術的専

門性、③ 時間管理等の自己管理能力の 3点であり、各々の能力向上へのアプローチ及び必要

講師の能力把握 

CD内容の確定 

CD のための活動 

活動の評価 

活動内容の改善 

P 

D 

C 

A 
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な度合いは異なり個別に対応する必要があった。下記にそれぞれの能力向上へのアプローチ

を示す。 

 

① 講義での教え方 

【講師の能力】 

本９コースの講師陣はそのほとんどが 1990 年代より NWRI で講師として講義を行ってき

た経験をもつ。講師の授業を視察した結果からも、わかりやすい話し方や生徒の理解度を

確認しながらの授業といった、「教え方」に関しては高いレベルであった。従って、この方

面の CD の必要性は相対的に低いが、より一層の能力向上を目指した。 

【アプローチ】 

講義の能力は高いものがあったので、教えるための教材を有効に活用することやパワー

ポイントなどの教材を使って分かりやすく説明することなどを重点的に支援した。 

 

② 技術的専門性 

【講師の能力】 

新規に供与される機材等に関する操作法などの技術習得の必要性がある。また、機材供

与がないコースにおいても、講師陣はナイジェリアの状況には知悉していると考えられる

が、他アフリカ諸国の事例を紹介することにより、幅広い知識の習得を図った。 

【アプローチ】 

技術的専門性向上へのアプローチは ToT プログラム、OJT 等を通して行われた。具体的内

容は各コースによって異なるが、これらのアプローチを実施する上で重要なことは単に日

本の技術の一方的な押し付けとならないように注意することであった。例として、新規に

供与される機材がナイジェリアの実情に合致した使用方法となるような工夫等が求められ

る。講師自身のナイジェリアでの実務経験、知識と供与機材の特性を融合させるように日

本人専門家がファシリテーターとしての役割を果たすことを目指した。 

 

③ 時間管理など自己管理能力 

【講師の能力】 

授業における講義内容とは直接の関係を持たないが、打合せの時間を守らない、双方で

確認した作業を予定の期日までに行わないなど講師個人の自己管理能力は低い。このよう

な自己管理能力を改善させることはプロジェクト目標となっている「組織が効率的に運営

される」ことに大きく資すると考えられる。このため、この方面での能力向上の必要性は

相対的に高い。 

具体的な自己管理能力とは以下に示す内容を含む。 

・打合せ等の時間を守る 

・予定を組み、段取りを考え、期限内に仕事を終了させる など 

【アプローチ】 

自己管理能力というのは単に個人の努力という問題だけには留まらず、ナイジェリアと

いう国の文化/習慣、組織（NWRI）のやり方といったより上位の枠組みにも関連している。
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従って能力向上の必要性は高いものの、本プロジェクトのみで単純に能力が向上するとい

った性質のものではない。しかしながら、それは本プロジェクトで何もアプローチを必要

としないという意味ではなく、むしろ積極的に能力向上へ向けた取り組みを行った。カウ

ンターパートとの付き合いを通じて、日本人専門家からの上意下達的な指導のやりかたは

ほとんど効果をもたらさないことが判明した。従って、具体的な指導という形をとらず、

日本人専門家が様々な場面で自己管理に関する模範を示す方針とした。本プロジェクトの

実施期間を通して、このような地道な働きかけを通じて講師の自己管理能力の緩やかな変

革を促した。 

 

(2) 技術移転の実施方法 

各研修コースの日本人専門家とナイジェリア側研修講師（C/P）が論議、セミナーおよびワ

ークショップを含めて協働し成果達成を目指す活動を実施するとともに、その過程で日本人専

門家は各活動によりナイジェリア側への技術移転を行った。 

また、受講生にとって効果的で魅力ある研修を行うために日本から必要な研修機材を供与す

るとともに、それらの機材の使用方法、維持管理方法に関して C/P に対して OJT を通して技術

移転を行った。 

本プロジェクトにおける技術移転は、① 研修所での日常的なプロジェクト実施を通じて行

う、② 委員会での協議の中で行う、③ ワークショップを通じて行うことを原則とした。 

 

1) 日常業務における技術移転 

日本人専門家は日常的に実施する各活動において、技術移転を行うことを念頭においてプロ

ジェクトを実施している。この中には、供与機材の維持管理などの OJT も含まれた。 

 

2) 委員会による技術移転 

また、プロジェクトでは以下の委員会を立ち上げ、プロジェクトの進捗に併せて研修所関係

者への能力向上を図った。 

 

①  プロジェクト・チームミーティング 

プロジェクトの日常的な進捗や課題を確認するために、日本人専門家が在「ナ」の期間には

1回/週を原則として実施した。第 3年次より活動場所をアブジャへ移動し、日本人専門家がカ

ドゥナへ渡航できなくなったため、第 2年次までで終了した。第 3年次以降は全員が集まる上

記のミーティングは行わなかったが、日本人専門家と C/P との担当コースごとのミーティング

はアブジャで継続した。ミーティングは研修コースの終了後に行われ、コース 1、2、3ではそ

れぞれ 3回、コース 4では 2回行われた。 

 

② 合同調整委員会（JCC） 

本委員会は、プロジェクト全体の実績や成果の達成度を確認するほか、プロジェクト年次計

画の承認、プロジェクト及び年次計画のモニタリング・評価、プロジェクトの主要課題につい

ての協議・助言と両者（「ナ」国側と日本側）の調整を目的として行い、これらの委員会を通
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じて日本人専門家は技術移転を実施する。JCC は各年次に 2 回を予定していたが、開催時期等

については「ナ」国側と日本側で調整の上で実施した。 

 

③ セミナー・ワークショップを通じた技術移転 

セミナーおよびワークショップは、RWSSC が主体となって実施し、RWSSC 職員の調整能力の

向上を図るとともに、RWSSC の活動を地方給水・衛生セクター関係者へ発表し、理解を得るこ

とで、活動の持続性を確保する目的でおこなった。第 1 年次に第１回のセミナーを実施した。

その後、現地治安悪化により活動場所をアブジャへ移動したため一時中断したが、第 4年次に

第 2回目のセミナーを実施した。 第 2回目のセミナーは「ナ」国側のみで実施した。 

NWRI 研修所長がセミナー開始に間に合わなかったり、議事次第の記載ミスなどがあったりし

てアドミ面では多少の課題はあったが、RWSSC プロジェクトマネージャーによる議事進行も問

題なく行われ、参加者の関心も高く全体としては充実したセミナーであった。 

各州へのセミナーの事前連絡と出席確認なども「ナ」国側のみで行われ、発表資料作成につ

いても技術移転が行われているなどの理由から今後も「ナ」国側でセミナーを継続することが

可能となっている。 

 
第 1 年次に

開催したセ

ミナーの様

子 

第 4 年次に

開催したセ

ミナーの様

子 

図 1.4 セミナーの実施状況 



 

 

 

 

 

 

 

第 2 章 協力の成果 
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第 2 章 協力の成果 

2.1 プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標の達成状況は以下の通りである。 

 

表-2.1 プロジェクト目標の達成状況 

プロジェクト目標 指標 達成状況 

RWSSC が効率的に運営される 研修参加者の研修に対する評

価が、プロジェクト開始時よ

りも高くなっている。 

4 コースにおいて研修に対す

る評価が当初より高くなっ

た。 

4 コースにおける参加者の評

価点の変化は以下の通り（5

点満点）。 

①地下水探査技術コース 

（当初 3.6、現在 4.1） 

②井戸建設管理 

（当初 4.0、現在 4.6） 

③掘削技術 

（当初 4.4、現在 4.6） 

③井戸掘削機維持管理 

（当初 4.2、現在 4.5） 

プロジェクト終了までに、

RWSSC での研修に参加した地

方給水・衛生関係者の数が

350 人になっている。 

プロジェクト終了までに 405

名が研修に参加しており、指

標は達成した。 

 

上記のように指標は達成しているものの、405 名の研修参加者のうち 75％は JICA 現地国内研修

費による参加であり、「ナ」国側（州）負担の参加者は全体としては非常に少なかった。第 4年次

では 53 名が州の負担で研修に参加しており、状況は改善することが期待されている。 

2.2 成果の達成状況 

成果の達成状況は表 2.2 に示す通りである。成果 1については、現地治安の悪化（特に北部）

から第 1年次にキャパシティ・アセスメント調査を実施した 6州（ケッビ、ヨベ、バウチ、ナイ

ジャ、オンド、タラバ）すべてにおいて、研修によるキャパシティ・ギャップの改善状況を把握

することができなかったため、比較的治安が安定しているナイジャ州においてのみ調査を行い、

研修によるインパクトを把握した。 
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表-2.2 成果の達成状況 

 目的 指標 達成状況 

成果 1 地方給水衛生セクター関

係者(RWSSC/NWRI及び州水

資源省、RUWASSA、LGA、

WASHCOM 等）のキャパシテ

ィギャップが明らかにな

る 

キャパシティ・アセスメント

報告書がプロジェクト初年度

に作られ、終了時までに更新

されている 

第 1 年次にキャパシティ・ア

セスメント報告書を作成し

た。第 4 年次ではナイジャ州

RUWASSA においてキャパシテ

ィ・ギャップの改善状況を把

握するため、研修インパクト

調査を実施した。調査結果は

セミナーを開催し、地方給

水・衛生関係者へ発表した。

こ れ に よ り ナ イ ジ ャ 州

RUWASSA における研修による

キャパシティ・ギャップの改

善の実態について地方給水・

衛生関係者と情報を共有し

た。 

ドナーを含む RWSS 関係者が

RWSS 組織のキャパシギャッ

プの内容を共有している 

第 1 年次にアブジャにてセミ

ナーを開催しキャパシティ・

アセスメント報告書の内容を

発表した。また、報告書を関

係機関へ配布した。 

成果 2 現場のニーズに適応し、効

果的な研修システム（モジ

ュール、教材、機材など）

が開発される 

研修カリキュラム・モジュー

ルが策定され、それに従って

改訂または開発されたテキス

トを含む教材が、2010 年 9 月

までに研修に活用される 

研修カリキュラム・モジュー

ルに従って改訂・開発された

テキストを含む教材は研修に

活用されている。 

研修カリキュラム・モジュー

ルに従って、研修に必要な機

材が整備され、研修に活用さ

れる 

研修機材の調達は予定より

18 ヶ月遅れたものの、第 3年

次より研修に活用されてい

る。 

成果 3 地方給水・衛生分野の研修

講師の能力が強化される 

80％以上の受講者が講師の能

力が適切であると評価する 

受講者による研修評価の結果

から 90％以上（平均 96.6%）

の受講者が講師の能力が十分

にあると回答した。 

RWSSCマネージャーとJICA専

門家が ToT 受講者の能力が知

識、態度、技能の点で向上し

RWSSC マネージャーと専門家

の両方が ToT 受講者の能力が

向上したと評価したと判断し



ナイジェリア国連邦水資源研修所強化プロジェクト 
プロジェクト事業完了報告書 

2-3 
 

たと評価する た。 

成果 4 研修がPlan-Do-Check-Act 

(PDCA)サイクルに基づい

て見直される 

M&E 計画に基づいて研修活

動、研修モジュール、研修プ

ログラム、教材、機材整備、

講師、受講生に対して、M&E

が行われている。 

M&E 計画に沿って研修ごとに

研修評価表、小テスト結果な

どで評価を行った。 

2012年中にM&Eの結果を反映

し、研修システムの見直しを

行い、センター年間活動報告

書に記録を残す 

評価結果に基づき研修内容の

見直しを行っている。研修内

容の修正点などは年次報告書

にまとめている。 

成果 5 RWSSCの組織運営及び研修

実施マネージメント能力

が向上する 

2013 年 3 月までに、ロジ及び

アドミニ関連事務処理がマニ

ュアル/ワークプランに沿っ

て実施される。 

ワークマニュアル/ワークプ

ランは整備されている。しか

しながら、研修場所を第 3 年

次よりアブジャの水公社施設

へ移動し、研修はアブジャで

実施したため、カドゥナでは

研修に関する事務処理を行っ

ていなかった。従い少なくと

も研修に関する事務処理につ

いては、ワークマニュアル/

ワークプランに沿って行われ

ているとは言えない。 

10以上の州がRWSSCの改訂さ

れた研修の内容や開催時期に

ついてしらされている。 

毎年研修計画を策定し、NWRI

の研修開催時期とともに新聞

に公示し、RUWASSA や関係機

関へ周知されている。 

 

成果 2については、研修教材の調達が遅れたものの第 3年次より研修に活用されている。また、

日本人専門家が効率的な機材の操作・維持管理に関する OJT を実施し C/P（研修講師・研修補助

員）が問題なく機材の操作・維持管理ができている。 

成果 3については、第 3年次以降現地治安の悪化から活動場所をカドゥナよりアブジャへ移動

したことにより、プロジェクトで扱うコースを１から 4の 4コース（地下水探査、井戸建設管理、

掘削技術、井戸掘削維持管理）のみとすることとしたため、全 9コースのうちコース 1から 4に

関係する講師に対してのみ ToT を行った。成果 4についても、成果 3と同様に第 3年次からは全

9コースのうちコース１から 4の 4コースついてのみ研修の改善を実施した。 

成果 5の活動は第 3年次以降、日本人専門家がカドゥナの RWSSC に滞在できないため、PDM を

改訂し活動のほとんどを終了した。また、第 3年次からは研修を含めすべての活動をアブジャで

実施したため、カドゥナに滞在するアドミ職員は研修に関する事務処理は行ってこなかった。こ
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のような状況ではあったが終了時評価時の「ナ」国側への聞き取りによれば、研修関連以外のロ

ジ＆アドミ関連の事務処理は問題なく行われているとのことであった。 

RWSSC の広報活動については第 2年次に広報チームを立ち上げ、マニュアルなどを整備して活

動をしようとしたが、第 2年次の中頃より現地治安が悪化し始め、日本人専門家の地方での広報

活動などができなくなった。また、3年次以降は PDM から広報に関する活動を削除した。成果 5

についての指標はある程度達成できているものの、成果を達成するために当初予定した活動の一

部は実施できていない状況である。 

2.3 成果品等の概要 

(1) 第 1 年次の成果品 

第 1年次に作成した主要成果品のリストを表 2.3 に示す。これらの成果品のうち、成果-2～5

で作成したものについては、JICA 専門家がたたき台を作成し、C/P と協議によりその内容を詰め

ることにより作成した。 

表-2.3 各活動による主要成果品とその概要（第 1 年次） 

成果 主要成果品 概 要 

成果－1 キャパシティー・アセスメント

報告書 

 

バウチ、ケビ、ナイジャ、オンド、タラバおよびヨベの

6州の RUWASSA、LGA およびコミュニティーのキャパシテ

ィー・アセスメント結果をとりまとめたもの。現地再委

託にて実施。 

成果－2 RWSSC トレーニング 

・ストラテジー 

研修戦略およびターゲット、研修内容等について RWSSC

の研修大綱としてとりまとめた。 

RWSSC トレーニング・プラン RWSSC の研修コース、各コースの概要、2011 年～2013 年

までのプロジェクト期間の研修実施スケジュールをとり

まとめた。 

RWSSC トレーニング・カレンダ

ー2011 

RWSSC の 2011 年における研修実施スケジュールを示し

た。 

コーステキスト 各コースの研修教材（教科書） 

研修に必要な機材・資材リスト 既存テキスト、既存コースの内容について見直した結果

により改善された各コースを実施するにあたって、その

研修のために必要な資材・機材のリスト。 

成果－3 RWSSC 講師データベース 

 

RWSSC の内部講師についての専門分野、職歴、資格、技

能、役割などをとりまとめた各講師個別のデータシート

から構成されるデータベース。 

ToT プログラム 各研修コース担当の RWSSC 内部講師の教授法・専門知識

の現状の把握と評価結果に基づき、その教授法と専門知

識の向上を図るための手順、ツールをとりまとめた ToT
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実施のためのプログラム。 

（一部コースについては第 1 年次で素案を完成させ詳細

をナイジェリア側と検討し。第 2年次に完成させた） 

ToT マテリアル 上記のプログラム実施の際に使用するツール。ToT テキ

スト、パワーポイントなどからなる。 

成果－4 モニタリング・評価計画 研修システム、講師、受講者に対するモニタリング・評

価計画。このモニタリング・評価により研修システムの

問題点・改善点を抽出し、システムの改善を行う。 

成果－5 RWSSC マネージメント・プラン 運営・事務作業マニュアルの上位に位置づけられる

RWSSC の包括的なマネジメントのための計画。 

（第 1年次には素案を作成し、第 2年次に成果品を完成

した） 

運営・事務作業マニュアルおよ

び計画 

組織運営に係る事務作業のマニュアルおよび計画であ

り、予算、会計、人事、文房具、財産管理、研修生募集、

広報および 5S などの実施方法を記述したマニュアルで

ある。（第 1年次には素案を作成し、第 2年次に成果品を

完成した。） 

 

(2) 第 2 年次の成果品 

第 2年次に作成ないしは作成の支援を行った主要成果品のリストを表-2.4 に示す。 

表-2.4 各活動による主要成果品とその概要（第 2 年次） 

成果 主要成果品 概 要 

成果－5 RWSSC マネージメント・プラ

ン 

運営・事務作業マニュアルの上位に位置づけられる RWSSC

の包括的なマネジメントのための計画。第 1年次に作成さ

れた素案に基づいて内容を充実させた。 

運営・事務作業マニュアルお

よび計画 

組織運営に係る事務作業のマニュアルおよび計画であり、

予算、会計、人事、文房具、財産管理、研修生募集、広報

および５S などの実施方法を記述したマニュアルであり、

第 1年次に作成された素案に基づいて内容を充実させた。

広報活動にかかるツール 

・ 広報活動計画（案） 

・ 広報実務チーム事務マ

ニュアル 

・ パンフレット 

・ パワーポイント 

・ RWSSC ホームページ 

RWSSC の活動内容や受講生募集のための広報活動ツールと

して作成した。 
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(3) 第 3 年次の成果品 

第 3年次に作成した主要成果品のリストを表 2.5 に示す。 

表-2.5 各活動による主要成果品とその概要（第 3 年次） 

成果 主要成果品 概 要 

成果－2 電気探査機器使用マニュアル 探査機器が安全に使用できるための取扱上の注意事項

や本探査機器の能力、取り扱い方法についてまとめた。

電気探査機器維持管理マニュ

アル 

コース 2の物理検層の実習でも利用される。よって、双

方の研修で利用されることから、探査機器の管理責任者

を明らかにし、探査機器の運行表による管理、利用後の

維持管理に注意を要する維持管理マニュアルの内容で

作成した。 

TEM 法電磁探査機器の使用マ

ニュアル(詳細な使用方法マ

ニュアル) 

本装置の構成部品、測定システム一覧、測定装置（受信

機器、送信機器）の使用、本装置の操作方法、送信ルー

プと測定装置の位置関係等をまとめた。 

TEM 法電磁探査機器の使用マ

ニュアル(簡易使用方法マニ

ュアル) 

簡易利用方法については、本装置の操作方法や測定の設

定条件をまとめた。 

TEM 法電磁探査機器の維持管

理マニュアル 

外気環境（高温多湿、直射日光のあたる場所）を考慮し

たうえでの保管や、取り扱いに十分に注意する旨を記載

した。 

孔内検層機器使用マニュアル Mc-OHM は、ボーリング孔を用いての物理検層（電気・

温度・キャリパー）と地表面での電気探査の両方に使用

できる探査機器であり、コース１と２の両方で使用する

ため、 

使用マニュアルの内容は、コース 1 で作成した Mc-OHM

の使用マニュアルと同じように探査機器が安全に使用

できるための取扱上の注意事項や本探査機器の能力、取

り扱い方法についてまとめている。 

孔内検層機器維持管理マニュ

アル 

コース 1の電気探査の実習でも利用される。よって、双

方の研修で利用されることから、探査機器の管理責任者

を明らかにし、探査機器の運行表による管理、利用後の

維持管理に注意を要する維持管理マニュアルの内容で

作成した。 

ボアホールカメラ使用マニュ

アル 

ボアホールカメラは操作ボタンも少なく、構造も非常に

簡単である。従い特に、使用マニュアルは必要ないとは

思われるが、今後初めて使う人向けに使用マニュアルと

しは既存の操作マニュアルを簡易化したものを作成し
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た 

ボアホールカメラ維持管理マ

ニュアル 

維持管理については一般的な探査装置と同じであるこ

とから、Mc-OHM で作成した維持管理マニュアルと共通

なものとした。 

揚水試験機材使用マニュアル

(維持管理を含む) 

水中ポンプ、発電機、水質試験器、水位計の各機材をひ

とつにまとめ使用マニュアルを作成した。維持管理は他

の機器のように難しくはないので、別途マニュアルは作

成せず使用マニュアルに維持管理についての説明をも

含めた。 

掘削リグ使用マニュアル PTO 切り替えからリグの設置と撤収及び各作業機の取

り扱い方法を記載した。 

掘削リグ維持管理マニュアル 運転に当たっての注意事項や定期整備計画及び定期整

備の内容と方法など含めた。 

高圧コンプレッサー操作マニ

ュアル 

始動前点検から運転、送圧、停止までの操作方法につい

て説明した。 

高圧コンプレッサー維持管理

マニュアル 

運転に当たっての注意事項や定期整備計画及び定期整

備の内容と方法について記載した。 

クレーントラック操作マニュ

アル 

始動前点検から PTO 切り替えからアウトリガー張出、ク

レーンの使用方法及び荷重計の使い方などをまとめて

いる。 

クレーントラック維持管理マ

ニュアル 

運転に当たっての注意事項や定期整備計画及び定期整

備の内容と方法を説明している。 

車両（CYZ）運転操作マニュア

ル 

始動前点検、運転席の計器類及びスイッチの取扱い及び

運転に当たっての注意を記載した。 

車両（CYZ）維持管理マニュア

ル 

定期整備計画及び定期整備の内容と方法を説明した。 

(4) 第 4 年次の成果品 

第 4年次の成果品リストを下記に示す。機材の操作・維持管理マニュアル、ToT マニュアル、

研修教材などは第 1-3 年次に作成したものから変更はなかった。 

表-2.6 各活動による主要成果品とその概要（第 4 年次） 

成果 主要成果品 概 要 

成果－1 研修インパクト調査報告書 ナイジャ州において行った研修のインパクト調査の

内容と結果に関する報告書。研修ニーズについての調

査結果も記載した。 
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成果－5 研修データベースガイドライ

ン 

データベースの内容とその構築と更新方法を記載し

た 
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第 3 章 成果 1 に関する進捗(第 1～4 年次) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.1 総括（成果１） 

成果 1の活動は「ナ」国の地方給水・衛生セクター関係者のキャパシティギャップを明らかに

することを目的に実施された。第 1年次に 6州においてキャパシティ・アセスメントを実施し報

告書（案）を作成した。報告書（案）の内容をセミナーで発表しキャパシティ。ギャップについ

て地方給水・衛生セクター関係者と共通の認識を持った。また、セミナー後に内容を更新し報告

書を完成させ、第 2年次において報告書を地方給水・衛生セクター関係者に配布した。第 4年次

では、ナイジャ州において研修インパクト調査を実施して、ナイジャ州 RUWASSA の改善状況を明

らかにした。調査内容はセミナーを開催して地方給水・衛生セクター関係者へ発表した。セミナ

ーには11州のRUWASSAとアブジャ水公社、NGOなどが参加した。セミナーの詳細については3.5(4)

に示す。 

 

3.2 成果 1の進捗（第 1 年次） 

(1) キャパシティ･アセスメント調査 

ケビ、ヨベ、バウチ、ナイジャ、オンド、タラバの 6州にて 30LGAs、150 村落で再委託にて実

施したキャパシティア･セスメント調査結果及び日本人専門家と C/P が実施した現地調査結果を

取りまとめ、2011 年１月 28 日に関係機関を集めてワークショップを開催し、地方給水の現状と

キャパシティ･ギャップについて発表した。 

地方給水のキャパシティ･ギャップが明確になり、技術分野での問題点に加えプロジェクト管理

能力の問題が大きいことが判明した。 表 3.1 に州の地方給水事業の主体である RUWASSA、及び

WATSAN プロジェクトと LGA におけるキャパシティ･ギャップを示す。 

成果 1 「地方給水･衛生セクター関係者（RWSSC/NWRI 及び各州水資源省、RUWASSA、

LGA、WASHCOM 等）のキャパシティ･ギャップが明らかになる」 

＜指標･目標値＞ 

 キャパシティ･アセスメント報告書がプロジェクト初年度に作られ、終了時

までに更新される。 

 ドナーを含む RWSS 関係者が RWSS 組織のキャパシティ･ギャップの内容

を共有する。 

＜活動＞ 

1-1 キャパシティ･アセスメントの手順を決め、調査対象期間を選定する。

（RWSSC/NWRI、各州水資源省、RUWASSA、LGA、WASHCOM 等コミ

ュニティレベル） 

1-2 選定された機関に対してキャパシティ･アセスメント調査を実施し、その

結果を報告書（案）を作成する。 

1-3 関係機関を集めてワークショップを開催し、キャパシティ･アセスメント

報告書（案）を発表し、内容を更新する。 

1-4 主要関係機関にキャパシティ･アセスメント報告書を配布する。 
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表-3.1 キャパシティ･アセスメント調査結果 

分野 RUWASSA/WATSAN プロジェクト LGA 

組織  各部での人員のバランスが取れていない。

住民啓発、公衆衛生分野の人員が極端に少

ない。  

 各自が自分の仕事の役割と責任を理解し

ていない。 

 各自が自分の仕事の役

割と責任を理解してい

ない。 

地下水探査  地下水賦存の状況が理解できない。 

 水理地質情報を用いた地下水探査の仕方

がわからない。 

 比抵抗解析法が理解できない。 

 掘削深度などの情報を的確にドリラーに

伝えられない。 

 サイトマップが的確に描けない。 

 データ管理ができない。 

 

井戸建設、 

井戸掘削 

 的確な粒径選択などグラベルパックの選

択と充填が効率的にできない。 

 適切なスクリーン位置決定ができない。 

 逸水対策が的確にできない。 

 口元の建設が的確にできない。 

 井戸データへの情報となるような、適切な

井戸建設レポートが書けない。 

 井戸掘削工事の施工監理ができない。 

 データ管理ができない。 

 井戸掘削工事の施工監

理ができない。 

井戸掘削機械維持

管理 

 コンプレッサのメンテナンスができない。

 ワークショップの管理ができない。 

 倉庫管理ができない。 

 

ハンドポンプ設

置、維持管理 

 ポンプを落とした場合などの事故回復が

的確に行えない。 

 データ管理ができない  

 ポンプを落とした場合

などの事故回復が的確

に行えない。 

 コミュニティのポンプ

修理メカニックへの指

導ができない。 

 データ管理ができない。

井戸改修、メンテ

ナンス 

 井戸データがないため井戸改修が必要な

井戸を特定できない。 

 井戸改修の手順が理解できない。 

 井戸データがないため

井戸改修が必要な井戸

を特定できない。 

 井戸改修の手順が理解

できない。 
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分野 RUWASSA/WATSAN プロジェクト LGA 

公衆衛生  衛生改善を促進するための教材がない。  衛生改善を促進のため

の教材がない。 

住民啓発  住民啓発を実施する際の住民とのコミュ

ニケーション技術が十分でない。 

 WASHCOM の役割と各担当の責任を明確に理

解していない。 

 WASHCOM の運用を指導できない。  

 M＆E 技術を持っていない。 

 住民啓発を実施する際

の住民とのコミュニケ

ーション技術が十分で

ない。 

 WASHCOM の役割と各担当

の責任を明確に理解し

ていない。 

 WASHCOM の運用を指導で

きない。  

 M＆E 技術を持っていな

い。 

 

(2) 地方給水の現状と問題点の把握および研修システムへの反映 

2010 年 7 月および 9月に日本人専門家および C/P によりカノ、ヨベ、ケビ、ソコト、ザンファ

ラ、コギ、エヌグおよびナイジャ州 8州で現地調査を実施し、地方給水の現状と問題点をとりま

とめた。 RUWASSA/WATSAN Project/LGA の技術者からの聞き取り調査を含む現地調査の結果に基

づいて、地方給水における以下の現状と問題点についてとりまとめ、それを改善する能力を得ら

れるように研修システムに反映させた。 

①  井戸開発にかかる現状と問題点 

②  井戸掘削に係る現状と問題点 

③  井戸掘削機器維持管理に係る現状と問題点 

④  維持管理に関する現状と問題点 

⑤  住民啓蒙・公衆衛生に関する現状と問題点 

⑥  代替水源開発に関する現状と問題点 

 

3.3  成果 1 の進捗（第 2 年次） 

キャパシティア･セスメント報告書は第 1年次に実施したワークショップではサマリーのみの

配布であったため、2年次は地方給水・衛生関係機関に報告書の配布を開始した。カノ、ソコト、

ザンファラ、バウチ、カツィナ州には広報を兼ねて出かけ配布した。他の州には研修参加者を通

して配布し、また研修所から直接郵送した。 

3.4  成果 1 の進捗（第 3 年次） 

第 3年次には成果 1に関する活動は行わなかった。 

3.5  成果 1 の進捗（第 4 年次） 

(1) ナイジャ州における研修インパクト及びニーズ調査 

1) 調査準備 
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ナイジャ州において、キャパシティ・キャップの改善状況を把握するため、研修インパクト

調査を実施した。 

調査に先立ち質問表及び RUWASSA より収集すべきデータリストを作成した。作成した質問表

の内容は以下の通りである。 

表-3.2 質問表の内容 

質問表 質問表の内容 

組織の改善状況につ

いて 

2010 年に実施したキャパシティ・アセスメントで得られたベースラインデ

ータと比較するため、職員数、資格、組織図、予算などを質問した。 

研修インパクトにつ

いて 

研修参加者に対して、研修後の仕事状況などを質問した。特に何ができる

ようになったのか具他的に記載をお願いした。 

研修ニーズについて 各部署に対してどのような研修ニーズがあるのかを質問した。各部 10 名、

合計 50 名に実施。質問項目は 2010 年と同様のフォームを使用し、2010 年

のニーズとの比較ができるようにした。 

 

2) 実施内容 

以下の内容で調査を行った。調査は日本人専門家 2名、C/P4 名の計 6名にて実施した。 

表-3.3 調査内容 

 調査内容 

2014 年 9 月 15 日（月） アブジャからナイジャへ移動、ナイジャ州 RUWASSA 表敬、調査の目的、内

容等を RUWASSA 職員へ説明、ニーズ調査表の配布（5部所へ） 

2014 年 9 月 16 日（火） 研修インパクト調査（コース 1、コース 2、コース 3） 

2014 年 9 月 17 日（水） 研修インパクト調査（コース 4）、RUWASSA からデータの収集 

2014 年 9 月 18 日（木） 井戸建設サイト調査（Bosso, Paikoro LGA） 

2014 年 9 月 19 日（金） RUWASSA との協議、データのまとめ、ナイジャからアブジャへ移動 

 

(2) インパクト調査結果 

1)ナイジャ州 RUWASSA 組織、機材及び活動の変化 

2010 年に実施したキャパシティ・アセスメント調査結果との今回との RUWASSA 組織及び活動

の比較を以下に示す。2010 年から比較して機材、作業環境及び人材育成などが改善されている。 

2010 年と比較して職員数が減っているがこれは職員の定年退職による減少とのことである。 

表-3.4 組織及び活動の変化 

 2010 年の調査時 2014 年の調査時 

人数（人） 147（うち女性 14 名） 125（うち女性 9名） 

部所 5 部門（給水、衛生、住民啓発、

修理、計画） 

5 部門は変わらず。給水部に揚水

試験課とデータ管理課が新設 

予算（リリースされた分） 3 億 6千 8百万ナイラ（新規リグ

などを購入のため） 

8 千 5百万ナイラ（8月末まで）

人材育成 なし 無償資金協力事業の機材引き渡

し時の OJT（1 ヶ月程度）、RWSSC

研修 
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事務所 事務所の窓の破損、ドアがない、

壁のペンキが剥がれている、机

やいすが壊れている。 

補修がなされ、作業環境は改善

されている。 

機材（掘削リグ） 2 台 4 台 

機材（コンプレッサー） 1 台 3 台 

機材（トラック） 2 台 5 台 

ハンドポンプの稼働率 53% 75％ 

給水率 23% 47％ 

 

2)井戸建設数と井戸リハビリ数 

2010年から2014年までナイジャ州RUWASSAが実施した毎年の井戸建設数と井戸リハビリ数は

以下の通りである。井戸建設数はここ数年年間 70 本ほどである。一方井戸のリハビリ数は井戸

の修理需要により毎年変化している。 

表-3.5 井戸建設及びリハビリ数 

 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年（9月まで） 

井戸建設数 109 68 75 71 61 

井戸リハビリ数 47 152 344 207 41 

 

3) RWASSA 組織・個人の主な課題 

RUWASSA 組織の課題と職員の課題は以下の通りであった。2010 年の調査時と比較すると、今

回は RWSSC 研修及び無償資金協力事業で機材操作に係る OJT が行われたため、訓練の不足を課

題と答えた人はいなかった。しかし、前回はなかった住民との問題や人間関係の問題などが新

たな課題としてでてきた。 

表-3.6 組織と個人の課題 

 内容 

前回との共通の課題 予算の不足、機材の不足（修理部、計画部）、手当の不足 

2010 年のみの課題 訓練の不足 

2014 年の新規の課題 住民との問題、人間関係 

 

4) 研修による能力強化（個人） 

研修参加者の能力強化の内容について以下のような回答があった。回答から研修により参加

者の機材の操作や探査技術など作業上の能力が向上していることがわかる。 

表-3.7 研修による能力強化(個人) 

コース名 研修参加者数（人） 強化された技術 

地下水探査 8 
探査機の操作知識 

探査技術の向上 

井戸建設管理 8 井戸仕上げの為の検層技術 
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揚水試験技術 

掘削技術 8 

井戸掘削の標準手法についての知識 

掘削レポートの作成技術 

サイトでの安全管理 

井戸掘削機維持管理 7 

掘削リグとエアーハンマーについてのメンテナン

ス技術 

コンプレッサーやエンジンのメンテナンス 

メンテナンス記録の作成技術 

合計  31 名  

 

5) 研修による RUWASSA の活動強化 

研修による RUWASSA の組織力の強化への影響については以下のような回答があった。研修に

よる影響と関連づけをすることが難しいものもあるが、研修が RUWASSA の活動強化に貢献して

いることがわかる。 

表-3.8 研修による能力強化(組織) 

項目 原因 

井戸成功率の向上 向上しているが、研修によるものだけでなく 

新規に供与された探査機によるものもある。 

井戸の建設数の増加、給水率の向上 2014 年は供与された掘削リグで 55 本の井戸を掘削している。

井戸の稼働率の向上 RWSSCでは井戸の稼働率向上のためハンドポンプ維持管理コー

ス、住民啓発コースを実施しているが、これらのコースへのナ

イジャ州 RUWASSA からの参加者はいないため、研修によるもの

とは考えにくい。 

井戸のリハビリ数の増加 RWSSC で井戸リハビリコースを実施しているが、ナイジャ州

RUWASSA からの参加者はいない。従い、研修の直接のインパク

トとは言い難い。 

 

ナイジャ州 RUWASSA ではハンドポンプ井戸の場合、井戸の最低水量を 10 リッター毎分としてお

り、水量がこれに満たない井戸を空井戸として、水量を満たしたものを生産井戸としている。井

戸成功率は全体の井戸掘削本数のうち生産井戸の割合を示している。 

無償資金協力事業によりに供与された井戸掘削リグで 2014 年 8 月末までに 56 本を掘削してい

るが、そのうち空井戸は 1本で、55 本は生産井戸であり井戸成功率は 98％に達している。聞き取

りによればナイジャ州 RUWASSA でのこれまでの井戸成功率は平均で 80％程度とのことであり成功

率が向上している。 

 

6) インパクトの阻害要因 

ナイジャ州 RUWASSA においては、職種（メカニックや修理工員など）によっては英語が話せ

る割合が非常に低く RWSSC 研修コースは英語で講義が行われるため、研修への参加者が限られ

てしまう。また、ナイジャ州 RUWASSA ではスタッフが高齢化しており、今まで実施してきた基

本コースの研修対象となる参加者が限られる。改善案としては、講義を減らし、英語が話せな

くても理解できるように実習を主体で研修を行うことや、中堅～熟練者向けの上級者コースな

どを開設することなどが考えられる。 

 



ナイジェリア国連邦水資源研修所強化プロジェクト 
プロジェクト事業完了報告書 

 

3-7 

(3) 研修ニーズ調査結果 

ニーズ調査の結果は以下の通りであった。 

 

表-3.9 ニーズ調査結果 

 研修ニーズの内容 

①RUWASSA 総裁 新規雇用者への村落給水についての研修、水質分析に関する研

修 

②給水部長 井戸成功率の向上のための探査技術の精度、代替水源 

③給水部員（10 名からの結果） 井戸構造、井戸掘削、井戸管理、井戸建設に関連する調達・契

約、揚水試験、孔内検層、データ解析、コンピュータ解析 

④修理部長 エンジンやギアボックスの修理技術 

⑤修理部員（10 名からの結果） 掘削機材のメンテナンス、ハンドポンプ・モーターポンプの設

置とメンテナンス 

⑥公衆衛生部長 VIP トイレの建設知識、コンピュータによるデータ管理 

⑦公衆衛生部員（10 名からの結果） 水衛生の知識、データ管理、コンピュータ 

⑧計画部長 水質分析技術、データ解析、データベース管理、レポート作成 

⑨計画部員（10 名からの結果） 水衛生、水質分析、公衆衛生、データ管理、コンピュータ、モ

ニタリング、レポート作成 

⑩住民啓発部長 若手育成のための住民啓発コース 

⑪住民啓発部員（10 名からの結果） 住民啓発、水衛生、公衆衛生 

 

研修ニーズとしては新たに出たものとしてはコンピュータ、データベース管理、水質解析など

があったが、全体として 2010 年に実施した調査結果と大きな違いはなかった。RWSSC の研修コー

スは 2010 年のニーズ調査結果から内容などを決定しており、現状のコース内容から変更する必要

はないことが確認された。一方、要望のあった水質分析などは専門的な知識を必要とするため、

今後他州での調査結果をみて、新たなコースとして新設する必要があるか検討することとした。 

(4) インパクト調査結果の発表 

当初、ナイジャ州で実施した調査結果を 2014 年 11 月 4 日にセミナーを実施して RUWASSA や関

係機関へ発表する予定であったが「ナ」国側の都合で延期となった。そのため、日本人専門家が

直接セミナーに参加することはできなかった。専門家滞在中に研修インパクト調査結果の内容確

認やセミナーでの発表資料などの作成支援は完了した。その後、12 月 9日に上記セミナーを実施

した。セミナーでの発表資料や議事次第などは整っていたため「ナ」国側のみでのセミナーは問

題なく実施された。セミナーには 11 州の RUWASSA (ヨベ、バウチ、カツィナ、ケッビ、ナイジ

ャ、クロスリバー、デルタ、カドゥナ、コギ、プラト―、ソコト）とアブジャ水公社, NGO など

が参加した。 
発表を受けセミナー参加者からは研修の重要性を再認識したとの意見が聞かれた。セミナーで

はインパクト調査の発表以外にも地方給水・衛生分野の人材育成の現状について RUWASSA を含

む関係機関と協議を行った。参加者からはNWRIに対し、地方からの参加がしやすくなるように、

カドゥナでの研修に加え、地方での出張研修も実施して欲しいとの提案がなされた。主張研修に

ついては NWRI 内で実現可能か検討していくこととした。また、NWRI から参加者に対し来年度

の研修インパクト調査の予定を伝え、調査への協力を依頼した。 
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(5) 今後の調査計画 

プロジェクト終了後もナイジャ州以外で無償資金協力事業を実施した対象州（ケッビ州、オ

ンド州、タラバ州、エヌグ州、バウチ州、カツィナ州）において同様の研修インパクト及びニ

ーズ調査を継続して実施することとした。これらの州へは表 3.10 に示す研修を実施している。 

 

表-3.10 2015 年調査予定の RUWASSA への研修内容 

無償対象州 実施したコース名 

ケッビ コース 1（地下水探査）、コース 2（井戸建設管理）。コース

3（掘削技術）、コース 4（井戸掘削機維持管理） オンド 

タラバ 

エヌグ 

バウチ コース 5（ハンドポンプ維持管理）、コース 6（井戸改修・維

持管理）、コース 8（公衆衛生）、コース 9（住民啓発） カツィナ 

 

今回のナイジャ州での調査準備・実施を C/P と共同で行うことにより、「ナ」国側へ技術移転

を行った。今後は「ナ」国側のみで調査を実施することになるが、特に問題はないと考える。

また、調査結果を解析なども「ナ」国側で問題なく実施できるように技術移転を行った。 



 

 

 

 

 

 

 

第 4 章 成果 2 に関する進捗（第 1～4 年次） 
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第 4 章 成果 2 に関する進捗(第 1～4 年次) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1 総括（成果 2） 

新規に設立した RWSSC で実施する研修のための効果的な研修システムを整備することを目的と

して成果 2の活動は実施された。第 1年次では RWSSC の研修戦略、研修計画を策定した。また、

キャパシティ・アセスメント結果及び現地調査結果から研修システムの改善を行った。第 2年次

では研修の結果を受け、必要に応じ研修システムの改善を行った。研修機材の利用法及び維持管

理に関するマニュアルの作成と OJT は第 2年次から実施する予定であったが、機材の遅れから、

第 3年次から実施した。第 4年次では C/P が研修機材の新規利用者へ OJT を実施する予定であっ

たが、財務省からの雇用の最終承認が遅れて雇用ができなかったため実施できなかった。代わり

に OJT 実施に必要なマニュアルのデータベース構築作業を行った。データベースでは機材ごとに

フォルダーを設け操作マニュアルと維持管理マニュアルのソフトデータ保存した。また OJT の実

施工程や内容について C/P と確認し、今後問題なく OJT が実施できるように体制を整えた。 

4.2 成果 2の進捗（第 1 年次） 

(1) RWSSC 研修戦略の作成 

本プロジェクトを通しての研修戦略を策定する支援を行った。RWSSC は、長期的な視野立った

RWSSC の戦略・機能を取りまとめた「RWSSC ミッション」をすでに作成済みであったが、C/P との

協議の結果、RWSSC の組織化や機能作りの支援を行うことを目的とする本プロジェクトでは、プ

ロジェクト期間についての研修戦略を立てる必要があると判断された。 

「現場のニーズに即した効果的な研修システム（カリキュラム、モジュール、

教材、機材等）が整備される」 

＜指標･目標値＞ 

・研修カリキュラム･モジュールが策定され、それに従って改訂または開発

されたテキストを含む教材が、研修に活用される。 

・研修カリキュラム･モジュールに従って、必要な機材が整備され、研修に

活用される。 

＜活動＞ 

2-1 RWSSC の研修戦略を策定し、「RWSSC ミッション」として取り纏める。

2-2 既存の研修カリキュラム、研修モジュール、研修コース内容を分析し、 

キャパシティ･アセスメントの結果を反映させた内容に改訂する。 

2-3 既存研修教材を分析し、現場ニーズに即した内容に改訂する。 

2-4 新規コースに必要な教材を作成する。 

2-5 研修に必要な機材リストを作成し、調達する。 

2-6 機材の利用法及び維持管理に関するユーザーマニュアルを作成する。 

2-7 機材の利用法及び維持管理について、研修講師に対してOn the Job 

Training (OJT)研修を行う。 

成果 ２ 
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JICA 専門家チームは、C/P と協議し、新たに「RWSSC 研修戦略」を作成する支援を行った。「RWSSC

研修戦略」では関係機関および関係者に本プロジェクトで確立すべき以下の RWSSC の研修戦略項

目を明確に示した。 

 効果的な研修戦略 

 研修ターゲット 

 必要な研修内容 

 RWSSC 研修大綱の作成 

戦略の内容は以下のとおりである。 

① イントロダクション 

既存 RWSSC ミッションによる長期的な視野に立った戦略と機能の紹介。 

 設立のバックグラウンド 

 ビジョン 

 ミッション 

 機能 

② 研修対象者 

③ 研修のコンセプト 

④ 研修コースとその概要 

⑤ 研修コース実施プラン 

⑥ 研修用資機材 

⑦ PDCA による研修システムの改善 

 

(2) RWSSC 研修計画 

「RWSSC 研修戦略」に基づいて、本プロジェクト期間に RWSSC が行う各研修コースの予定表及

び各コースの概要について取りまとめた「RWSSC 研修計画」の作成支援を行った。C/P との協議し、

項目を以下の通りとした。 

① 研修カレンダー2011～2013（プロジェクト期間） 

② 研修カレンダー2011 

③ 研修コースリスト 

④ 研修コース概要 

⑤ 各研修コースの実施予算と内訳 

これらの各項目の内容について、現地調査結果及び C/P との協議結果に基づいて、変更・修正

を行った。 

(3)研修コースの改善 

以下項目の活動結果に基づいて表-4.1 に示す研修コースの改善を行った。 

① 既存教材の分析・資料収集 

② 地方給水現地調査およびキャパシティア･セスメント結果に基づく研修システムの改善 

③ 研修必要機材リストの作成 
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表-4.1 各研修コースの改善点・留意点 

コース名 現地調査により推定される問題点等 研修コースへの反映 

1. 地 下 水

探 査 技

術 

 電気探査機器の操作方法が不適

切ある 

 探査結果が適切に解釈され、適切

に井戸選定に利用されていない 

コース内容：問題点等を改善するために以下の

内容を追加・充実させた。 

 ナイジェリア国の地質特性と地下水開発の

関係について受講生が理解するための項

目 

 解析ソフトによる解析方法 

 代表的な探査方法の他に空中写真解析、リモ

ートセンシング、弾性波探査、重力探査な

どの探査方法を取りいれた 

 日本から供与される電磁探査、電気探査によ

る探査方法、解析の方法 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った。 

2. 井 戸 建

設 

新 コ ー

ス名 

「 井 戸

建 設 管

理」 

 

 建設された井戸が RUWASSA およ

び LGA により適切に管理されて

いない 

 掘削された井戸の掘削記録、地質

データが管理・保管されていない

 井戸台帳や管理にあたりRUWASSA

と LGA の連携がない 

コース内容：井戸の施工管理技術の取得を目的

としてコース内容を組み立てた。また、それに

伴いコースの名称を「井戸建設管理」に変更し

た。 

 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った。 

3. 井 戸 掘

削技術 

 井戸掘削についての知識と技術

が不十分である 

 掘削事故への対応能力が低いた

め、回収に多大な時間を要してい

る 

 掘削機械の不適切なメンテナン

スにより掘削時に機械トラブル

がしばしば発生する 

コース内容：問題点等を改善するために以下の

内容を追加・充実させた。 

 揚水試験の方法・解析 

 ポンプの選定と設置 

 掘削事故回復と予防策 

 現場マネジメントと管理 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った。 

4. 井 戸 掘

削 機 維

持管理 

 掘削機やエアコンプレッサーな

どの維持管理方法が適切ではな

い 

コース内容：問題点等を改善するための以下の

内容を追加・充実させた。 

 掘削機の構造、メンテナンスの目的、メンテ

ナンスの種類および機器の適切なメンテ
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コース名 現地調査により推定される問題点等 研修コースへの反映 

ナンス方法 

 掘削作業を行うための安全管理 

 メンテナンスレコードとその活用方法 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った。 

5. ハ ン ド

ポ ン プ

設置、維

持 及 び

管理 

 ハンドポンプの維持管理が不適

切な村落が多く認められる 

 井戸台帳の整備・管理が不十分で

ある 

コース内容：問題点等を改善するための以下の

内容を追加・充実させた。 

 効率的なハンドポンプの維持管理、モニタリ

ング体制を確立するために「井戸台帳管

理」を設けた。 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った。 

6. 井 戸 診

断 ・ 改

修、維持

管理 

 揚水にあたって問題が発生した

場合、原因が正しく把握されてい

ない 

 井戸改修効果が確認されておら

ず、その記録が管理されていな

い。そのため井戸メンテナンスが

適切に実施されているかどうか

が分からない。 

コース内容：問題点等を改善するための以下の

内容を追加・充実させた。 

 井戸改修による効果を確認するための揚水

試験を追加した 

 コース 5と同様に井戸管理台帳を追加した 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った。 

7. 代 替 水

源活用 

 計画的な代替水源を使った施設

建設が行われていない 

 代替水源開発計画立案のための

十分な知識がない 

 開発された施設の台帳がない 

 開発された施設の維持管理が適

切に行われていない 

 RUWASSAおよび LGAの技術者がコ

ミュニティに適切な維持管理の

方法を教えていない 

 水源開発時のマネジメント能力

が不足している 

コース内容：問題点等を改善するための以下の

内容を追加・充実させた。 

 サブコースとして「湧水開発」「手掘り井戸」

および雨水利用」の３つのコースとした 

 代替水源の開発計画 

 代替水源の保全と住民参加 

 代替水源の選定、設計、建設 

 代替水源の維持管理 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った 

8. 公 衆 衛

生 

 コミュニティーの衛生改善活動

が実施されておらず衛生状態が

悪い 

 コアとなる衛生知識の重要性が

コース内容：問題点等を改善するための以下の

内容を追加・充実させた。また、その結果英語

名を「Hygiene and Sanitation Program」から

「Hygiene and Sanitation Promotion」に変更
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コース名 現地調査により推定される問題点等 研修コースへの反映 

理解されていない 

 衛生維持のためのソフト面での

行動が重視されていない 

 学校で衛生の啓蒙活動が実施さ

れていない 

した 

 住民参加型の学習、計画策定について 

 学校における衛生行動推進活動 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った 

9. コ ミ ュ

ニ テ ィ

開発・住

民啓発 

 住民が住民参加の意義を理解し

ていない 

 WASHCOM が機能していない 

 住民に給水施設のオーナーシッ

プがない 

コース内容：問題点等を改善するための以下の

内容を追加・充実させた。 

 住民参加の必要性とその方法 

 住民による水衛生プロジェクト管理 

 コミュニティ・マネジメント 

研修期間等： 

研修内容を考慮して研修期間、研修人員につい

て見直しを行った 

 

(４)研修教材の開発 

1) コース１（地下水探査技術） 

①コーステキスト 

新規コーステキストは、既存ショートコースのテキストを改編し、地下水に関する知識、物

理探査の基礎理論、各手法による地下水調査法などの構成から成っている。本コースでは新規

に作成したコーステキストを使用し、特に、電磁探査及び電気探査による地下水探査技術が習

得できる内容とした。新規コーステキストの主な内容は以下のとおりである。 

(a)地下水涵養 

(b)ナイジェリア国の地質分布 

(c)物理探査の各手法の概論と測定方法 

(d)地下水調査方法 

(e)電磁探査の概論と測定方法 

(f)電気探査の概論と測定方法 

(g)電磁探査測定結果と電気探査測定結果との比較 

(h)垂直電気探査の解析（理論標準曲線及び解析ソフト） 

(i)既存データの管理法 

(j)プロジェクトマネージメントの重要性 

(k)測定上の問題と解決方法 

②講義用パワーポイント教材 

講義に利用するテキストの他に、パワーポイントを併用した講義内容とした。パワーポイン

トは写真・図表などカラフルで分かり易い内容で作成した。また、地下水探査のケーススタデ
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ィや測定方法なども紹介し、実習内容の理解度が深まる内容とした。 

③標準曲線（電気探査の簡易解析） 

垂直電気探査の解析には、標準曲線法、解析ソフトによる解析法があり、講義では双方の解

析方法を説明した。標準曲線法は、探査方式（電極配置）に応じた標準曲線及び補助曲線を使

用した。本コースでは Schlumberger 法の電極配置による垂直電気探査を実施するため、

Schlumberger の標準曲線・補助曲線を用い、さらに、解析手順のサンプルを作成した。 

④電磁探査機器及び解析ソフト 

電磁探査機器は新規調達した機器を利用した。電磁探査は、電気探査で必要とする電極を地

面に接地する必要が無く、電気探査より測定が迅速にできる。このため、接地抵抗が高い土漠

や岩盤露出岩地域では作業効率上非常に有効に調査ができ、さらに、断層や破砕帯の抽出に優

れており、電気探査よりも迅速に調査ができることを理解させた。また、解析についてはノー

ト型パソコンを現地に持ち込み、電磁探査解析ソフトを利用した解析を行った。 

⑤電気探査機器及び解析ソフト 

電気探査機器も同様に調達した機器を利用した。電気探査は、地盤に直流電流を流し電流の

流れにくさの分布状況から地盤性状が把握できる。測定方法は、水平電気探査及び垂直電気探

査の 2 方法で実施した。水平電気探査は、ある特定の深度における地表下の比抵抗の水平分布

の状況を把握することを目的に利用するが、比抵抗分布の正確な深度まで捉えることができな

い。このため、水平電気探査結果では地表下の比抵抗異常地点を抽出し、この抽出地点で垂直

電気探査を実施した。解析はこの垂直電気探査の測定データを利用し現地で行った。 

⑥測量用具 

探査結果の成果品として測定位置図を作成した。測定点、測線位置及び探査結果から選定し

た井戸掘削位置等の測量には、GPS・巻尺・コンパスなどを使用した。測点や測線の位置関係は、

構造物や道路などを目標に把握できるように、また必要に応じて位置図は適切な縮尺で作成し

た。 

⑦測定野帳／測定データ 

磁探査用及び電気探査用測定データの野帳として、片対数グラフ及び両対数グラフを準備し

た。この他に、電極間隔の設定表ならびに測定野帳を作成し、電極間隔の組み合わせに対する

地表下深度の測定値の変化を確認した。さらに、見本として作成した水平電気探査及び垂直電

気探査用の見掛比抵抗曲線（見掛比抵抗(ρa)－電極間隔(a)）のプロット図も活用した。 

 

2) コース 2 （井戸建設管理） 

①コーステキスト 

講義に使用するコーステキストは既存コーステキストを改良した。新規コンテンツは以下の

構成から成り立っている。 

(a)地質と水理地質の基礎 

(b)深井戸掘削方法 
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(c)井戸建設と完成 

(d)深井戸掘削の実施基準 

(e)掘削プログラムマネジメント 

(f)井戸完成レポート 

②講義用パワーポイント教材 

主にテキストの中で特に教える上で重点となる場所に関して視覚的に説明することを目的と

してパワーポイントの教材を作成した。講義が単なるテキストの解説に終始するといった単調

な授業とならないように、図や写真を使い理解を深められる形とした。スライドや、動画によ

り文章だけでは理解が困難な作業上のポイントなどを説明する教材とした。 

③野外実習のガイダンス用パワーポイント 

パワーポイントの教材は、フィールドでの実際の内容を事前に説明するために作成した。こ

れらは、研修生が，より効果的に野外実習が理解できるように配慮した。 

④揚水試験結果の記録 

野外実習用の揚水試験データの記録シート。各研修生は揚水試験の方法を理解するために、

このシートに試験の結果の記録を取った。 

⑤検層データ 

実習では検層機を既存井で使用し、検層記録を取った。検層実施後受講者は各自でスクリー

ンの位置決めを行った。一般にケーシングがある井戸での検層ではケーシングの影響により正

確な記録が取れないため、裸孔で検層を行った他の井戸の検層データを使用した。 

3) コース 3 (井戸掘削技術) 

①コーステキスト 

講義に使用するコーステキストは既存コーステキストを改良した新規テキストを使用した。

新規コンテンツは以下のとおり。 

(a)地下水の基礎的概念 

(b)ナイジェリアにおける地層での地下水分布 

(c)基礎的な地下水探査技術 

(d)掘削方法の概要 

(e)ロータリ掘削方法 

(f)深井戸の設計 

(g)井戸洗浄と仕上げ 

(h)深井戸のリハビリ手法 

(i)揚水試験 

(j)ポンプ選定と設置 

(k)掘削の事故回復及び予防策 

(l)井戸掘削機械のマネジメント 

(m)安全管理 
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②講義用パワーポイント教材 

主にテキストの中で特に教える上で重点となる場所に関して視覚的に説明することを目的と

してパワーポイントの教材を開発した。講義が単なるテキストの解説に終始するといった単調

な授業とならないように配慮した。また、スライドにより文章だけでは理解が困難な作業上の

ポイントなどを説明する教材とした。 

③フィッシング・ツールとトリコン・ビット  

フィッシング・ツールや トリコン・ビット などのアクセサリーの掘削ビットについて野外

実習で説明した。フィッシング・ツールは、孔に落としたロッドをくみ上げるために使用した。

トリコン・ビットは消耗したのちに、どのように修復するかを説明するために使用した。 

④野外掘削ハンドブック 

実習用掘削ハンドブックには、掘削装置やツールス、また、掘削ロッドやケーシングパイプ

の正確な口径や重量などの材料に関してさまざまなデータ/情報を記載した。このハンドブック

を携帯して、必要なときに参照できるようにした。 

4) コース 4 (井戸掘削機械維持管理) 

①コーステキスト 

本コースは既存のコースがないため、既存コーステキストの改良ではなく新規に作成した。

テキストの内容は以下の通りである。 

(a)基礎知識 

(b)スピンドール型ロータリ・タイプ掘削機械 

(b)トップヘッド・ドライブ (T.H.D)タイプ掘削機械  

(d)デーゼル・エンジンとインジェクション・ポンプ  

(e)高圧コンプレッーサー 

(f)ＴＤＨハンマー 

(g)パーカション・タイプ掘削機械 

(h)オイル 

(i)安全管理 

(j)メンテナンス・レコード 

②説明用メンテナンス・レコード 

掘削関連機材の日常点検の重要性について理解ができるように、例を用いてメンテナンス・

レコードの記入の仕方について説明を行った。 

③野外用メンテナンス・ハンドブック 

メンテナンス 野外用ハンドブックは エンジンのメンテナンスの重要なポイントを説明する

ために開発した。また、トルクレンチ、マイクロメータ、ノギスなどの保守ツールを使用する

方法について記載した。 
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5)コース 5（ ハンドポンプ設置・維持管理） 

①コーステキスト 

講義に使用するコーステキストは既存コーステキストを改良した新規テキストを開発した。

新規コンテンツは以下の構成から成り立っている。 

(a)ハンドポンプの種類と動作原理 

(b)付帯構造物建設 

(c)RUWATSAN I ポンプの設置法 

(d)RUWATSAN I ポンプの維持管理法 

(e)RUWATSAN II ポンプの設置法 

(f)RUWATSAN II ポンプの維持管理法 

(g)コミュニティマネージメント 

(h)井戸台帳管理 

②ハンドポンプ修理動画 

実際にハンドポンプ(RUWATSAN II)を修理している動画を作成した。動画により文章だけでは

理解が困難な作業上のポイントなどを視覚的に説明する教材とした。 

③説明用ハンドポンプ（スケルトンタイプ） 

ハンドポンプが揚水を行うための機構をより理解しやすくするために、外側のカバーを繰り

抜いてあるハンドポンプを使用した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4.1 動作説明用ハンドポンプ 

（左：RUWATSAN I シリンダ部 右：RUWATSAN I ポンプヘッド部） 

④ポンプ点検時携帯用マニュアル 

ラミネート加工した A4 サイズ 1 枚のマニュアル。本コースで講習を行う RUWATSAN I 及び

RUWATSAN II 用の 2種類を作成した。内容は日常点検の方法（例として RUWATSAN II の場合では、

ハンドルバーの取り外し、ロッドの引き上げ、フィッシングツールを使用したフットバルブの

回収、O-リング、U-シール等の各消耗品の交換方法等）が図解で説明した。受講生が本コース

修了後に各自でハンドポンプの点検、修理を行なう際に携帯し、参照できる資料とした。また、

RUWASSA 及び LGA 担当者が、WASHCOM 等に点検、維持管理法をトレーニングする際に利用できる

ように、図を多用し英語がわからない人にも理解しやすいものとなるような工夫を行った。 
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6)コース６（井戸リハビリ維持管理） 

①コーステキスト 

講義に使用するコーステキストは既存コーステキストを改良した新規テキストを開発した。

テキストは以下の構成から成り立っている。 

(a) 概要 

(b) 井戸構造及び掘削方法概論 

(c) 井戸リハビリ及び施設メンテナンス 

(d) 揚水試験法 

(e) 水質検査、管理 

(f) コミュニティマネージメント 

(g) 井戸台帳管理 

②ボアホールカメラ動画 

実際の孔内確認作業を画面で見ることで、テキストでは説明されない作業上のポイントやボ

アホールカメラの特性などを解説した。 

7) コース７（代替水源活用） 

①コーステキスト（講義用） 

既存研修コースの内容および教材の内容を検討した結果に基づいて、新たに設定したコース

内容を網羅するようなテキストを作成した。 テキストでは図や表を多用し、受講生に分かり

やすい構成とした。 

②コーステキスト（実習用） 

実習では施設建設の方法及び手順、建設時の注意事項（安全面、品質面）および維持管理の

方法について習得することが主な目的となる。従って、実習用テキストのではこれらの点につ

いてのポイントを講義用テキストから抽出し簡潔に示した。 

8)コース 8（公衆衛生） 

①コーステキスト 

新コーステキストは、既存の NWRI/UNICEF マニュアルをベースにしつつ、順序にそって論点

が分かりやすく学べるように構成を変更し、説明が不足していた部分については、説明文や図

表を書き直しや追加をした。新テキストの構成は以下の通りである。 

(a)衛生促進概論 

(b)行動変化のための参加型手法（参加型学習と計画策定） 

(c)衛生促進プロジェクトの計画策定（衛生メッセージ作成とコミュニケーション） 

(d)学校の WASH 促進 

(e)アクションプラン作成 

(f)フィールド活動準備 

また、テキスト別添として、受講後に研修生が復習し、コミュニティでの活動に使用するこ

とができるよう、衛生の基本行動や知識をまとめた資料を作成した。 
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②パワーポイント教材 

ただ、テキストを読むだけという授業スタイルを避け、研修生の理解度を上げるため、テキ

ストの重要なポイントを抜き出してパワーポイント教材を作成した。重要点の箇条書き、図表、

写真によって構成した。 

③衛生行動の良い例・悪い例や、水・糞尿起因の病気感染経路を表した参加型学習用イラスト教

材 

NWRI/UNICE マニュアルと同時に作成された A４サイズのイラスト教材を、この新コースでも

引き続き使用した。このイラストは、ナイジェリア人のイラストレーターによってナイジェリ

ア文化を考慮し描かれたものであり、北部イスラム経圏、南部キリスト教圏にあわせた種類が

ある。 

9)コース 9（コミュニティ開発・住民啓発） 

①コーステキスト 

新コーステキストは、既存の NWRI/UNICEF マニュアルをベースにしつつ、順序にそって論点

が分かりやすく学べるように構成を変更し、説明が不足していた部分については、説明文や図

表を書き直し、または追加した。新テキストの構成は以下の通りである。 

(a)コミュニティ・モビライゼーションとコミュニティ・マネジメント概論 

(b)コミュニティの理解 

(c)アクションプラン作成 

(d)マネジメント委員会設立 

(e)資金管理 

(f)モニタリング評価 

(g)フィールド活動準備 

②WASHCOM メンバー決定やコミュニティ参加・マネジメント理解のための参加型学習用イラスト

教材 

NWRI/UNICE マニュアルと同時に作成された A４サイズのイラスト教材を、この新コースでも

引き続き使用した。このイラストは、ナイジェリア人のイラストレーターによってナイジェリ

ア文化を考慮し描かれたものであり、北部イスラム経圏、南部キリスト教圏にあわせた種類が

ある。 

4.3 成果 2の進捗（第 2 年次） 

第 1年次に研修テキストを含む研修コースに必要な教材を開発し、第 2年次より「2－5」以下

の活動を実施する予定にしていたが、機材調達の遅れから機材のユーザーマニュアルの作成やOJT

行うことはできなかった。 

第 2年次では機材を使っての研修ができなかっため、機材を必要としない研修のみを実施し、

評価結果から研修システムの改善を行った。改善が必要となったコースと変更の概要は以下に示

すとおりである。 
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①コース１（地下水探査技術） 

 

表-4.2 研修システムの変更点とその理由(コース１) 

研修システム

の変更項目 
変更点と理由 

研修期間と時

間割 

・ 現地実習を効率的に進めるために、実習内容について事前説明を講義内容に追

加した。 

・ 電磁探査および電気探査に関する講義時間が少ないと判断されたため、これら

のついての講義時間を１時間３０分増加することとした。 

研修講師 ・ 主任担当講師が他のコースの講師も兼任しており、講義の時間が重なったため、

主任講師以外にモジュールを担当できる講師(内部講師)さらに２名追加した。 

コース内容（座

学） 

・ ナイジェリアの地質分布と水理地質の関係をわかりやすく理解してもらうため

に水理地質の説明を追加した。 

コース内容（実

習） 

・ 研修受講生が電気探査の標準曲線を利用した解析を確実に理解するための時間

が短いと判断されたため、解析演習時間を増加した。 

教材（座学） 教材として以下の追加（改善）をすることとした。 

・ “実施要領と職業倫理”の単元において教材を追加することとした。 

・ 水理地質の項目を教材に追加することとした。 

教材（実習） 実習時の研修受講生からの指摘を受け、以下の改善をすることとした。 

・ 理論曲線の解析シート使いやすくした。 

・ UTM 座標系と WGS84 座標系の座標変換式を追加した。 

・ 測定データシート及び測定プロット図を使いやすいように修正した。 

・ 電流電極・電位電極の対比数値および概略図を追加した。 

 

②コース２（井戸建設管理） 

 

表-4.3 研修システムの変更点とその理由(コース２) 

研修システム

の変更項目 
変更点と理由 

研修期間と時

間割 

・充実した内容の実習を行うために、実習日程を 2 日間とした。また、2 日目の午

後を揚水試験・孔内検層の解析のための講義時間とした。 

コース内容（座

学） 

・研修受講生が実習内容を事前に理解し、より積極的に実習に参加し、理解を高め

るために実習の前日に実習内容についての事前説明のための講義時間を設けた。 

教材（座学） ・追加資料の活用 

井戸建設管理の講義において以下の追加資料を配布し、ナイジェリア国の井戸掘削

要領を受講生にわかりやすく説明することとした。 

・Code of practice and professional ethics（テキスト及びパワーポイント） 
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③コース５（ハンドポンプ設置・維持管理） 

 

表-4.4 研修システムの変更点とその理由(コース５) 

研修システムの

変更項目 
変更点と理由 

研修期間と時間

割 

プラットフォーム建設の実習ができなかったことから、時間割を変更させた。 

コース内容（座

学） 

プラットフォーム建設実習は今後実施しないこととした。それに伴って、これら

の過程を映像資料で視覚化して研修受講生に技術習得してもらうこととした。 

教材（座学） 講義でコーディネータ以外の内部講師,外部講師が使用した教材の中には、第 1

年次に作成した教材以外に内部講師,外部講師独自の研修教材を一部使用したも

のもある。本来これらの教材は講義実施前に内容を確認すべきものであるが、研

修講師が直前に決定されるなどの理由により事前の確認が困難であったため、講

義実施後にカウンターパートとともに教材内容を確認し、今後講義用の追加教材

として使用することとした。 

・プラットフォーム建設法（ビデオ 約 15 分） ・・・・・内部講師の提供  

・社会啓蒙活動（パワーポイント 24 スライド程度） ・・・内部講師の提供  

教材（実習） 実習時に使用する実習テキストに関しては、第 1年次で作成していたものに対し

て、実習時の具体的な作業内容や注意事項などに関する以下の事項を追加した。

・作業開始前の事前調査表の作成に関して 

・揚水能力低下原因確認のための確認作業法 

・ハンドポンプ修理方法（ハンドポンプ上部、ハンドポンプ内部、修理後の再設

置） 

・修理後の機能確認手順 

 

④コース６（井戸改修、維持管理） 

 

表-4.5 研修システムの変更点とその理由(コース６) 

研修システムの

変更項目 
変更点と理由 

教材（座学） 講義では、第 1年次に作成した教材に加えて、コーディネータ以外の内部講師及

び外部講師が使用した他コースの研修教材の一部を使用した。本来これらの教材

は講義実施前に内容を確認すべきものであるが、研修講師が直前に決定されるな

どの理由により事前の確認が困難であったため、講義実施後にカウンターパート

と内容の確認を行い、今後講義用の追加教材として使用することとした。 

・基本的な井戸建設法（10 スライド程度）   

・井戸リハビリ及び施設管理（3スライド程度）  

教材（実習） 実習時に使用する実習テキストに関しては、第 1年次で作成していたものに対し

て、実習時の具体的な作業内容や注意事項などに関する以下の事項を追加した。
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・作業開始前の井戸事前調査表の作成に関して 

・井戸能力低下原因確認のための各種調査法（水位、水量、水質等）に関して 

 

⑤コース８（公衆衛生） 

 

表-4.6 研修システムの変更点とその理由(コース８) 

研修システムの

変更項目 
変更点と理由 

教材（実習） ToT 実施中にコースコーディネーターと話し合った結果、実習テキストの改訂を

行った。このコースは講義自体が、実際にフィールドで実施する参加型グループ

ワークで構成されているために、実習で主に使用するのは講義用テキストである

が、参加型ワークショップを実施するうえでのヒントをまとめた実習テキストも

用意している。参加者が研修終了後に職場に戻った際に利用できるよう一般的な

内容としていたが、テキスト中のフィールド活動後の振り返りの箇所を、実際に

研修のフィールド活動後に行う SWOT 分析とコミュニティプロファイルの作成に

修正し、研修の中で使いやすいように改訂した。 

 

4.4 成果 2の進捗（第 3 年次） 

第 3 年次には、研修機材がアブジャへ到着したため、機材の操作維持管理マニュアルの作成と

同マニュアルを活用して研修機材の使用法及び維持管理に関する OJT を実施した。 

 

(1) 操作・維持管理マニュアルの作成 

研修用機材として新規に調達した機材は以下の通りであった。 

・井戸掘削用機材（掘削リグ、高圧コンプレッサー、クレーン付きトラックなどの支援車両） 

・井戸調査機材（孔内検層機、ボアホールカメラ、揚水試験機材） 

・地下水探査機材（電気検層機器、電磁探査機器） 

 

上記の機材について以下の操作・維持管理マニュアル作成した。 

 

表-4.7 操作・維持管理マニュアルリスト 

コース名 マニュアル名 

コース 1 ・ Mc-OHM 電気探査機器の操作・維持管理マニュアル 

・ TEM 法電磁探査機器の操作・維持管理マニュアル 

コース 2 ・ Mc-OHM 検層機器の操作・維持管理マニュアル 

・ ボアホールカメラの操作・維持管理マニュアル 

・ 揚水試験機材の操作・維持管理マニュアル 

コース 3及び 4 ・ 掘削リグの操作・維持管理マニュアル 

・ 高圧コンプレッサーの操作・維持管理マニュアル 
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・ クレーントラックの操作・維持管理マニュアル 

・ 車両（CYZ 型トラック）の操作・維持管理マニュアル 

 

上記マニュアルの内容を次に示す。 

 

1) Mc-OHM 電気探査機器 

Mc-OHM 電気探査機器は、地表面からの電気探査とボーリング孔を用いての物理検層（電気・

温度・キャリパー）の両方に適用できる測定機能がついており、コース 2 の実習でも利用され

る。使用マニュアルの内容は、探査機器が安全に使用できるための取扱上の注意事項や本探査

機器の能力、取り扱い方法についてまとめている。また、維持管理マニュアルでは Mc-OHM 電気

探査機器が、コース 2 の物理検層の実習でも利用されるので、探査機器の管理責任者を明らか

にし、探査機器の運行表による管理、利用後の維持管理ができるようにした。 

 

以下にマニュアルの内容を示す。 

 

表-4.8  Mc-OHM 電気探査機器マニュアルの内容 

 マニュアルの内容 

操作マニュアル ・Mc-OHM 電気探査の特徴 

・Mc-OHM 電気探査の装置 

・全メニュー一覧表 

・電気探査時の操作方法 

・システムメニューの操作方法 

・データフォーマット 

・電気探査時仕様 

・エラーメッセージ表 

・取り扱い方法 

維持管理マニュアル ・保管場所について 

・探査機材の本体 

・電源（バッテリーについて） 

・周辺機器（接続ケーブル/電線） 

・工具類について 

・搬出/搬入及び運搬 

・維持管理データ 

・修理連作先（調達業者/販売業者） 

・保守点検について 

・機材管理要領 

 

2) TEM 法電磁探査機器 

使用方法マニュアルの内容は、本装置の構成部品、測定システム一覧、測定装置（受信機器、
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送信機器）の使用、本装置の操作方法、送信ループと測定装置の位置関係等を記載している。

また、TEM 法電磁探査機器の送信機及び受信機の内部は精密な電子基盤が取り組まれており、

外気環境（高温多湿、直射日光のあたる場所）を考慮したうえでの保管や、取り扱いに十分に

注意する旨を維持管理マニュアルに記載した。 

 

以下に TEM 法電磁探査機器マニュアルの内容を示す。 

 

表-4.9  TEM 法電磁探査機器マニュアルの内容 

 マニュアルの内容 

操作マニュアル ・TEM 法電磁探査の送信ループ 

・TEM 法電磁探査の測定装置 

・TEM 法電磁探査の測定方法 

・受信機の表示盤について 

・データ取得の仕方 

維持管理マニュアル 

 

・保管場所について 

・探査機材の本体 

・電源（バッテリーについて） 

・周辺機器（接続ケーブル/電線） 

・工具類について 

・搬出/搬入及び運搬 

・維持管理データ 

・修理連作先（調達業者/販売業者） 

・保守点検について 

・機材管理要領 

 

3) Mc-OHM 検層機器 

Mc-OHM は、ボーリング孔を用いての物理検層（電気・温度・キャリパー）と地表面での電気

探査の両方に使用できる探査機器であり、コース 1と 2の両方で使用する。Mc-OHM を物理検層

機として使用する場合には、本装置の設定メニュー画面表示で物理検層機器を選択する。 

マニュアルの内容は以下の通りである。 

 

表-4.10 Mc-OHM 検層機器マニュアルの内容 

 マニュアルの内容 

操作マニュアル ・TEM 法電磁探査の送信ループ 

・TEM 法電磁探査の測定装置 

・TEM 法電磁探査の測定方法 

・受信機の表示盤について 

・データ取得の仕方 
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維持管理マニュアル 

 

・保管場所について 

・探査機材の本体 

・電源（バッテリーについて） 

・周辺機器（接続ケーブル/電線） 

・工具類について 

・搬出/搬入及び運搬 

・維持管理データ 

・修理連作先（調達業者/販売業者） 

・保守点検について 

・機材管理要領 

 

4) ボアホールカメラ 

ボアホールカメラ操作は操作ボタンも少なく非常に簡単である。また、構造もカメラ部分を

孔内に挿入し、カメラ部と操作部をケーブルで繋いでいるのみで特に複雑ではない。従い特に、

使用マニュアルは必要ないとは思われるが、今後初めて使う人向けに使用マニュアルとして既

存の操作マニュアルを簡易化したものを作成した。維持管理については一般的な探査装置と同

じであることから、Mc-OHM で作成した維持管理マニュアルと共通なものとした。 

 

 

5) 揚水試験機材 

揚水試験機材については、水中ポンプ、発電機、水質試験器、水位計の各機材をひとつにま

とめ使用マニュアルを作成した。他の探査機器のように、精密機械ではなく、また掘削リグな

どの油圧回路も持たないことから維持管理は難しくはないので、別途マニュアルは作成せず使

用マニュアルに維持管理についての説明をも含めた。 

 

6) 掘削リグ 

マニュアルの内容は以下の通りである。 

 

表-4.11  掘削リグマニュアルの内容 

 マニュアルの内容 

操作マニュアル ・始動前点検（掘削リグ、泥水ポンプ、イ

ンジェクション・ポンプ、ウインチ等の

油量、給脂及び作業機作動点検） 

・PTO の操作方法 

・マスト及びジャッキの取扱方法 

・ドリル・ヘッドの作動確認 

・運搬移動時の注意事項 
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維持管理マニュアル 

 

・運転に当たっての注意事項 

・定期整備計画 

・定期整備の内容と方法 

・グリス給脂口、給油口 

 

7) 高圧コンプレッサー 

コンプレッサーは井戸建設に欠かせない機材で井戸掘削の進捗を向上させるためにも良い状

態に保つ必要がある。コンプレッサーの操作自体はエンジンをスタートさせ、空気圧を設定し

て、エアー弁を開閉させるだけで難しくないが、潤滑油関係の管理は他の機材と同様、極めて

重要であるため、各オイルの点検については注意を払うようにマニュアルに加えた。 

以下にマニュアルの内容を示す。 

 

表-4.12  高圧コンプレッサーマニュアルの内容 

 マニュアルの内容 

操作マニュアル ・始動前点検 

・運転計器盤の説明 

・運転に当たっての注意事項（危険防止事項） 

維持管理マニュアル 

 

・定期整備計画 

・定期整備の内容と方法 

・連続運転時の点検表（1時間毎点検表） 

・整備に当たっての注意事項 

 

8) クレーントラック 

クレーントラックは荷役と運搬が 1 台の機材で行える事から非常に便利である反面、クレー

ン操作は車体の側面で行う事から、転倒によりオペレーターがはさまれる事故が多い。従って

安全の確保する事が重要であるため、操作マニュアルに「運転前の心構え」と「禁止事項」の

項目を設け詳しく説明した。マニュアルの内容は以下の通りである。 

 

表-4.13  クレーントラックマニュアルの内容 

 マニュアルの内容 

操作マニュアル ・始動前点検 

・運転前の心構え 

・禁止事項 

・各種の運転操作 

・荷重計の使用方法 

維持管理マニュアル 

 

・定期整備計画 

・定期整備の内容と方法 
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9) 車両部分(CYZ 型トラック) 

掘削リグ、高圧コンプレッサー車、クレーン車、水タンク車は全て CYZ 型トラックを使用し

ている。CYZ 型トラックは通常のトラックと運転操作は同じであるが、下記のような特徴を持

っている。 

・電子制御の超高圧燃料噴射式エンジンを搭載した高出力トラック 

・全エアー制御式ブレーキ 

・電動チルト式キャブ 

 

下記に作成したマニュアルの内容を示す。 

 

表-4.14 CYZ トラックマニュアルの内容 

 マニュアルの内容 

操作マニュアル ・始動前点検 

・運転席計器盤の見方 

・各種スイッチ（デフレンシャル・ロック、ア

クセレーター、ライティング・ポジション）

についての説明。 

・運転に当たっての注意 

維持管理マニュアル 

 

・定期整備計画 

・定期整備の内容と方法 

・整備に当たっての注意事項 

 

(2) 機材の使用法及び維持管理に関する OJT の実施 

上記の操作・維持管理マニュアルを使用して OJT を実施した。OJT の内容は以下の通りである。 

 

1) Mc-OHM 電気探査機器と TEM 法電磁探査機器についての OJT 内容 

 

表 4.15 OJT の実施概要（物理探査機器）1 回目 

日程 2013 年 4 月 16 日（1日間） 

場所 ウスマダム 

 講義：研修所内の事務所、実習：ウスマダムの敷地内 

対象者 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya、講師 Engr. T Olabode、研究補助員 Mr.Peter、 

RWSSC コーディネーターDr. Martin O. Eduvie 

実施内容 
Mc-OHM 電気探査の測定、探査機材の使用方法と維持管理、Mc-OHM 電気探査の解

析、TEM 法電磁探査の測定 

 

対象者は、コース 1 及びコース 2 の担当講師及び研修で機材を扱うスタッフである。Mc-OHM

電気探査機器に関しては、本コースの主任担当講師は、ABEM（スウェーデン）や GEOTRON(南ア

フリカ)の電気探査機器での操作経験もあることから、基本的な使用法については習得していた。
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一方、TEM 法電磁探査機器については、参加者全員が初めて使用する探査機器であるため、今

回作成した使用マニュアル（詳細な使用方法、簡易使用方法）を参考にしながら、本装置の操

作各部の名称と意味合い、各装置の接続方法、データの取得方法、データの転送方法及び解析

等についての指導を行った。 

 

表 4.16 OJT の実施概要（物理探査機器）2 回目 

日程 2013 年 10 月 29 日（1日間） 

場所 ウスマダム 

 講義／実習：研修所内の事務所及び事務所前の敷地 

対象者 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya 

実施内容 PROTEM 測定装置の操作方法、測定及びデータ転送、解析内容を説明 

 

改訂版の TEM 法電磁探査の簡易操作マニュアルを使用して PROTEM 装置の操作、各装置の接続

方法、データの取得方法、データの転送方法及び解析等を指導した。 

 

2) Mc-OHM 電気検層機器、ボアホールカメラ、揚水試験機材についての OJT 内容 

 

表 4.17 OJT の実施概要(検層機器、ボアホールカメラ、揚水試験機材) 

日程 4 月 30 日、5月 3日（半日ずつ 計 1日） 

場所 ウスマダム 

 講義：事務所、実習：ウスマダムの敷地内 

対象者 主任担当講師 Engr. T Olabode、補助員 Mr.Peter、 

RWSSC コーディネーターDr. Martin O. Eduvie 

実施内容 
揚水試験機材の使用法、Mc-OHM 検層機の測定、 

機材の使用方法と維持管理ボアホールカメラの測定 

 

OJT には、コース 2 の主任担当講師及び研修で機材を扱うスタッフが参加した。Mc-OHM の操

作に関しては、物理探査機器の OJT ですでに行っているため、簡単に実施した。また、ボアホ

ールカメラについても操作は容易であるため、簡単な説明で問題なく使用できるようになった。

揚水試験機材についてはすでに研修所に既存のものがあるので、水中ポンプなども問題なく井

戸への設置ができた。 

 

3) 井戸掘削機材（掘削リグ、コンプレッサー、クレーントラック）についての OJT 内容 

 

表 4.18 OJT の実施概要(井戸掘削機材) 

日 程 7 月 2 日（1日間） 

場 所 ウスマダム 

講義：研修所内教室    実習：ウスマダム敷地内 

対象者 主任担当講師 Engr, S.G.Sara 
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実施内容 

 

 

 

・掘削リグ、高圧コンプレッサー車、クレーントラック、水タンク車及び全機材

の車両部分の取扱い、機材の概要説明と操作。 

・上記機材取扱いの安全に関する説明（回転体接触や吊荷落下の危険） 

・機材を使用してのメンテナンス概要の説明（点検箇所及び給脂・給油箇所） 

各機材での具体的な指導内容は下記の通りである。 

 

① 掘削リグ 

各種の操作レバーと作業機の関係を理解させて、ゲージを見て作業機に加わる力などの関係

を説明した。また、維持管理では油圧に関する注意と給脂個所の場所、その方法について解説

した。 

 

② 高圧コンプレッサー 

計器盤表示の機能と目的とを説明し、また該当機材は高圧圧縮空気を使用するため、危険回

避として空気弁の取扱いに関して説明した。維持管理についてはエンジンとコンプレッサーの

潤滑油量の確認場所や、始動前の点検事項の内容を説明した。 

 

③ クレーントラック   

各種の操作レバーと作業機の動きを説明し、転倒防止に使用する荷重計の使用方法を指導し

た。維持管理については給脂口の位置とワイヤーの定期的な点検方法を説明した。 

 

④ 水タンク車 

操作では PTO の切り替え方法、送水弁の取扱い及び水ポンプの説明を行なった。また、維持

管理では吸入用ストレーナーの清掃方法を指導した。 

 

⑤ 機材の車両部分   

運転席内にある計器盤の説明と各種のスイッチ類（PTO,デフレンシャル・ロック等）の使い

方を説明した。整備時にエンジンを見るために使用する運転席のチルト・アップ機能について

も解説した。維持管理についてはエンジンの整備に当たっての注意事項を説明した。 

 

4.5 成果 2の進捗（第 4 年次） 

(1) C/P による新規雇用者への OJT の実施 

第 3年次で研修において機材を使用する講師・研修補助員への操作の OJT は終了しており、第

4年次では第 3年次に OJT を受講した講師や研修補助員が RWSSC に新規に採用する予定のスタッ

フへ OJT を行う予定であったが、財務省からの新規雇用の承認がおりず研修対象となる新規職員

の雇用ができなかったため実施できなかった。今後、新規スタッフが配置された後に OJT を実施

する。なお、現地では研修にて機材操作を指導する人員は確保されており問題はない。 

第 4年次では OJT を行うことができなかったが、今後 OJT を実施していく上で必要な教材の整

備や実施体制を整えた。教材の整備については機材の操作マニュアルと維持管理マニュアルのソ

フトデータをデータベース化して保存し、すぐに活用できるようにした。実施体制の整備につい
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ては、日本人専門家と機材を担当する C/P が機材ごとの OJT の内容と実施工程について詳細を確

認し、今後の OJT が「ナ」国側のみで実施できることを確認した。 

新規雇用ではないが井戸掘削リグのオベレータとして NWRI の他部所からセンターへ移動する

予定のスタッフに対してはコース 3（掘削技術）に参加させ、機械の操作指導ばかりではなく、

掘削の基本技術についても指導した。 

(2)機材のメンテナンス 

掘削リグの消耗品（ビットなど）やスペアパーツ等はウスマダムからカドゥナの NWRI 倉庫へ搬

入した。スペアパーツリスト及びオイル交換時期などから年間のメンテナンス費用を算出し、2015

年の予算に計上することになっている。また、担当講師が研修機材の年間メンテナンス計画を作

成し、それに沿ってメンテナンスを実施することになっている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

第 5 章 成果 3 に関する進捗（第 1～4 年次） 
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第 5 章 成果 3 に関する進捗(第 1～4 年次) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 総括（成果 3） 

成果 3の活動は RWSSC の研修講師の能力強化を目的に実施された。第 1年次では ToT プログラ

ムを作成した。C/P (研修講師)は NWRI において講師として 20 年以上の経験があり、講義能力は

非常に高いことが分かった。従い ToT プログラム策定にあたっては教材の有効活用や、パワーポ

イントなどを使って分かりやすい講義を行うために必要な支援をすることに重点を置いた。また、

第 1年次では講師のデータを整理してデータベースを作成した。第 2年次では研修講師へ ToT を

実施した。日本からの機材調達が遅れたため機材を使わない研修コースを担当する講師への ToT

が中心となった。第 3年次では日本からの機材が到着したため、機材を使う研修に携わる講師へ

ToT を実施した。第 4年次では第 3年次までに ToT を受講した C/P（研修講師）が新規講師へ ToT

を実施する予定であったが、講師の雇用が遅れたため実施できなかった。代わりに今後の ToT を

スムーズに行えるように ToT 教材の整備を行い、データベースとして保管した。また、日本人専

門家が C/P が今後実施する ToT の実施工程や内容をチェックし、実施体制に問題がないことを確

認した。 

5.2 成果 3 の進捗（第 1 年次） 

第 1年次では、第 2年次からの ToT 実施に先立ち ToT プログラムの作成及び教材の作成を行な

った。 

(1) 講師データベースの作成 

講師のデータベース作成の目的は、RWSSC が研修計画等を立てる際に、コース内容に適した内

部および外部講師を速やかに検索し、適時に人材を配置できるようにすることを目的として作成

した。 

(2) ToT プログラムの作成 

各研修コースで ToT プログラム、教材等の作成にあたって表 5.1 に示す点を考慮した。 

「地方給水・衛生分野の研修講師の能力が強化される」 

＜指標･目標値＞ 

・ 80%以上の受講者が講師の能力が適切であると評価する。 

・RWSSCのマネージャー及びJICA専門家が、ToT(Training of Trainer)  

受講者の能力が知識、態度、技能の点で向上したと評価する 

＜活動＞ 

3-1 RWSSCの内部講師及び外部講師のデータを整理する（資格、技能、

役割、仕事量など） 

3-2 ToT プログラムを作成する 

3-3 ToT の教材を作成する 

3-4 ToT を実施する 

3-5 ToT プログラムと実施状況を評価する 

3-6 研修データデースを作成し管理する 

成果 ３ 
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表-5.1 ToT プログラムと教材の作成のポイント 

コース

No. 
ToT プログラムのポイント ToT 教材のポイント ToT 実習のポイント

１ 

担当講師は専門技術の一般的な

知識および専門技術はすでに保

有していると考えられるため、効

果的な実習が行えるように配慮

した。また、研修コースの特徴が

電磁探査および電気探査の実習

により地下水探査技術が習得で

きることであるため、その分野に

比重を置いた。 

教材としてテキストおよびパワ

ーポイントを作成した。 

電磁探査および電気探査による

測定・データ処理・解析および掘

削位置選定に至るまでの流れに

重点を置いた。また、パワーポイ

ントにはイラストや図を多用し、

分かりやすくした。 

探査方法（電磁探査、

電気探査（（垂直探

査・水平探査））探査

機器の操作、解析方

法、井戸掘削位置選定

を中心に 3 日間の実

習とした。 

２ 

担当講師は専門技術の一般的な

知識および専門技術はすでに保

有している。本コースで重点を置

く井戸データ取得とその管理、揚

水試験についての知識を習得で

きるように配慮した。 

教材としてテキストおよびパワ

ーポイントを作成した。 

コーステキスト全体の流れとそ

の中での指導のポイントをわか

りやすく説明するようにパワー

ポイントを作成し、特に実習用

ToT では井戸建設のための電気

探査、揚水試験の実地での作業が

分かりやすく理解できるような

内容とした。 

井戸建設のための電

気探査、揚水試験を中

心として担当講師が

実習において実務を

わかりやすく理解で

きるように配慮した。

実習は講義 2日、実習

1日の３日間とした。

３ 

担当講師は専門技術の一般的な

知識および専門技術はすでに保

有している。 

プログラムでは、水質に関する問

題、ポンプ選定および最新の掘削

技術についてはば広い知識を得

られるように考慮した。 

教材としてテキストおよびパワ

ーポイントを作成した。 

コーステキスト全体の流れとそ

の中での指導のポイントをわか

りやすく説明するようにパワー

ポイントを作成した。 

水質、ポンプ選定およ

び最新の掘削技術等

についてを中心に 2

日間の講義をした。 

４ 

担当講師は、井戸掘削機器につい

ての知識がほとんどない。 

井戸掘削機器関連およびその点

検方法、点検時の工具の使用方法

などについて一般的な知識およ

び専門技術を講義と実習を行う

ことにより、わかりやすく習得で

きるように心がけた。 

コーステキスト全体の流れとそ

の中での指導のポイントをわか

りやすく説明するようにパワー

ポイントを作成し、特に実習用

ToT では井戸建設のための電気

探査、揚水試験の実地での作業が

分かりやすく理解できるような

内容とした。 

掘削機器、点検用工具

などの実際の扱いに

主眼を置いて 5 日間

の実習とした。 
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５ 

ハンドポンプ維持管理上の一般

論、ナイジェリアでの実情および

問題点を含めて学習できるよう

にした。 

また、井戸台帳の作成・管理にい

ついて講義と実習を行うことに

より、分かりやすく習得できるよ

うに心がけた。 

教材としてテキストおよびパワ

ーポイントを作成した。 

研修で説明するハンドポンプや

その関連知識を深耕することを

目的として作成した。 

パワーポイントは、他のコースと

同様に図表を多用し、講師に分か

りやすく、講習生にも説明しやす

いようなものとした。 

講義２日、実習１日の

3日間とし、実習では

ハンドポンプの設

置・維持管理の概要を

習得し、講義ではナイ

ジェリアでの井戸維

持管理および井戸台

帳の現状や問題点に

ついて説明すること

を心がけた。 

６ 

講師は一般的な知識および専門

知識はすでに持っている。しかし

ながら、本コースで新たに実施す

るボアホールカメラを用いた井

戸診断についての知識がないた

め、ToT プログラムはこれについ

ての知識の習得、受講生への教授

のポイントを講師が取得できる

ようにした配慮した。 

教材としてテキストおよびパワ

ーポイントを作成した。 

講義は実際の現場でのボアホー

ルカメラの使用状況、ボアホール

カメラによる既存井戸調査・改修

の画像を中心に行い、未経験の講

師が実際の現場を理解しやすい

ようにした。 

講義と実習を各々１

日、合計２日間の実習

とした。 

実習は NWRI にある井

戸を実際に使って行

うことを想定した。 

７ 

担当講師は一般的な知識および

専門知識は捨てに持っている。そ

のため、講義と実習により新たに

作成されたテキストの内容と受

講生に指導する際のポイントを

確認することを主眼に置いた。 

一方、担当講師はプロジェクトマ

ネジメントについての経験が少

ないため、この部分については他

の部分よりも理解しやすいよう

に配慮した。 

教材としてテキストおよびパワ

ーポイントを作成した。 

テキストおよびパワーポイント

は基本的に実際の研修で使用さ

れるものを利用し、コーステキス

ト全体の流れとその中で受講生

に教えためのポイントを示した。

講義２日、実習１日の

3日間とし、実習では

既設代替水源施設の

確認により建設全般、

現場管理、維持管理の

ポイントを再確認で

きるようにした。 

８、９ 

担当講師陣は、基礎的な知識およ

び専門知識について理論は理解

しているものと判断できるが、研

究者であるため実際のコミュニ

ティを対象とした衛生促進活動

の経験が少ない。 

そのため、衛生促進活動の具体例

を紹介し、どのよう jな効果を上

げているかを学ぶことで、理論と

教材としてテキストおよびパワ

ーポイントを作成した。 

教材は、基本的には実際の研修講

義で使用するものから重要点を

抜だしたものであり、特に担当講

師陣が講義の重要ポイントを理

解できるように配慮した。 

2日間の講義形式で左

記に重点を置いて実

施することとした。 
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実践のギャップを埋めてもらえ

るように心がけた。 

 

5.3 成果 3 の進捗（第 2 年次） 

研修に先立ち、研修期間中に以下の ToT を実施した。研修機材の到着の遅れからすべてのコー

スにおいて ToT を実施することはできなかった。ToT の内容は以下のとおりであった。 

(1）コース１（地下水探査技術） 

 

表-5.2  ToT の実施概要(コース 1)（第 2 年次） 

日程 2011 年 9 月 23 日～9月 27 日(4 日間） 

場所 NWRI (講義及び実習) 

対象者 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya 

実施内容 

9 月 23 日 

10.30am-2.30pm 

ToT プログラムの説明、各手法物理探査の特徴、電磁・電気探査の

測定方法、測定上のトラブルの解決 

9 月 24 日 

9.00am-10.30am 

2.00pm-4.00pm 

電気探査の理論曲線の解析方法、電磁探査 EM34 及び TEM 法の測定

効果 

9 月 26 日 

4.30pm-5.30pm 

電気探査の理論曲線の解析方法、解析ソフトによる解析結果の解釈

9月 27 日 

11.30am-2.00pm 

実習（垂直電気探査の測定、データ取得後の解析） 

 

実施の予定は 3日間であったが、表に示すように断続的な実施となった。これは、主任担当講

師が、次週のコース準備と NWRI の多忙な業務に追われ、連続して ToT を実施することが難しかっ

た理由による。また、ToT 実習は探査機材のレンタルが研修開始前に間に合わなかったため、研

修開始後の実施となった。ToT は、他の講師が講義を行っている合間や、主任担当講師の講義終

了後に行った。ToT 実習は 2日間を予定していたが、電磁探査機器がレンタルできなかったため

電気探査の実習が半日となった。 

(2）コース２（井戸建設管理） 

 

表-5.3  ToT の実施概要(コース 2)（第 2 年次） 

日程 2011 年 9 月 27 日～9月 29 日 （3 日間）、2011 年 10 月７日（1日間） 

場所 NWRI 

対象者 主任担当講師 Engr. O. Olabode 

実施内容 

9 月 27 日 

4.30pm-5:30pm 

井戸建設要領、井戸掘削管理の講義内容について 

9 月 28 日 

4.30pm-5:30pm 

実習での実施項目（揚水試験のみ）について 
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9 月 29 日 

4.30pm-5.30pm 

井戸掘削管理（揚水試験結果解析、井戸掘削データ、報告書の書き

方）の講義内容と終了時テストの目的等について 

10 月 7 日 

1:00pm-3:00pm 

ToT の評価について 

揚水試験機器、孔内検層機器およびこれらの解析ソフトが未調達のため、これらに関連する内

容の ToT は実施しなかった。 

(3）コース７（代替水源活用） 

 

表-5.4  ToT の実施概要(コース 7)（第 2 年次） 

日程 2011 年 10 月 11 日〜13 日 （3日間） 

場所 NWRI 

対象者 主任担当講師 Engr. J. Onemano 

実施内容 

10 月 11 日

2.00pm-5:00pm 

ToT プログラムの説明、プロジェクトマネジメント、プロジェクト計

画について、サブコース 7-1 湧水開発についての指導ポイントの説

明 

10 月 12 日

2:00am-5.00pm 

サブコース 7-2 手掘り井戸についての指導ポイントの説明 

10 月 13 日

2:00pm-5:00pm 

サブコース 7-3 雨水利用についての指導ポイントの説明と ToT の

評価についての確認 

 

(4) コース８（公衆衛生） 

 

表-5.5  ToT の実施概要(コース 8)（第 2 年次） 

日程 2011 年 11 月 18 日、11 月 20 日、11 月 23 日（3日間） 

場所 NWRI 

対象者 主任担当講師 Alh Hassan 

実施内容 

11 月 18 日 

10:00am-11:00am 

講義で教えるべきポイントの確認 

参加者に合わせ、講義中のグループワーク内容の修正 

フィールド活動で訪問するコミュニティの情報共有と、実習で実

施する活動の検討 

11 月 20 日 

2:00pm-3:30pm 

講義で教えるべきポイントの確認 

各国の衛生促進活動として、主に衛生メッセージ(Hygiene 

message)と学校での WASH の事例を紹介 

11 月 23 日

11:00am-12:00am 

実習に関し、参加型活動のポイント再確認と実習テキストの改訂 
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(5) コース 9（住民啓発） 

 

表-5.6  ToT の実施概要(コース 9)（第 2 年次） 

日程 2011 年 11 月 23 日、11 月 27 日、12 月 5 日（3日間） 

場所 NWRI 

対象者 主任担当講師 Dr Dosa 

実施内容 

11 月 23 日  

2:00pm-4：00pm 

講義で教えるべきポイントの確認 

ジェンダー主流化、維持管理（O&M）と水料金に関して説明 

参加者に合わせ、講義中のグループワーク内容の微修正 

フィールド活動で訪問するコミュニティの情報共有と、実習で実施

する活動の検討、実習に関し、参加型活動のポイント再確認 

11 月 27 日  

5：00pm-6：00pm 

講義で教えるべきポイントの確認 

12 月 5 日 

10：

00am-11:00am 

ジェンダー主流化、O&M と水料金に関して補足説明（他国の事例など）

 

5.4 成果 3 の進捗（第 3 年次） 

第 3年次は第 2年次に作成した RWSSC 講師のデーターベースの更新や ToT を実施した。内容は

以下のとおりである。 

（1)  RWSSC 講師データベースの作成（外部講師データ、内部リソース） 

第 3年次のコース実施にあたり、外部講師、内部講師のデータを更新した。 

 

表-5.7 講師のデータベースの更新 

 追加人数 

コース１（地下水探査技術） 

内部講師 1 名 

外部講師 2 名 

コース 2 (井戸掘削管理) 

内部講師 0 名 

外部講師 0 名 

コース 3（掘削技術） 

内部講師 0 名 

外部講師 0 名 

コース 4（井戸掘削機維持管理） 

内部講師 0 名 

外部講師 2 名 
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データベースに登録されている主要項目は、専門分野、学歴、仕事経歴、技能、学術団体・学

会名、トレーナーの経験年数、研究実績、研究成果(著書・研究論文等)、海外渡航歴、資格（教

員免許など）、興味ある分野等である。 

 

(2)  ToT の実施 

第 3年次では、調達機材を使用するコース１から４の研修を実施した。従いこれら４コースに

おける講師の機能強化のための To を実施した。ToT では調達機材を有効に研修に活用できるため

の支援を重点的に行った。 

以下に各コースの実施概要について示す。 

 

1) コース１(地下水探査技術) （１回目） 

 

表-5.8 ToT の実施概要（コース１）１回目（第 3 年次） 

日程 2013 年 4 月 17 日～18 日（2日間） 

場所 
ウスマダム 

講義：研修所内の事務所、実習：ウスマダム敷地内 

対象者 
主任担当講師 Dr. O. O. Yaya、講師 Engr. T Olabode、研修補助員 Mr.Peter、 

RWSSC コーディネーターDr. Martin O. Eduvie 

実施内容 

4 月 17 日 

TEM 法電磁探査に関する測定及び解析及び、測定に関するトラブルの

対処方法の説明。 

Mc-OHM 電気探査における測定及び解析方法の説明。 

4 月 18 日 
TEM 法電磁探査の概論説明及び測定及び解析の実習。 

Mc-OHM 電気探査の測定及び解析の実習。 

 

・Mc-OHM 電気探査に関する ToT 

Mc-OHM 電気探査機器を利用して調査方法を指導し、取得後のデータを用いての解析を実施し

た。解析ソフトは“WinSev6”を使用した。電気探査については、予定通りの内容で指導ができ

た。 

・TEM 法電磁探査に関する ToT 

TEM 法電磁探査機器を利用して調査方法を指導し、取得後のデータを用いての解析を実施し

た。解析については、パワーポイントを活用して解析手順を説明した。また、解析結果の実例

を紹介して、地質との比較方法についても説明した 

 

2) コース１（地下水探査技術）（2 回目） 

 

表-5.9 ToT の実施概要（コース１）2 回目 その 1（第 3 年次） 

日程 2013 年 10 月 22 日～23 日（2日間） 
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場所 
ウスマダム 

講義：研修所内の事務所、実習：ウスマダム中学校の校庭 

対象者 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya、講師 Engr. T Olabode、研修補助員 Mr.Peter 

実施内容 
Mc-OHM 電気探査の測定、取得したデータを用いての解析、 

TEM 法電磁探査のデータ転送及び解析方法を説明 

 

表-5.10 ToT の実施概要（コース１）2 回目 その２（第 3年次） 

日程 2013 年 10 月 29 日、11 月 7 日～8日（3日間） 

場所 

ウスマダム 

講義（11 月 8 日～9日）：研修所内の事務所 

実習（10 月 29 日）：ウスマダム研修所の事務所前の庭 

対象者 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya 

実施内容 

TEM 法電磁探査の測定、PROTEM 装置の操作上での注意点、解析前のデータ処理（データ

転送の方法、測定データの品質チェック）、解析手順の説明、解析及び解析結果の評価、

解析において注意すべき点の説明 

 

・Mc-OHM 電気探査に関する ToT 

Mc-OHM 電気探査機器の測定は対象者が測定し、その後に取得したデータを用いて解析ソフト

“WinSev6”を使用して解析を指導した。解析についての指導内容は、フロッピーディスクに保

存されたデータファイルを解析ソフトで直接読み込めるファイルに変換する方法、見掛比抵抗

の計算、比抵抗モデルの入力、比抵抗モデルの解析、ファイルデータの保存等である。 

・TEM 法電磁探査に関する ToT 

TEM 法電磁探査機器の測定は 10 月 29 日に実施した。講義では 11 月 7 日～8 日の研修にて取

得した測定データを用いてソフトによる解析を指導した。解析ソフト“IX1D”にデータを取り

込むため、まず PROTEM 装置に保存されている測定データを PC へ転送した。その後、転送され

た測定データを 2 つのデータ変換ソフト“TEM2IX1D”及び“DostoWin”を使い、解析ソフトに

読み込めファイル形式に変換した。解析ソフト“IX1D”を利用してデータ解析方法を指導した。 

 

3) コース 2 (井戸建設管理) 

 

表-5.11 ToT の実施概要(コース 2)（第 3 年次） 

日程 2013 年 4 月 30 日、5月 3日（2日間） 

場所 
ウスマダム 

講義：研修所内の事務所、実習：ウスマダム敷地内 

対象者 
主任担当講師 Engr. T Olabode、補助員 Mr.Peter、 

RWSSC コーディネーターDr. Martin O. Eduvie 

実施内容 

 

McOHM 検層機器の測定及び解析、検層機器に関するトラブルの対処方法 

ボアホールカメラの有効性と研修への応用、揚水試験機材の実習での使用について 
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・Mc-OHM 検層機に関する ToT 

調達した検層機は比抵抗測定、温度測定、キャリバー測定が可能である。ToT ではこれらの

測定項目についての解析とどのように井戸管理に用いるのかを説明した。測定はウスマダム敷

地内で、今回調達した掘削リグにて建設した井戸にて行った。 

・ボアホールカメラに関する ToT 

ボアホールカメラでの研修での使用する際に注意すべき点や実習でどのように教えるべきか

などを指導した。また、本機材は孔内の映像を録画できるため、これらの画像を講義に活かす

ように説明した。 

・揚水試験に関する ToT 

講師が研修で実習を実施するために必要な情報を ToT の実習テキストとしてまとめている。

揚水試験においては、揚水試験の種類とその目的などを記載している。また、今回揚水試験の

解析のためソフトウエアを調達しているが、その使い方なども指導した。 

 

4) コース 4（井戸掘削機維持管理） 

 

表-5.12 ToT の実施概要(コース 4) 

日程 2013 年 7 月 3日～4日（2日間） 

場所 
ウスマダム 

講義：研修所内の事務所、実習：ウスマダム敷地内 

対象者 主任担当講師 Engr, S.G.Sara  

実施内容 

7 月 3 日 
掘削機材維持管理の方法と潤滑油の種類についての説明 

7 月 4 日 

メンテナンス作業の指導(定期的なオイル交換、給脂及び点検方法に

ついて）、安全に対しての留意事項の説明、機材各部の概要及び機能

の説明 

 

ToT 講義では第 1年次に作成した ToT マテリアルを使用して講義で教えるべき重要ポイントを

確認しながら進めた。このコースでは一般的な井戸掘削機材の維持管理に加えて、新規調達機材

を使って維持管理を指導するので、新規機材に固有の特性や機能についても別途説明した。ToT

実習では新規調達機材を使用して、維持管理に必要な箇所(給油口、給脂口、ゲージ)及び重要な

点検箇所の場所と点検方法についての説明をした。また、作業が安全に実施できるように、点検

時はエンジンや作業機は必ず停止した状態で行うことなどを指導した。 

5.5 成果 3 の進捗（第 4 年次） 

(1) 担当講師による ToT の実施 

第 3年次においては日本人専門家が担当講師へ ToT を実施した。第 4年次では第 3年次に ToT

を受講した担当講師が研修所に新規に雇用される講師へ ToT を実施する予定であったが、財務省

からの新規雇用の承認が得られず、研修対象となる新規職員の雇用ができなかったため ToT が実

施されなかった。コースを担当する講師には研修を実施するために必要な能力が備わっており、

研修の実施には問題はない。今後新規講師が配置された後に担当講師が ToT を実施する。 
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(2) 今後の ToT への支援 

第 4年次では ToT が実施できない代わりに、ToT 教材の整備や ToT 実施体制を整えた。ToT 教材

の整備としては ToT マニュアルなどの教材のソフトデータをデータベースとして保存した。デー

タはコースごとに階層に分けて整理することにより、すぐに必要な教材を見つけ活用できるよう

にした。また、C/P が実施する ToT の実施工程や内容について日本人専門家が詳細をチェックし

て、C/P が問題なく実施できることを確認した。 



 

 

 

 

 

 

 

第 6 章 成果 4 に関する進捗（第 1～4 年次） 
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第 6 章 成果 4 に関する進捗(第 1～4 年次) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.1 総括（成果 4） 

成果 4の活動として、第 1年次には研修のモニタリング・評価計画を策定し、第 2年次より関

係機関への研修を開始した。研修機材の本邦調達が遅れたため、第 2年次には機材を使わない研

修を実施した。その後治安悪化のため、第 3年次からは研修場所をアブジャへ移動しプロジェク

ト活動を縮小した。このため第 3年次以降はコース 1から４までの 4コースのみを実施した。下

記に示すように、プロジェクト終了時まで、計 405 名に対して研修を実施した。 

表-6.1 プロジェクトが支援した研修内訳 

コース名 年度 開始日 終了日 参加者数 

1 地下水探査技術 

2011 9 月 26 日 9 月 30 日 9 

2013 4 月 22 日 4 月 26 日 18 

2013 10月 28日 11 月 1 日 20 

2014 8 月 25 日 8 月 29 日 26 

2 井戸建設管理 

2011 9 月 26 日 10 月 1 日 14 

2012 2 月 13 日 2 月 18 日 25 

2013 5 月 6 日 5 月 10 日 20 

2014 2 月 10 日 2 月 14 日 18 

2014 8 月 25 日 8 月 29 日 27 

3 掘削技術 

2013 5 月 15 日 5 月 26 日 20 

2014 3 月 3 日 3 月 13 日 22 

2014 6 月 9 日 6 月 14 日 10 

4 井戸掘削機維持管理 2013 7 月 8 日 7 月 11 日 20 

「研修が PDCA サイクルに基づいて実施される」 

＜指標･目標値＞ 

 モニタリング・評価（M&E:Monitoring & Evaluation）計画に基づいて研

修システム（カリキュラム、モジュール、教材、機材等）、講師、受講

生の M&E が行われる。 

 2012 年中にモニタリング・評価の結果を反映し、研修システムの見直

し作業を行い、センター年間活動報告書に記録を残す。 

＜活動＞ 

4-1 研修システム、講師、受講者に対するＭ＆E 計画を策定する 

4-2 関係機関（州水資源省、RUWASSA、LGA 等）を対象とした研修を

実施する 

4-3 M&E に基づいて研修システム、講師、受講者等を評価し、その結果

を研修システムや講師の講義手法やプレゼン能力の向上、受講者選

定基準等に反映させる。 

4-4 モニタリング・研修計画を必要に応じて改訂する 

成果 4 
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コース名 年度 開始日 終了日 参加者数 

2014 2 月 17 日 2 月 21 日 19 

5 
ハンドポンプ設置・維持

管理 

2011 7 月 18 日 7 月 23 日 30 

2011 10月 17日 10月 21日 14 

6 井戸改修・メンテナンス
2011 7 月 11 日 7 月 15 日 15 

2011 12月 12日 12月 16日 18 

8 公衆衛生 
2011 7 月 25 日 7 月 29 日 14 

2011 11月 21日 11月 25日 16 

9 住民啓発 
2011 7 月 11 日 7 月 15 日 14 

2011 11月 28日 12 月 2 日 16 

合計 405 

 

研修実施後は M&E 計画に基づき評価を実施して研修システムの改善を行った。研修評価は下記

の 3つの方法によって実施した。 

 

(1) 評価表による評価方法 

下記の評価の質問内容で評価を実施した。Part1 に関しては、各コース共通の質問とし、Part2

～Part3 については、コースごとに質問内容を変えている。 

評価の点数は 5段階で、1点（決してそうは思わない）、2点（思わない）、3点（普通）、4点（思

う）、5点（そう思う）とし、それぞれの Part ごとに総合点数をつけている。 

なお、平均 3.0 以下のものを問題として取り上げ、改善策を検討することとした。 

 

(2) 小テストによる評価方法 

各コースで行われた講義及び実習の技術を習得することを目的としており、これに関連した基

礎的な問題を出題している。時間は 30 分以内で回答が書けるような簡単なテストとしている。な

お、正解率 60%以下のものについて、改善策を検討することとした。 

 

(3) C/P との協議による評価 

研修終了後に研修実施内容について主任担当講師へ自己評価表と打合せによる協議を行い、研

修システムの課題と改善点を考察した。 

 

第 2 年次より改善を行い、最終の第 4年次ではどのコースも非常に評価が高くなった。、第 4年次

で実施した研修の参加者からの評価点平均は、5点満点中でコース１（地下水探査技術）では 4.1

点、コース 2（井戸建設管理）では 4.6 点、、コース 3（掘削技術）では 4.6 点 そしてコース 4（井

戸掘削機維持管理）では 4.5 点であった。 

また、研修内容の改善については第 4年次では研修評価が高いこともあり、特に参加者からは

内容が理解できないといった技術的な改善を要求するものはなく、実習の時間や参加者全員が機

材の操作を行う機会を増やすことについて要望があった。これらの要望に関しては、次回のコー
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スからは時間割を見直し、実習時間を増やすなどの工夫をする予定である。 

  

6.2 成果 4 の進捗（第 1 年次） 

第 1年次には、第 2年次からの研修開始に先立ち研修システム、講師、受講生に対するモニタ

リング・評価計画を作成するための支援を行った。第 1年次の活動の成果として作成された「モ

ニタリング・評価計画」の内容を以下に示す。 

1. 目的 

モニタリング評価は、受講生にとって魅力的であり質の高い研修が持続的に実施されているか

どうかを評価するために実施する。 

 

2. 評価指針 

評価指標として以下の三点を設定した。 

1) 一貫性：研修の開始時から終了後の時間的な流れの中において適切なタイミングで適切な

評価項目・指標に基づいて評価する。 

2) 客観性：評価結果に客観性を持たせるために研修生、RWSSC ないしは NWRI の他の講師を

評価者とする。 

3) 持続性：研修の実施に伴い持続的に評価を行う。 

 

3. 評価項目・評価指標 

 評価項目および評価指標およびその構成要素を表－１に示す。 

表-1 評価項目と評価指標 

なお、将来的には、職場に戻った研修受講者がどのように研修結果を職場での現業に役立てて

いるかについて評価するための項目等を追加することも考えられる。しかしながら、現段階は研

修システム運用の初期段階を対象としているため、表中の２点を評価項目として挙げている。 

評価項目 指標 構成要素 

1) 研修の効果 改善度・向上度 1) 専門技術 
2) 満足度 

2) 研修の内容 講師の能力 1) 教授法 
2) 専門技術  

研修コースの質 1) トレーニング・コース/カリキュラム 
2) トレーニングコースモジュール/時間割 
3) トレーニングマテリアル 
4) トレーニング施設/資機材/環境 

 

4. 評価時期・評価方法・評価者 

評価者 実施実施方法 評価時期 

研修受講者 モニタリング質問票による
評価および改善希望点等コ
メントの記述 

各コースの研修終了時 
ないしは各日の研修終了後 

終了時評価

RWSSC,NWRI の
研修講師 

研修の視察による研修実施
状況、教材等の確認とその
結果による評価 

研修実施時 
 

中間評価 

研修講師 自己評価 研修実施時 
 

中間評価 
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RWSSC プログラ
ムマネージャ
ー 

総合評価 上記の結果が出た後 終了後評価

 

 

5. 具体的なモニタリング評価方法 

 (1) 研修受講生による研修システムについての評価 

研修受講生がモニタリング質問票により研修システムの評価を行う。 

この評価は、各研修終了日に実施する。 

 (2) RWSSC および NWRI 講師による研修の視察による評価 

研修コースの実施状況を RWSSC の他の講師または NWRI の講師が確認するために視察を行う。 

視察を行った講師は、1)質の高い研修が行われているか、2)講師の指導力はどうかについての

評価し、その理由について具体的な記述を行うこととする。 

この評価は、研修視察中および終了後に実施する。 

(3) 研修講師による自己評価 

研修講師がモニタリング質問票により 1)研修の質と 2)自己の指導力について自己評価を行う。

この評価は、各研修最終日に実施する。 

(4)  総合評価 

(1)～(3)の結果をプログラムマネージャーが総合評価し、担当講師とともに改善点および改善

策について検討を行う。  

総合評価は、２つの評価項目（1)研修効果、2)研修の内容）について各々Excellent, Very Good, 

Good, Fair, Poor の５段階で評価する。しかしながら、ToT システム改善のための具体的な改

善点の抽出および改善策の検討に主眼を置く。 

 

6.3 成果 4の進捗（第 2 年次） 

(1) 研修の実施 

コース 1、2、5、6、8及び 9について、関係機関（州水資源省、RUWASSA、LGA）を対象とした

研修を実施した。実施概要は以下のとおりである。 

 

1) コース 1 （地下水探査技術） 

 

表-6.2 研修の実施概要(コース１) (第 2 年次) 

日程 2011 年 9 月 26 日～9月 30 日（5日間） 

場所 講義：研修所内        実習：研修所敷地 

講師 Mr. O. O. Yaya 他 

参加者 

9 名 

カドナ州 ・水資源省 2 名 

(Chief technical officer, Principal technical officer) 

・民間企業 3 名（Project co-coordinator, Hydrogeologists) 

*灌漑及び地下水調査の企業 

バウチ州 ・RUWASSA 3 名（Technical officer, Surveyor, Geophysicist) 
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ナイジャ州 ・上流流域開発事務所 1 名（Water engineer) 

 

2) コース 2 （井戸建設管理） 

 

表-6.3 研修の実施概要（コース 2）第 1 回(第 2 年次) 

日程 2011 年 9 月 26 日～10 月 1日（６日間） 

場所 講義：研修所内        実習：カドナ市内既存井戸 

講師 Engr. O.T.Olabode 

Dr.Martin 

Engr. O.O Yaya 

参加者 

14 名 

カツィナ州 

13 名 

・RUWASSA  2 名 (Water Supply Officer) 

・LGA       11 名 (Water Supply Officer)  

カドナ州 

1 名 

・WATSAN   1 名   (Water Supply Officer) 

 

 

表-6.4 研修の実施概要（コース 2）第 2 回(第 2 年次) 

日程 2012 年 2 月 13 日～2月 18 日（6日間） 

場所 講義：研修所内        実習：研修所内 

講師 Engr. O.T.Olabode 

Dr.Martin 

Mr. O.O Yaya 

Mr Dotun Adekie 

参加者 

25 名 

バウチ州：16 名 ・RUWASSA  2 名 (Water Supply Officer) 

・LGA       14 名 (Water Supply Officer)  

デルタ州：9名 ・MWR   9 名   (Water Supply Officer) 

 

 

3) コース 5 （ハンドポンプ設置・維持管理） 

 

表-6.5 研修の実施概要（コース 5）(第 2 年次) 

日程 2011 年 7 月 18 日～7月 23 日（６日間） 

場所 講義：研修所内        実習：カドナ市内既存井戸 

講師 Engr. S. G. Sara 

参加者 

30 名 

カツィナ州 

13 名 

・RUWASSA  2 名 

（Head of plumbing section/Head of pump installation officer)

・LGA       11 名 (Water Supply Officer*)  

*職種として現場にてハンドポンプ修理を行う技工を含む 
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ソコト州 

17 名 

・WATSAN   2 名(Head of water dept./Head of Mechanic Unit) 

・LGA 12 名（Deputy directors of Works*, Section Heads of Water*) 

*職種として現場にてハンドポンプ修理を行う技工を含む 

・NGO       3 名 （Project Officers） 

 

4) コース 6 （井戸改修・メンテナンス） 

 

表-6.6 研修の実施概要（コース６）第 1 回(第 2 年次) 

日程 2011 年 7 月 11 日～7月 15 日（5日間） 

場所 講義：研修所内        実習：カドナ市内既存井戸 

講師 Mr. O. O. Yaya 他 

参加者 

15 名 

カツィナ州 ・RUWASSA 2 名 

(Chef work superintendent/pump maintenance officer) 

・LGA     3 名 (Director of water supply) 

・LGA     8 名（Water Supply Officer) 

タラバ州 ・RUWASSA  1 名（Geologist) 

カドナ州 ・教会   1 名（Pump maintenance technician) 

 

表-6.7 研修の実施概要（コース６）第 2 回(第 2 年次) 

日程 2011 年 12 月 12 日～12 月 16 日（5日間） 

場所 講義：研修所内        実習：研修所内 

講師 Mr. O. O. Yaya 

参加者 

18 名 

バウチ州 ・RUWASSA 2 名 (Water supply officer) 

・LGA     14 名 (WASH Officer) 

ベヌエ州 ・RUWASSA  1 名（Hydrogeologist) 

ベニン州 ・連邦流域管理局  1 名（Geologist) 

 

5) コース 8  (公衆衛生) 

 

表-6.8 研修の実施概要（コース 8）(第 2 年次) 

日程 2011 年 11 月 21 日－11 月 25 日（5日間） 

場所 講義：研修所  実習：カドゥナ州 Anguwan Bagudu コミュニティ 

講師 Ahmed Hassan （コースコーディネーター） 

外部講師 1名 （ザンファラ Zamfara 州 RUWASSA 職員） 

金田めぐみ (日本人専門家) 

参加者 

21 名  

バウチ州 RUWASSA  2 名 

LGA 14 名 

NWRI 水質検査部などから 5名 
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6) コース 9 (コミュニティ開発・住民啓発) 

 

表-6.9 研修の実施概要（コース 9）(第 2 年次) 

日程 2011 年 11 月 28 日－12 月 2 日（5日間） 

場所 講義：研修所  実習：カドゥナ州 Anguwan Bagudu コミュニティ 

講師 Bilkisu Dossah (コースコーディネーター) 

外部講師 2名（個人コンサルタントとナイジェリア大学教授） 

参加者 

16 名  

バウチ州 RUWASSA  2 名 

LGA 14 名 

 

(2) 研修終了後の評価 

1) M&E による評価 

評価表と小テストの結果により評価が低い点について、その原因を検討した結果とそれに対す

る改善策を検討し、研修改善を行った。 

 

①コース 1(地下水探査技術) 

 

表-6.10 M&E による研修評価の内容（コース１）(第 2 年次) 

 評 価 項 目 原 因 改 善 策 

研 修

評 価

表 に

よる 

Part1: 

コース全体につい

て 

実習場所が不適当である。 研修所敷地内で再度実習場所を検討

し、受講者全員が参加できる環境を探

す。また測定方法・測線展開方向を考

え、効率よく実習ができる場所を調べ

る。 

Part2: 

講義に関して 

説明が十分に行えなかった点

や説明は十分にしたが研修受

講生の理解度が低い点があっ

た。 

パワーポイントや解析ソフトを有効

に活用し、ポイントについて理解を得

られるように分かりやすく説明する。

Part3: 

実習に関して 

受講者数に対して検層器が１

台であり、実習で全員が検層器

を扱うことができなかった。 

次回は、調達される探査機器２セット

を利用して実習を行う。実習の人数に

応じて、班編成・探査種類分けを行い、

受講者全員が参加できるよう効率の

よい実習を工夫する。 

確 認

テ ス

ト に

よる 

 水平探査、垂直探査および電磁

探査についての基礎や解析方

法について研修受講生の理解

が不十分だった。 

講師の説明、使用したマテリアルを再

度見直して研修受講生の理解力をあ

げられるような改善を図る。 
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②コース 2（井戸建設管理） 

 

表-6.11 M&E による研修評価の内容（コース 2）（第 2 年次） 

 評 価 項 目 原 因 改 善 策 

研 修

評 価

表 に

よる 

Part1: 

コース全体につい

て 

研修内容についてテキストに

分かりやすい図表や説明がな

かった。 

孔内検層器による検層ができ

なかった。 

テキストの内容を再確認し内容を改

善するとともに、講義のポイントを表

せるようなパワーポイントを作成す

る。 

研修内容通りの研修を実施する。 

Part2: 

講義に関して 

研修内容についてテキストに

分かりやすい図表や説明がな

かった。 

同上 

Part3: 

実習に関して 

孔内検層による検層ができな

かった。 

同上 

確 認

テ ス

ト に

よる 

 井戸建設・管理についての広い

トピックについて受講生の理

解度が足りない。 

研修の朝一番に前日の講義の理解度

とトピックのポイントについて復習

する時間を設ける。 

講義中に適宜、質問を受けつけ、受講

生の理解度を高める。 

 

③コース 5 (ハンドポンプ設置・維持管理) 

 

表-6.12 M&E による研修評価の内容（コース 5）（第 2 年次） 

 評 価 項 目 原 因 改 善 策 

研 修

評 価

表 に

よる 

Part1: 

コース全体につい

て 

コース期間および研修期間に

おける実習と講義の時間配分

に問題がある。特にプラット

フォーム建設が中止になった

ために実習が一日短縮され

た。 

今後もプラットフォームの建設実習を

行わないこととし、実習期間を短縮す

る。また、研修に当たって講師とコー

ディネータで実習の時間配分について

検討を行う。 

Part2: 

講義に関して 

講義の時間配分が悪く、前の

時間の講義が伸びたために、

その後の講義で予定していた

内容を儒分に説明できなかっ

た。 

前の講義内容と時間配分について見直

す。 

Part3: 

実習に関して 

研修受講者が 30 名であった

ために、修理用工具の不足も

あり、研修受講者全員が修理

研修参加者を事前に把握し、想定され

る実習の班分けに対して適切な量の修

理工具を準備する。 
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用工具に触ることができなか

った。 

確認テストによる 実施せず（問題を作成してい

なかったため） 

 

 

④コース 6 (井戸改修・維持管理) 

 

表-6.13 M&E による研修評価の内容（コース 6）（第 2 年次） 

 評 価 項 目 原 因 改 善 策 

研 修

評 価

表 に

よる 

Part1: 

コース全体につい

て 

実習用テキストが未完成であ

り、講義および実習で教材を活

用した研修ができなかった。 

次回の研修までにテキストを完成さ

れる。 

（2011年 12月の第二回目の研修まで

にはテキストが完成し、テキストを用

いた研修が実施された） 

Part2: 

講義に関して 

研修内容についてテキストに

分かりやすい図表や説明が足

りなかった。 

テキスト内の図表の内容が見

にくく、理解しにくかった。 

上記に併せて、テキスト内の図表にも

改良を加える。 

Part3: 

実習に関して 

実習場所が実習の直前になっ

て変わったため実習場所の選

定、移動に時間がかかった。ま

た、実習場所が変わったために

井戸不具合の事前データが取

れなかった。 

移動時間および実習時間を考慮した

実習場所を事前に確保し、研修に必要

なデータを事前に取得しておく。 

確認テストによる 実施せず（問題を作成していな

かったため） 

 

 

⑤コース 8 (公衆衛生) 

 

表-6.14 M&E による研修評価の内容（コース 8）（第 2 年次） 

 評 価 項 目 原 因 改 善 策 

研 修

評 価

表 に

よる 

Part2: 

講義に関して 

グループワークを実施せず講

義での説明を行ったため、研修

受講生が内容を理解できない

ところがあった。 

必要に応じて講義だけでなく、グルー

プワークを取り入れた研修を実施す

る。 

確 認

テ ス

 公衆衛生基本概念、研修受講者

の立場での学校やコミュニテ

プレゼンテーションのスライドを追

加して内容を協調する。 
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ト に

よる 

ィへのかかわりが正しく理解

されていない。 

研修期間を通じて研修受講生の役割

とコミュニティへのサポートについ

て理解してもらう。 

 

⑥コース 9 (コミュニティ開発・住民啓発) 

 

表-6.15 M&E による研修評価の内容（コース 9）（第 2 年次） 

 評 価 項 目 原 因 改 善 策 

研 修

評 価

表 に

よる 

Part1: 

コース全体につい

て 

研修期間および講義と実習の

時間配分が適切でなかった。 

実習時に野外ワークショップ

を開いたが、風が強く砂ぼこり

に覆われた。 

研修受講者すべてが実習時にファシ

リテーションできるように配慮する。

雨期は、野外の会場確保、アクセルが

困難なため研修実施をできるだけ避

ける、などの配慮をする。 

Part2: 

講義に関して 

グループワーク中に研修受講

生が学習した項目について研

修受講生の理解が不十分だっ

た。 

グループワーク中も講師が教室内を

回って必要な助言を与える。 

Part3: 

実習に関して 

研修受講者の一部がファシリ

テーションを行ったため、他の

研修受講者が観察するのみで、

ファシリテーションをできな

かった。 

すべての研修受講生がファシリテー

ションできるように、活動内容の選択

や研修受講者とコミュニティメンバ

ーのグループ分けを工夫する。 

確 認

テ ス

ト に

よる 

 講義では簡単に触れたのみで

あったため、ファシリテーショ

ンの内容について研修受講者

が十分に理解できなかった。 

コミュニティ開発・住民啓発で

はコミュニティのアクション

を手助けすることが必要であ

るということを研修受講生が

理解していない。 

講義時間中だけでなく、研修期間を通

じて強調して研修受講生に内容を理

解してもらうようにする。 

研修期間を通じて研修受講生の役割

とコミュニティへのサポートについ

て理解してもらう。 

 

2) 研修終了後の C/P との協議による評価 

 

①コース 1(地下水探査技術) 

 

表-6.16 C/P との協議による研修評価の内容（コース１）（第 2 年次） 

問題点 改善点・改善策 
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②コース 2 （井戸建設管理） 

 

表-6.17 C/P との協議による研修評価の内容（コース２）（第 2 年次） 

＜講師のスケジュールに関して＞ 

予定されていた授業が講師の都合により変

更となり、開始時間の遅れで講義時間が一

部不足した。これにより、効率のよい授業

が進められなかった。 

研修開始前に、本コースの主任担当講師は、本コース

に係る他の内部講師と事前に時間割の配分や講師の

予定を把握し、研修に望むこととする。 

＜機材調達に関して＞ 

電磁探査機器は、機材調達の遅れによりレ

ンタル対応で実習を予定していたが、電磁

探査機器のレンタルができなくなり、電磁

探査の実習ができなくなった。 

本コースの目的は、電気探査と電磁探査の取得データ

の比較並びに併用利用の効果を理解させることであ

る。今後も、ナイジェリア国内で電磁探査機器のレン

タルが難しいと考えられるため、調達される機材を利

用した実習で検討する。 

課題 改善点・改善策 

＜研修施設について＞ 

1) 研修室は受講者人数に対して適切出会

ったと思うが、頻繁に停電が発生したため、

その改善が必要である。 

 

1) 研修施設の責任者に改善を申し入れる。仮に停電

が発生した場合でもすぐに発電機により電力を供給

できるようにしてもらう。 

＜実習実施に関連して＞ 

1) 当日朝、実習の準備を行なったため、

実習開始が遅れた。 

2) 実習にあたって事前に実習目的や内容

について説明する時間が必要である。 

3) 孔内検層機器がない。 

 

1) 前日には準備を終えて、当日朝には実習場所へ移

動し、すぐに実習が開始できるようにする。 

将来的に NWRI 敷地内に実習ヤードを設け、孔内検

層実施孔および揚水試験孔を掘削・設置し、それを利

用することを考える。 

2) 実習前日の火曜日の 4:30pm〜5:00pm にそのため

の講義を行う。それに伴って時間表も変更する。 

3) 日本からの検層機器の調達後にコースを実施す

る。 

＜研修システム（教材、時間表、モジュー

ル、機材・機器）に関連して＞ 

1) 教材について 

 パワーポイントはもう少し内容を充実さ

せる必要がある。 

2) 時間割について 

孔内検層を実習で実施する場合には、現在

の実習１日では不足である。 

3) 実習日数の１日追加に対応して講義日

 

1) 内容を見直し、受講生の理解を助けるような図表

や構成を考えて改善する。 

 

 

2) 実習日数を２日とする。 

 

 

3) 今回の講義での時間配分から、各カリキュラムの
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③コース 5（ハンドポンプ設置・維持管理） 

 

表-6.18 C/P との協議による研修評価の内容（コース 5）（第 2 年次） 

 

④コース 6 (井戸改修・維持管理) 

 

表-6.19 C/P との協議による研修評価の内容（コース 6）（第 2 年次） 

数を３日に短縮する必要がある。 

 

4) 金曜日は礼拝があるために現在の時間

割では対応できない。 

単位時間を短くすることは可能である。復習時間を含

め講義時間の配分を考えて講義日数を１日短縮した。

4) 金曜日は特別な時間配分とし、礼拝時間をとり、

全体の講義スケジュールに支障が出ないような時間

割とする。 

課題 改善点・改善策 

・授業開始前の復習の不足----講義及び実

習時に前日学習したことの再確認がない。

このため、特に実習において前日教わった

内容が整理されないままになる 

・授業開始前に３０分間、前日の授業内容に関して復

習を行う。（前日に受講者を 1 人指名して次の日に

発表してもらう） 

 

・調査票による記録---ハンドポンプ修理実

習時は、開始前の情報収集の記録や修理実

施内容の記録が行われなかった。このため、

どのような症状のポンプを修理し、故障箇

所がどこで、どのように修理をしたのかと

いうことが受講生に明確に確認できていな

い。 

・実習時に実習テキストに添付した調査表（事前調査

表及び事後調査表）によりハンドポンプ修理に関す

る一連の記録を取る。これにより、研修終了後に各

人が修理に関する記録を行い、LGA 及び RUWASSA に

修理記録が保管されることが期待される。 

 

・ハンドポンプの事前調査---ハンドポンプ

修理実習において事前に修理箇所が確認さ

れていなかった。そのため、実際の実習時

に急遽交換部品の購入が必要となり、作業

に手待ち時間が発生した 

・実習実施前に可能な限り、故障原因の確認を行う。

これにより、実習時にスペアパーツの買出しを行う

などの時間ロスが防ぐ。 

 

課題 改善点・改善策 

・揚水試験法---実習時、揚水試験方法（動

水位、揚水量の測定法等）の指導が十分に

行わなかった。また、揚水試験前後の効果

の比較及びその結果の記録に関する説明が

不足していた。 

・実習時適正な揚水量の確認等を含む揚水試験方法に

関して実習テキスト及びToT実習テキストで説明を行

う。 

・実習時に井戸リハビリ効果に関する比較確認を行う

ための調査表を実習テキストに添付する。 
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⑤コース 8(公衆衛生)およびコース９(コミュニティ開発・住民啓発) 

 

表-6.20 C/P との協議による研修評価の内容（コース 8，9）（第 2 年次） 

 

6.4 成果 4の進捗（第 3 年次） 

 

(1) 研修の実施 

現地治安の悪化から 2012 年 10 月に「ナ」国側と R/D 締結し、プロジェクトで扱う研修コース

や研修場所などを変更した。第 3 年次から研修場所をカドゥナの研修所からアブジャのウスマダ

ムに隣接するアブジャ水公社の施設に移動して研修を行った。また、第 3 年次からは、電気探査

機器、電磁探査機器を使用するコース１「地下水探査技術」、揚水試験機材、孔内検層機を使用す

るコース 2「井戸建設」、掘削リグと高圧コンプレッサーなど掘削機材を使用するコース 3「掘削

技術」、コース 4「井戸掘削機維持管理」の 4コースのみの研修を実施した。 

 

1) コース 1 （地下水探査技術） 

 

表-6.21 研修の実施概要（コース１）1 回目(第 3 年次) 

日程 2013 年 4 月 22 日～4月 26 日（5日間） 

場所 ウスマダム 

講義：事務所、実習：ウスマダム中学校の校庭 

・調査票による記録---井戸リハビリ実習

時、開始前の情報収集の記録や作業実施内

容の記録が十分に行われなかった。このた

め、井戸リハビリ作業としてどのような作

業を行い、その結果がどのようなものであ

ったのか受講生に明確に確認できていな

い。 

・実習時に実習テキストに添付された各種調査表（事

前調査表、揚水試験シート、井戸リハビリ調査表など）

により井戸リハビリに関する一連の記録を受講者が

取れるようにする 

水中モーターポンプ分解実習時に参照でき

るテキストがない。 

実習テキストに水中モーターポンプの分解に関する

資料を追加する 

課題 改善点・改善策 

最終日は金曜日となりイスラム教徒には祈

りの時間が必要であること、地方からの参

加の場合、治安を考えて早にカドゥナを出

発する必要がある。そのため金曜日の 2 時

までには研修を終えることができるように

する必要がある。 

・5日目に予定されていたフィールド活動報告を 4日

目に実施 

・5日目に予定されていたアクションプラン作成時間

を削除し金曜日朝までの宿題とし、5日目は発表時間

のみとする 

・5日目に理解度テストの時間を追加 
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講師 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya、講師 Engr.Olabode、 

RWSSC コーディネーターDr Martin O. Eduvie 、 

研修補助員 Mr.Peter Bwankwot、外部講師 Dr MA Danhassan、 

参加者 

18 名 

エヌグ州 ・RUWASSA 3 名 

( 地質技師 3) 

ケビ州 ・RUWASSA 4 名 

(地質技師 2名, 水文地質技師 1名, 水エンジニア 1名 ) 

ナイジャ州 ・RUWASSA 4 名 

(地質技師 4名 ) 

オンド州 ・WATSAN 3 名 

（物理探査技師 2名, 水文地質技師 1名) 

タラバ州 ・RUWASSA 4 名 

（水エンジニア 1名, 地質技師 3名) 

 

研修期間は 5 日間で講義 3 日間、実習 2 日間とした。今回、新たに「TEM 法電磁探査の探査

方法」と「標準曲線を用いた電気探査の解析方法」の 2 つの研修テキストを作成した。これら

のテキストは、コーステキストと比較してその構成が変わっているため、コーステキストとは

別に新たに追加した。実習は、調達されたMc-OHM電気探査及びTEM法電磁探査の2手法の他に、

EM34 簡易電磁探査も活用して実施した。 

 

表-6.22 研修の実施概要（コース１）2 回目（第 3 年次） 

日程 2013 年 10 月 28 日～11 月 1 日（5日間） 

場所 ウスマダム 

講義：事務所、実習：ウスマダム中学校の校庭 

講師 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya、講師 Engr.Olabode、講師 Mr. Mohammed Garba 

RWSSC コーディネーターDr Martin O. Eduvie、研修補助員 Mr.Peter Bwankwot、

外部講師 Mr. Edwin Emelis 

参加者 

18 名 

エヌグ州 ・RUWASSA 4 名 

( 地質技師 2名, 井戸管理 2名 ) 

ケビ州 ・RUWASSA 4 名 

( 地質技師 2名, 水理地質技師 2名 ) 

ナイジャ州 ・RUWASSA 4 名 

( 地質技師 4名 ) 

オンド州 ・WATSAN 4 名 

（ 地質技師 3名, 掘削技師 1名 ） 

タラバ州 ・RUWASSA 4 名 

（ 水エンジニア 2名, 地質技師 1名, 掘削技師 1名） 

 

研修は、前回と同じアブジャ市郊外のウスマダムで開催し、研修期間は 5日間（講義 3日間、
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実習 2 日間）とした。講義については、地下水涵養のサイクル、ナイジェリアの地質、地下水

調査方法、リモートセンシングの利用、物理探査及び解析等について説明した。 

実習では、ウスマダム中学校の校庭にて、電気探査と電磁探査の実習を行った。電気探査は

McOHM 電気探査機器を利用し、シュランベルジャー法電極配置によって AB/2=100m までの測定

を行った。電磁探査については TEM 法電磁探査機器を利用し、100m 四方の送信ケーブルを敷設

し、その中心で測定を行った。 

 

2)コース 2（井戸建設管理） 

 

表 6.23 研修の実施概要(コース 2) (第 3 年次) 

日程 2013 年 5 月 6日～5月 10 日（5日間） 

場所 ウスマダム 

講義：事務所、実習：ウスマダム敷地内 

講師 主任担当講師 Engr.Olabode、講師 Dr. O. O. Yaya 

RWSSC コーディネーター、研修補助員 Mr.Peter 

参加者 

20 名 

エヌグ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 3、地質技師 1) 

ケビ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 2名, 技師 2) 

ナイジャ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 4名)  

オンド州 ・WATSAN 4 名 

(水理地質技師 3名, 技師 1) 

タラバ州 ・RUWASSA 4 名 

(地質技師 4名) 

 

ウスマダムで 5 日間研修を実施した。今回、研修機材として調達された、揚水試験機材、孔

内検層機器、ボアホールカメラを使用して実習を行った。 

 

3)コース 3（掘削技術） 

 

表 6.24 研修の実施概要(コース 3)（第 3 年次） 

日程 2013 年 7 月 15 日～7月 26 日（12 日間） 

場所 ウスマダム 

講義：事務所、実習：ブハリ小学校の敷地内 

講師 主任担当講師 Engr.Olabode、講師 Dr. O. O. Yaya 

RWSSC コーディネーター、研修補助員 Mr.Peter 

参加者 

20 名 

エヌグ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 2、掘削技師 2) 
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ケビ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 2名, 掘削技師 2) 

ナイジャ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 2名, 掘削技師 2)  

オンド州 ・WATSAN 4 名 

(水理地質技師 3名, 掘削技師 1) 

タラバ州 ・RUWASSA 4 名 

(地質技師 1名, 掘削技師 3) 

 

アブジャ市郊外のウスマダムで 13 日間研修を実施した。実習では掘削の手法や掘削の作業工

程を把握するために、ウスマダム近くのブハリ地区小学校の敷地内に井戸を掘削した。 

4)コース 4 （井戸掘削機維持管理） 

表 6.25 研修の実施概要(コース 4)（第 3 年次） 

日程 2,013 年 7 月 8 日～7月 11 日（4日間） 

場所 ウスマダム 

講義：研修所内会議室  実習：ウスマダム敷地内 

講師 主任講師：Engr, S.G.Sara      講師：Engr,O.T.Okabode 

外部講師：Engr,S.Oyinlala     講師：Mr.O.Abel 

参加者 

20 名 

エヌグ州 ・RUWASSA  4 名 

（掘削技師 1,  技師 3 ） 

ケビ州 ・RUWASSA  4 名 

（掘削技師 1,  技師 1, 地質技師 1, メカニック 1 ） 

ナイジャ州 ・RUWASSA  4 名 

（掘削技師 2,  メカニック 2 ） 

オンド州 ・WATSAN     4 名 

（メカニック 4 ） 

タラバ州 ・RUWASSA  4 名 

（技師 3,  メカニック 1 ） 

 

コース 4 は今回が初めての研修実施となった。研修はアブジャ市郊外のウスマダムで開催し

た。研修期間は 4日間（講義 2日間、実習 2日間）であった。研修は予定された 5州から 20 人

の受講者が集まった（女性 1名）。研修はほぼ予定したプログラム通りに実施された。研修の日

数は当初、5 日間とし閉会式を金曜日の午前としていたが、遠方から来た受講者も居る事から

閉会式を繰り上げて木曜日の夕方にし、期間を 4日間と変更した。 

 

(2) 研修終了後の評価 

1) M&E による評価 

①コース１（地下水探査技術） 
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表 6.26 M&E による研修評価の内容（コース１）（第 3 年次） 

 評 価 項 

目 

評価が低かった項目 原 因 改 善 策 

研 修

評 価

表 に

よる 

Part2: 

講義に関して 

電気探査の解析や電

磁探査の解析につい

て 

特に電磁探査においては

主任担当講師の理解度が

低く、また作成した教材

を有効に使えず説明が十

分に行えなかったため。 

ToTを行うことにより主任

担当講師の理解度の向上

を図る。またパワーポイン

トや解析ソフトを有効に

活用し、理解を得られるよ

うに分かりやすく説明す

る。 

Part3: 

実習に関して 

電気探査の理論曲線

を使ったデータ解析

について 

参加者からの質疑応答時

間の超過や、お祈りなど

による授業開始の遅延に

より、予定通りに実習の

時間が取れなかったた

め、電気探査の理論曲線

と補助グラフによる解析

練習を行わず、理論曲線

と補助グラフを利用した

解析方法のテキストを配

布しただけに終わってし

まったため。 

時間厳重と効率的な時間

配分を行い、予定通りの内

容で実習を行う。また、時

間に余裕を持たせる午後

の時間を延長する（終わり

を 4時半から 5時とする）

ことも検討する。 

確 認

テ ス

ト に

よる 

 電磁探査についての

測定上の問題や電気

探査の解析方法につ

いて理解が不十分な

点があった。 

講義で詳しい説明をしな

かったことや実習中に、

測定の注意点などの説明

ができていなかった。 

講義で詳しい説明ができ

なかった原因は受講生の

質疑応答で時間不足とな

ったため、実習中に測定

の注意点の説明が十分に

できなかったのは新規の

研修機材を使ったため測

定準備や測定に時間を取

られ説明する時間が削ら

れてしまったためであっ

た。 

講義での解析方法の説明

の時間を十分に取れるよ

うに、質疑応答などは別途

時間を設けて行うように

して、講義を予定通りに実

施できるようにする。ま

た、実習において測定準

備、測定操作を効率よく行

うことにより、測定中の注

意すべきノイズなどの発

生源の説明を行う時間が

十分に取れるようにする。

 

②コース 2（井戸建設管理） 
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表 6.27 M&E による研修評価の内容（コース 2）（第 3 年次） 

 評 価 項 

目 

評価が低かった項目 原 因 改 善 策 

研修

評価

表に

よる 

Part1: 

コース全体に

ついて 

研修場所について 今回、ウスマダムのア

ブジャ水道局の事務所

にて研修を実施したが

非常に狭く、快適な環

境とは言い難かったた

め。 

今後、ウスマダムの新事務

所が使えるようになれば、

広い研修場所を確保できる

ので問題は解決できる。ま

た、新事務所が使えない場

合には参加人数を減らすこ

とや他の研修場所を探すこ

とを検討する。 

確認

テス

トに

よる 

 揚水試験の測定時間

について 

後で答え合わせをした

ときにほとんどの参加

者は理解していた。従

い単に勘違いしたと考

える。 

次回は揚水試験の測定時間

に揚水後の回復時間も含む

ことを講義だけでなく、実

習で回復試験中にも教え

る。また、テスト問題をよ

く読んでから答えるように

受講生に伝える。 

 

③コース 3（掘削技術） 

 

表 6.28 M&E による研修評価の内容（コース 3）（第 3 年次） 

 評 価 項 

目 

評価が低かった項

目 

原 因 改 善 策 

確

認

テ

ス

ト

に

よ

る 

 「ナイジェリアの

基準では井戸はト

イレから最低限 5m

離れて建設しけれ

ばならないという

のは間違いである

ことに回答できな

かった。 

正解は 5m ではなく 15ｍ

である。数値を覚えてい

なかったのは、講義で数

値に関して強調して説

明するなどしなったた

め、参加者は覚えていな

かったと考えられる。 

次回の研修では、単に数値

だけを説明するのではな

く、なぜ井戸をトイレから

15m 離さなければならない

かを説明することによっ

て、理解させることとする。

 

 

④コース 4（井戸掘削機維持管理） 

 

表 6.29 M&E による研修評価の内容（コース 4）（第 3 年次） 

 評 価 項 

目 

評価が低かった項目 原 因 改 善 策 

研

修

評

Part1: 

コース全体に

ついて 

特に評価が低いもの

はない 
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価

表

に

よ

る 

Part2: 

講義に関して 

ナイジェリアでは余

り使われていない掘

削機（パーカッショ

ン式掘削機）などの

理解度が低かった。

テキストに分かりやすい

図表や説明が足りなかっ

た。 

テキスト内の図表の内容

が見にくく、理解しにくか

ったので、パワーポイント

で説明の図表を作成する

など改良を加える。 

Part3: 

実習に関して 

掘削リグの巻き上げ

部分（サンド・リー

ルとドロー・ワーク

ス）のの構造などが

理解されなかった。

初めて機材を見る参加者

もいたので理解しにくか

ったと思われる。 

次回は実習前にパワーポ

イントなどを用いて掘削

リグの基本部分の説明を

行うことにより、機材の各

部の概要を理解させる。 

確

認

テ

ス

ト

に

よ

る 

 機材の名称を問う問

題が答えられていな

い。掘削リグのデフ

レンシャル・ロッ

ク・スイッチ、コン

プレッサーのドレイ

ン・コック、コンプ

レッサーのエアー・

クリーナー・インジ

ケーターなど。 

機材の名称が覚えられな

い原因としては実習中に

口頭での説明のみだった

可能性や、取り付け位置

を説明したが部品が小さ

かったのでよく見えなか

った可能性もある。 

次回からは実習で機材の

名称を説明するだけでな

く、事前に機材の部品の写

真を見せ覚えてもらうこ

ととする。また、テストで

使った写真が分かり難か

ったりした可能性もある

ので、分かりやすい写真を

使う。 

 

2) 研修終了後の C/P との協議による評価 

①コース１（地下水探査技術） 

 

表 6.30 C/P との協議による研修評価の内容（コース１）（第 3 年次） 

問題点 改善点・改善策 

＜小テスト及び研修評価表の時間＞ 

時間割に小テスト及び研修評価を実施する

時間を載せていなかったため、講義に支障

をきたした。 

時間割に、小テスト及び研修評価表作成の時間を載せ

る。 

＜小テストの内容変更＞ 

正誤の問題で、回りくどい表現や説明不足

により参加者が理解できなかった問題があ

る。 

次回までに小テストを見直し、編集する。 

 

②コース 2（井戸建設管理） 
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表 6.31 C/P との協議による研修評価の内容（コース 2）（第 3 年次） 

課題 改善点・改善策 

＜コース時間割について＞ 

掘削工事の施工管理実習では実際の掘削サ

イトへ出向き、井戸掘削について学んでい

るが、今回は民間業者の掘削作業が遅れる

などして、手待ちが増えてしまった。 

民間の井戸掘削作業は使っている掘削機も古く、機材

の故障などもあることから作業が予定通りには進ま

ないことが多い。今後は効率的に実習を行うために、

業者の掘削作業の進捗を確認しながら、手待ちのない

ように作業状況に合わせて、サイトへ出向き井戸建設

作業の全体が学べるように工夫する。また、サイトに

出向く代わりに、ビデオなどで掘削の作業工程を録画

しておき、それを見せて理解させることも検討する。

 

＜機材を使った実習について＞ 

揚水試験機材など新規の機材を使った研修

ということで作業手順が十分に理解されて

いなかったため、実習開始に時間がかかっ

てしまった。 

今後は作業手順書を作成するなどして、効率よく作業

ができるようにする。  

 

 

 

③コース 3（掘削技術） 

 

表 6.32 C/P との協議による研修評価の内容（コース 3）（第 3 年次） 

今後の対策 改善策 

C/P は類似コースを長期に渡り実施してお

り、研修内容もそれを引き継いでいるとこ

ろが多く、参加者の評価結果が示すように

質の高いコースが実施できている。今後、

研修の質をさらに向上させていくために、

新規調達した研修機材を有効に研修に生か

すための工夫をしていく。 

機材を単に研修中に使って実習を行うだけでなく、研

修資料として、機材を使ってデータを取得するなどの

作業を行っていく。 

 

  

④コース 4（井戸掘削機維持管理） 

 

表 6.33 C/P との協議による研修評価の内容（コース 4）（第 3 年次） 

課題 改善点・改善策 

＜研修内容について＞ 

外部講師がなかなか決まらず、事前打ち合

わせが行われず、既存の教材の内容などが

伝えられなかったため、教材として作成し

たパワーポイントなどが、有効活用されな

かった。 

研修関係者に対して研修前にどのような内容の教材

があるかを知らせ、講義に活用していく。 
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＜研修時間について＞ 

実習では機材周辺の移動や機材の操作な

ど、説明以外の時間を取られる事が多かっ

た。従って説明不足や時間超過が発生した。

次回は実習時間を1時間30分から2時間と30分延長

する事を検討している。 

＜機材について＞ 

クレーントラックの操作レバーの位置が高

いために、操作がし難い。 

人が乗れるような高さ 30 ㎝の踏み台を製作し使用す

ることで、クレーンのレバー操作は容易となる。 

 

6.5 成果 4の進捗（第 4 年次） 

(1) 研修の実施 

第 3 年次に引き続きアブジャのウスマダムに隣接する水公社施設にて電気探査機器、電磁探査

機器を使用するコース１「地下水探査技術」、揚水試験機材、孔内検層機を使用するコース 2「井

戸建設」、掘削リグと高圧コンプレッサーなど掘削機材を使用するコース 3「掘削技術」、コース 4

「井戸掘削機維持管理」の 4コースを実施した。 

 

1) コース 1 （地下水探査技術） 

 

表-6.34 研修の実施概要（コース１）（4 年次） 

日程 2014 年 8 月 25 日～8月 29 日（5日間） 

場所 ウスマダムに隣接する水公社施設 

講義：講堂、実習：ウスマダム中学校の校庭 

講師 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya、講師 Engr.Olabode、 

RWSSC コーディネーターDr Martin O. Eduvie 、研修補助員 Mr.Peter Bwankwot、

外部講師 Dr MA Danhassan、 

参加者 

26 名 

FCT ・水公社 2名 (地質技師 2) 

・水理局 1 名 (水理地質技師 1) 

エド州 ・流域管理局 3 名 (水理地質技師 3) 

オグン州 ・流域管理局 1 名 (水理地質技師 1) 

エボニ州 ・RUWASSA 1 名 (プロジェクトマネージャー1 ) 

エヌグ州 ・民間 1 名 （物理探査技師 1) 

ベヌエ州 ・流域管理局 1 名 (水理地質技師 1) 

ナサラワ州 ・RUWASSA 1 名 (技師 1 ) 

プラト―州 ・RUWASSA 1 名 (地質技師 1 ) 

クワラ州 ・RUWASSA  2 名 (水理地質技師 2) 

カドゥナ州 ・RUWASSA  2 名 (水理地質技師 2) 

クロスリバー州 ・民間 1 名 （技師 1) 

イモ州 ・流域管理局 1 名 (水理地質技師 1) 

アクワイボム州 ・RUWASSA  1 名 (水理地質技師 1) 

アダマワ州 ・流域管理局 1 名 (水理地質技師 1) 



ナイジェリア国連邦水資源研修所強化プロジェクト 
プロジェクト事業完了報告書 

 

6-22 

カノ州 ・流域管理局 1 名 (物理探査技師 1) 

カツィナ州 ・RUWASSA  2 名 (技師 2) 

ジガワ州 ・RUWASSA  1 名 (技師 1) 

ソコト州 ・流域管理局 1 名 (物理探査技師 1) 

ボルノ州 ・RUWASSA  1 名 (水理地質技師 1) 

 

研修期間は 5 日間で講義 3 日間、実習 2 日間で行った。内容は昨年度まで実施してきた内容

と同じであり変更はなかった。参加者が 26 名もおり、全員が探査機の操作を行う必要があるた

め実習作業に多少時間がかかった。 

 

2) コース 2（井戸建設管理） 

 

表 6.35 研修の実施概要(コース 2) 1 回目（第 4 年次） 

日程 2014 年 2 月 10 日～2月 14 日（5日間） 

場所 ウスマダム隣接の水公社施設 

講義：講堂、実習：ウスマダム敷地内 

講師 主任担当講師 Engr.Olabode、講師 Dr. O. O. Yaya 

RWSSC コーディネーター、研修補助員 Mr.Peter 

参加者 

18 名 

エヌグ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 2名、技師 2名) 

ケビ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 2名, 地質技師 1名、技師 1名) 

ナイジャ州 ・RUWASSA 4 名 

(水理地質技師 3名、掘削技師 1名)  

オンド州 ・WATSAN 2 名 

(水理地質技師 1名, 地質技師 1名) 

タラバ州 ・RUWASSA 4 名 

(地質技師 1名、掘削技師 1名、技師 2名) 

 

講義 3 日間、実習 2 日間合計 5 日間研修を実施した。実習は揚水試験機材、孔内検層機器、

ボアホールカメラを使用して行った。20 名参加の予定であったが、オンド州からは 4名参加の

ところ 2名のみの参加となったため全体で 18 名となった。 

 

表-6.36 研修の実施概要（コース 2）（2 回目）（第 4 年次） 

日程 2014 年 8 月 25 日～8月 29 日（5日間） 

場所 ウスマダムに隣接する水公社施設 

講義：講堂、実習：ウスマダム敷地内 

講師 主任担当講師 Dr. O. O. Yaya、講師 Engr.Olabode、 

RWSSC コーディネーターDr Martin O. Eduvie 、研修補助員 Mr.Peter Bwankwot、
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外部講師 Dr MA Danhassan、 

参加者 

26 名 

FCT ・水公社 3名 (地質技師 2) 

・水理局 1 名 (水理地質技師 1) 

・民間 1 名 (技師 1) 

エド州 ・流域管理局 2 名 (掘削技師 2) 

・NGO 2 名 (技師 3) 

オグン州 ・流域管理局 1 名 (水理地質技師 1) 

エボニ州 ・RUWASSA 1 名 (技師 1 ) 

ベヌエ州 ・流域管理局 1 名 (水理地質技師 1) 

ナサラワ州 ・RUWASSA 1 名 (技師 1 ) 

プラト―州 ・RUWASSA 1 名 (地質技師 1 ) 

クワラ州 ・RUWASSA  2 名 (水理地質技師 2) 

カドゥナ州 ・RUWASSA  1 名 (掘削技師 1) 

イモ州 ・流域管理局 1 名 (水理地質技師 1) 

アクワイボム州 ・RUWASSA  1 名 (地質技師 1) 

アダマワ州 ・流域管理局 1 名 (地質技師 1) 

カノ州 ・流域管理局 1 名 (技師 1) 

カツィナ州 ・RUWASSA  2 名 (掘削技師 2) 

ジガワ州 ・RUWASSA  1 名 (水理地質技師 1) 

ソコト州 ・流域管理局 1 名 (技師 1) 

ボルノ州 ・RUWASSA  1 名 (地質技師 1) 

・流域管理局 1 名 (地質技師 1) 

 

2 月に実施した 1 回目と同じ内容で講義 3 日間、実習 2 日間で実施した。2 回目は参加者が 27

名と 1 回目よりも 9 名増えたが、揚水試験、孔内検層、ボアホールカメラなどの実習指導なども

特に問題なく予定通り実施できた。 

 

3)コース 3（掘削技術） 

 

表 6.37 研修の実施概要(コース 3)1 回目 (第 4 年次） 

日程 2014 年 3 月 3 日～3月 13 日（11 日間） 

場所 ウスマダム隣接の水公社施設 

講義：講堂、実習：ドゥセ中学校の敷地内 

講師 主任担当講師 Engr.Olabode、講師 Dr. O. O. Yaya 

RWSSC コーディネーター 

参加者 

22 名 

エヌグ州 ・RUWASSA 4 名 

(掘削技師 2名、技師 2名) 
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ケビ州 ・RUWASSA 4 名 

(掘削技師 2名、水理地質技師 1名、地質技師 1名,) 

ナイジャ州 ・RUWASSA 4 名 

(掘削技師 2名、水理地質技師 2名)  

オンド州 ・WATSAN 6 名 

(掘削技師 1名、水理地質技師 1名、技師 4名,) 

タラバ州 ・RUWASSA 4 名 

(掘削技師 2名、地質技師 2名,) 

 

アブジャにて 11 日間研修を実施した。実習では掘削の手法や掘削の作業工程を理解するため

に、ウスマダム近くのドゥセ地区中学校の敷地内に井戸掘削を行った。各州 4 名の参加のとこ

ろオンド州からは 6名が参加した（2名は州の負担）。。 

 

表 6.38 研修の実施概要(コース 3)2 回目(第 4 年次） 

日程 2014 年 6 月 9日～6月 14 日（6日間） 

場所 ウスマダム隣接の水公社施設 

講義：講堂、実習：ウスマダムの敷地内 

講師 主任担当講師 Engr.Olabode、講師 Dr. O. O. Yaya 

RWSSC コーディネーター 

参加者 

10 名 

デルタ州 ・水資源省 7 名 

(水理地質技師 1名、地質技師 2名、技師 4名) 

クワラ州 ・民間 1 名 (掘削技師)) 

エド州 ・民間 1名 (技師)  

カドゥナ州 ・NWR1 名 (掘削技師)  

 

デルタ州水資源省 7名、民間 2名、NWRI1 名の合計 10 名が研修に参加した。NWRI からの参加

者は将来、掘削リグのオペレーターとなるとのことであった。1 回目の研修と同様に講義は掘

削手法を含む掘削全般について、実習は掘削リグを使用して実際掘削作業する上での注意点や

功利的な掘削作業について教えた。コース期間は 1回目と同様に 11 日間の予定であったが、デ

ルタ州からの参加者の都合により 6 日間に短縮した。1 日の講義数を増やすことにより、時間

割にあるすべての講義と実習の内容を行った。従い期間は短縮したものの予定の研修内容はす

べて網羅した。 

 

4) コース 4（井戸掘削機維持管理） 

 

表 6.39 研修の実施概要(コース 4) (第 4 年次） 

日程 2014 年 2 月 17 日～2月 20 日（4日間） 

場所 ウスマダム隣接の水公社施設 

講義：講堂  実習：ウスマダム敷地内 
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講師 主任講師：Engr, S.G.Sara      講師：Engr,O.T.Okabode 

外部講師：Engr,S.Oyinlala     外部講師：Mr.O.Abel 

参加者 

19 名 

エヌグ州 ・RUWASSA  4 名 

（技師 4 名 ） 

ケビ州 ・RUWASSA  4 名 

（掘削技師 1名,  技師 2 名, 地質技師 1名） 

ナイジャ州 ・RUWASSA  3 名 

（地質技師 1,  メカニック 2 ） 

オンド州 ・WATSAN     4 名 

 （技師 2名、メカニック 2名 ） 

タラバ州 ・RUWASSA  4 名 

（技師 1名,  メカニック 3名 ） 

 

研修はアブジャ市郊外のウスマダムに隣接する水公社施設にて行った。研修期間は 4日間（講

義 2日間、実習 2日間）であった。講義は NWRI の主任担当講師や担当講師が行ったが、井戸掘

削リグと高圧コンプレッサーのメンテナンス実習は前回同様に外部講師が行った。5 州から 4

名ずつ計 20 名の参加者を予定していたが、ナイジャ州からは RUWASSA の都合で 3名の参加とな

り計 19 名となった。 

 

(2) 研修終了後の評価 

1) M&E による評価 

 

①コース１（地下水探査技術） 

表 6.40 M&E による研修評価の内容（コース１）(第 4 年次) 

 評 価 項 

目 

評価が低かった項目 原 因 改 善 策 

研

修

評

価

表

に

よ

る 

Part3: 

実習に関して 

特に評価が低い項目

はなかった。 

参加者が多かったため、

測定機材を操作する時間

が短かったというコメン

トがあった。 

今までは 20 名ほどで実施

してきたが今回は 26 名と

参加者が多くなり、このよ

うなコメントがでたと思

われる。今後は全員が探査

機を操作できるようにチ

ーム分けをして少人数で

作業できる環境をつくる。

また、参加者を 20 名程度

となるように、参加者を制

限する。 
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確

認

テ

ス

ト

に

よ

る 

 ほとんどの研修参加

者は合格点を得てお

り研修の内容は理解

されている。 

 

一部内容が理解しにくか

った参加者は研修内容の

問題というよりは、参加

者の基本的な能力が低か

ったためと思われる。 

研修内容について事前に

周知しているが、再度どう

いう人向けのコースなの

かを説明する。 

 

②コース 4（井戸掘削機維持管理） 

表 6.41 M&E による研修評価の内容（コース 4）(第 4 年次) 

 評 価 項 

目 

評価が低かった項

目 

原 因 改 善 策 

研

修

評

価

表

に

よ

る 

Part3: 

実習に関して 

特に評価が低いもの

はなかった。 

一部参加者からは、エン

ジの分解・組み立てなど

の実習をして欲しいとの

要望があった。 

本コースは一般的な掘削

リグの維持管理を目的と

しているため、時間などの

制約があり難しい。 

 

2) 研修終了後の C/P との協議による評価 

 

①コース 1（地下水探査技術） 

表 6.42 C/P との協議による研修評価の内容（コース１）（第 4 年次） 

問題点 改善点・改善策 

＜小テスト及び研修評価表＞ 

文章に一部分かり難い点がある、 

次回までに小テスト及び評価表を見直し、文章を修正

し編集をする。 

 

②コース 2（井戸建設管理） 

表 6.43 C/P との協議による研修評価の内容（コース 2）（第 4 年次） 

課題 改善点・改善策 

＜実習作業の効率化ついて＞ 

2 回目の研修では、27 名もの参加者が集ま

り、実習指導などに時間を要した。 

班分けをするなどして、探査機の操作実習を班ごとに

行い、一度に全員が集まりことを避けることや参加者

を 20 人程度に減らすことを検討する。 

 

③コース 3（掘削技術） 

類似コースを C/P は長期に渡り実施してきており、参加者からの評価も高く、特に C/P との
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協議でも改善すべき点などはなかった。本コースは掘削リグを使用した井戸掘削実習があるた

め機材のメンテナンスを行うように指導した。 

④コース 4（井戸掘削機維持管理） 

表 6.44 C/P との協議による研修評価の内容（コース 4）（第 4 年次） 

課題 改善点・改善策 

＜研修内容について＞ 

参加者からは、電子制御箇所などのコンプ

レッサーの詳しい構造やエンジンのオーバ

ーホールなどより専門的なことを学びたい

との意見があった。 

より専門的な内容にすると、参加者も限られることか

ら現時点では内容の変更は難しいとの結論に達した。

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

第 7 章 成果 5 に関する進捗（第 1～4 年次） 

 

  



 



7-1 

第 7 章 成果 5 に関する進捗(第 1～4 年次) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.1  総括（成果 5） 

RWSSCの組織運営及び研修実施ためのマネジメント能力の強化のため成果 5の活動は行われた。

第 1年次では、組織運営に活用するための事務作業マニュアル・ワークプランの案を作成し、第

2年次で完成させた。第 2年次ではマニュアルの作成に加え、広報活動支援を行った。内容は広

報チームの立ち上げ、広報計画の策定、広報ツールの作成などであった。第 3年次以降、本格的

に地方での広報活動を展開する予定にしていたが、現地治安の悪化から第 3年次以降は活動場所

をカドゥナの RWSSC からアブジャへ移動し、成果 5の活動を終了することとなった。第 4年次で

は、研修コースの管理を目的として、データベースの構築を行った。また、データベースガイド

ラインを作成し、データベースの更新体制を整えた。 

 

7.2 成果 5 の進捗（第 1 年次） 

RWSSC の組織運営に係る事務作業のマニュアル/ワークプランとして「Administration and 

Office Work Manual and Plan」の原案を専門家および RWSSC スタッフとともに作成した。その原

案に基づいて RWSSC スタッフが内容の作成作業を行った。 

「RWSSC の組織運営及び研修実施マネジメント能力が向上する」 

＜指標･目標値＞ 

 2013 年 3 月までに、組織運営及び研修コース実施に係る各種事務処理が

マニュアル/ワークプランに基づいて実施される。 

 10 以上の州が RWSSC の改訂された研修の内容や開催時期について知らさ

れている。 

＜活動＞ 

5-1 RWSSC の組織的理念、目標、機能、戦略等を確認しパンフレットと

して取り纏め、地方給水･衛生関連行政機関、他ドナー、NGO 等の関

係機関に配布、周知する。 
5-2 組織運営に係る事務作業のマニュアル/ワークプラン（予算、会計、人

事＆文房具、研修広報、”5S”等）を作成する。 
5-3 RWSSC の組織体制を確立し、各スタッフの職務内容･責任･権限を明

確化する。 
5-4 RWSSC スタッフに対し、組織運営･事務処理に関連する研修を実施す

る。 
5-5 適切な職場環境を整える（事務所スペース、機材、文房具、車両等）。

5-6 研修講師、受講者、研修実績等のデータベースを構築し、定期的に更

新する体制を作る。 
5-7 連邦水資源省にカウンターパートファンドを本プロジェクトに配賦す

るよう提案する。 

成果 5 
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また、運営・事務作業マニュアルの上位に位置づけられる RWSSC の包括的なマネジメントのた

めの計画として「RWSSC マネージメント・プラン」の原案を作成した。本プランについてもその

原案に基づいて RWSSC スタッフが内容の作成作業を行った。本プランには、研修に先立つ研修受

講者募集体制（方法）について記載されている。 

JICA専門家およびRWSSC講師陣、RWSSCアドミスタッフのための事務所スペースは確保された。

日常作業を行うために必要な機材および文房具は適宜 RWSSC 主導で調達されていた。また、 研修

講師（内部講師）のデータベースを整備した。 

 

7.3 成果 5 の進捗（第 2 年次） 

活動 5-2 の成果として、第 1年次に作成された RWSSC オフィスワークマニュアルを見直し、５S

活動の項目を加えた。現職員で事務所環境の整備がより確実に進められる内容となった。 

なお、広報事務については、広報実務チーム事務マニュアル（Public Relations Work Team Office 

Work Manual)がまとめられ、広報活動計画（案）に添付された。その後、広報活動委員会（Public 

Relations Committee, PRC）が広報活動計画の細部をとりまとめた。 

 

(1)成果品の改善 

第 1年次に作成した RWWSC オフィスワークマニュアル案を見直し、５S活動の項目などを加え

た。また、RWSSC 管理計画についても C/P と内容の改善を行った。 

 

(2) 広報活動支援 

1)広報計画・組織設置 

センターの広報活動の現状と問題点を把握し、その対応策としての広報活動計画案を作成し

た。また、RWSSC 内に広報活動委員会（Public Relations Committee: PRC）、広報活動実務チ

ーム（PUBLIC RELATIONS WORK TEAM: PRWT）および訪問広報サブグループが編成され、担当ス

タッフが配置された。 

 

2)広報活動ツールの作成 

RWSSC 広報の目的で広報活動グループ（PRC および PRWT）が以下の広報活動ツールを作成し

た。 

① RWSSC パンフレット 

② RWSSC 広報用パワーポイントマテリアル 

③ RWSSC 広報活動計画(案) 

④ RWSSC 広報活動実務チーム事務マニュアル 

 

3) 広報活動を通した RWSSC 職員の能力向上 

RWSSC の広報活動を通じて、C/P に必要かつ向上を果たすべき能力として以下の項目を設定し、

能力向上のための達成目標を立てた。 

① PRC 会議の推進 

会議召集、各委員への作業の割当・履行の確認、議事録の作成・周知 

② PRWT の運営 
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会議招集、各職員の役割および日常作業の具体的説明・指示、履行の管理、必要帳票の作成 

③ 訪問広報活動の企画および実施 

訪問広報活動の重点対象組織の設定、企画の PTM への上程、訪問広報活動の実施 

 

7.4 成果 5 の進捗（第 3 年次） 

第 3 年次を開始するにあたり、PDM を改訂し成果 5 の活動のほとんどを第 2 年次で終了するこ

ととしたため、第 3年次では、成果 5に係る活動は行わなかった 

 

7.5 成果 5 の進捗（第 4 年次） 

 

(1) データベースの構築と更新体制の確立 

基本的データベースとして下記の 3つのデータベースを構築した。 

 

表-7.1 データベースの内容 

 基本構成 

受講者データベース 研修コース名、研修実施日（期間）、参加者名、性別、所属先、経験年

数、連絡先など 

研修講師データベース 研修講師名、個人情報（生年月日、年齢、資格、専門）、所属先、役職、

連絡先、担当コース 

研修内容データベース 研修コース名 

 

また、上記のデータベースに加え OJT、ToT、研修を実施するために必要な教材類をまとめデー

タベース化した。これらの教材を一括管理することにより、RWSSC の活動を通して得られた貴重

な資産の紛失を防ぎ、研修の継続的な実施に役立てることができる。 

これらのデータベースの運営管理については、データベースガイドラインを作成し、データベ

ース担当の役割、更新手順などデータベースの運営管理の方法などまとめた。今後は任命された

データベース担当者がデータベースの更新をおこなっていくこととなるが、8月に実施された研

修データの更新などは問題なくできており、来年以降もデータを更新できる体制は整っている。 

 

(2) NWRI から連邦水資源省への活動予算の配布の働きかけ 

本プロジェクト終了後も RWSSC が継続的に活動予算を確保していくために必要な活動について、

2月に開催された JCC にて議論した。第 3年次においては活動予算は確保されていたが、第 4年

次以降も RWSSC の活動に必要な予算を得るために、連邦水資源省へ働きかけを行っていくように

NWRI へ依頼した。研修所長からは連邦水資源省より優先的に予算配賦を受けており今後も問題な

いとの返答を得た。また、研修参加者の促進ついての活動については、これまで年間の研修計画

を、関係機関（連邦水資源省、流域管理事務所、州水資源省、州水公社、RUWASSA）に配布(郵便)

し、また研修毎には再度、募集要項を関係機関へ送付 (郵便)している。可能性のある機関へは電

話連絡なども行い参加を促している。また、National Water Council などの会議や講習会などお
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いても積極的に広報活動をおこなっている。2014 年 8 月の研修においては州の予算で 53 名の参

加者を送っていており、これらの広報の成果が表れていると思われる。これからも、これらの広

報活動を継続していく。 

 

(3) 広報資料の改訂 

当初の活動予定にはなかったが、第 2年次で作成した広報ツールのうち、広報パンフレットを

改訂した。改訂は 2013 年に調達整備された研修機材の写真の取り込み、研修機材による研修内容

を追加した。今後はこの改訂したパンフレットを印刷して広報活動に活用する。 



 

 

 

 

 

 

 

第 8 章 プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓 
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第 8 章 プロジェクト実施運営上の課題・工夫・教訓 

8.1 課題・工夫 

(1)アブジャでの研修実施に関する工夫 

第 3 年次よりカドゥナからアブジャへプロジェクトサイトを移動し、アブジャにて研修を実施

した。研修講師を含む C/P は全員カドゥナの NWRI に勤務しており、研修があるときにだけアブジ

ャへ来るため常に日本人専門家と共同で作業をすることができなくなった。特に C/P がアブジャ

での研修準備に充てられる時間が限られてしまった。効率的に研修準備を行うため、C/P と日本

人専門家の仕事の分担を明確にし準備作業を行うことにより問題なく研修が実施できた。たとえ

ば、C/P は講義の教材の内容をチェックし、日本人専門家は実習内容をチェックするなど。また、

研修実施後の研修評価を行うときなどは、評価結果についてのお互いのコメント事前にメールで

やりとりし、評価にかかる時間を削減した。 

 

(2)機材の OJT での工夫 

研修機材の調達が遅れ、第 3 年次から機材を使った研修が始まった。また、治安の悪化により

カドゥナの NWRI よりアブジャへ活動場所を移動し、上記の研修ばかりでなく、研修機材の使用

法・維持管理に関する OJT などもアブジャにて行うことになった。OJT 受講者の C/P（講師、研修

補助員）はカドゥナに滞在しており頻繁にアブジャへ来ることができない問題が発生した。その

ため掘削リグを含む機材をカドゥナへ移動させ、NWRI の既存コースで使用させることにより、機

材を使う機会を増やし、習得させる工夫をした。これにより、機材調達は予定より遅れたものの、

プロジェクト終了までに研修機材を問題なく操作・維持管理できるようになった。また、研修機

材の維持管理に関してもスペア―パーツリストや維持管理マニュアルを活用することにより年度

ごとのメンテナンス計画を策定して維持管理費用を予算計上することができている。 

 

8.2 課題と教訓 

(1) C/P の年齢と NWRI の新規雇用の遅れ 

C/P(研修講師)はすでに講師として 20 年以上の経験を持っており、特に講師の能力強化のため

の ToT 実施に関して問題はなかった。C/P は新規に調達した研修機材については不慣れなため、

これらの機材を効率用よく研修に活用することに重点をおき ToT をおこなった。 

第 2 年次、第 3 年次は日本人専門家が C/P へ ToT 実施し、第 4 年次は第 3 年次まで ToT を受講

した C/P が新規講師に対して ToT を実施する予定であったが、NWRI が予定する新規雇用に対して

財務省の最終承認が得られず実施できなかった。新規講師に対する採用は第 3 年次には決定して

いたため、上記の計画を立てていたが予定通りには進まなかった。本件に限らず「ナ」国では予

算執行など決定に非常に時間がかかる。教訓としてはプロジェクト開始前に新規の講師を含めC/P

を決定するように「ナ」国側へ申し入れをすべきであった。 

 

 (2)JICA 現地国内研修費を使った研修実施 

研修受講者の評価は非常に高く、質の高い研修ができていると考える。研修実施後は M&E 計画

に沿って研修評価を行い、研修改善を実施している効果が表れている。講師の研修実施能力は高
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いが、一方で第 4 年次までに実施した研修の受講者の 75％が JICA 現地国内研修費を使って参加

しており、州予算で来ている受講者の割合は少なかった。研修を実施することは RWSSC 講師の能

力強化や研修の質を高めるために必要であるため現地国内研修費を活用したが、これにより、「ナ」

国側には研修参加費用は JICA が負担してくれるという考えになってしまったところがある。 

終了時評価でも「現地国内研修費を活用する有利点。負利点」について述べられており、たと

え参加者が集まらなくても当初から NWRI が自助努力をする姿勢を促すことが必要であった。 

 

(3) プロジェクト活動の修正と PDM 

プロジェクトサイト（カドゥナ）の治安悪化により、第 3年次より活動場所を首都（アブジャ）

へ移した。このため、成果 5 の活動のほとんどを第 2 年次で終了することとして、PDM を改訂し

た。また、カドゥナを含む地方での治安悪化により、地方で展開する予定の広報・啓発活動など

を第 2年次で終了することとした。これにより研修参加者の促進が十分に行われなかった。 

上記のように第 3 年次から活動内容を大きく変更したにも関わらず、成果の目的は変更してお

らず、本来必要な活動がなく成果を達成するという PDM となってしまった。第 3 年次にプロジェ

クトを再開するにあたり、当初予定した活動ができなくなることを配慮して、活動成果の内容そ

のもの含め PDM を改訂すべきであった。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

第 9 章 提言 
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第 9 章 提言 

これまでの本プロジェクト活動を踏まえ、上位目標の達成に向け以下のことを提言する。 

 

9.1 持続的な研修実施に係る提言 

(1) 研修参加者の確保と広報活動 

プロジェクト期間中 405 名の参加者に研修を実施したが、ほとんどが JICA の現地国内研修費を

使って参加した RUWASSA 職員であり、州予算での参加者は少なかった。4年次には 53 名が州予算

で参加しており、状況の改善はみられるものの持続的な研修参加者の確保は急務である。 

終了時評価では「FMWR から各州への、RWSSC における研修のための予算割り当ての奨励」の提

言がされているが、RWSSC としても現在実施している広報活動(7.5 (2)記載)を継続して、研修参

加者の確保にできる限りの努力をすべきである。 

 

(2) 新規講師、研修補助員の確保 

4 年次には新規講師への OJT, ToT を予定していたが財務省の最終承認が得られず、研修対象者

となる新規講師を雇用できなかったため、実施できなかった。OJT マニュアルや ToT 教材などは

すべてデータベースに保存して、すぐに使用できる状況になっており、新規講師が配置されれば

直ちに研修能力強化のための ToT を実施できる体制は整っている。現在の RWSSC の研修講師は 50

歳以上と高齢であり、若い講師の確保と育成が課題となっている。新規の講師、研修補助員が配

置されたら、直ちに OJT 及び ToT を実施することが望まれる。 

新規雇用についての重要性については終了時評価でも「スキル/知識の若い世代への移転が必要

である」として提言がされている。 

 

9.2 研修ニーズと新規研修コースに係る提言 

4 年次にナイジャ州 RUWASSA において研修ニーズ調査を実施した。1年次にも同様な調査を実施

したが、研修ニーズ内容はほぼ同じであるものの、研修に対する新しいニーズも現れている。1

州のみの結果から判断することは難しいので、来年度以降実施する 6 州（ケッビ、カツィナ、バ

ウチ、タラバ、オンド、エヌグ）の研修ニーズ調査を踏まえ新規の研修コースの必要性を検討し

て欲しい。現場のニーズに即した研修を実施することにより、参加者促進につながると考える。 

 

9.3 RWSSC の機能強化に係る提言 

(1) アドミマニュアルの活用 

現地治安の悪化から第 3 年次より活動場所をアブジャへ移し、研修もアブジャで実施するよう

になり、カドゥナに滞在するアドミスタッフがアブジャでの研修準備作業や研修実施支援作業に

直接携われず、第 1、2年次に作成したアドミマニュアルが十分に活用されている状況とは言い難

い。今後は研修はカドゥナで行われるようになることから、研修準備や研修のための事務処理に

おいてこれらマニュアルを役立てて欲しい。 
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(2) 研修データベースの更新 

4 年次に研修データベースを構築し、データベース担当者を決め更新する体制を整えた。現在

までは更新は適切に行われているが、今後も中断することなく作業を継続していくとのが望まれ

る。 

 

(3) 活動予算の確保 

プロジェクト期間中は連邦水資源省から問題なく活動予算は配賦されていた。プロジェクト終

了後も継続して活動を実施するために引き続き、予算の確保に努めることが重要である。 

 

9.4 地方給水衛生状況の改善に向けた関係機関の取り組み 

地方部の給水環境の改善は人材育成のみでは達成できない。上位目標を達成するためにはRWSSC

のみならず、FMWR や RUWASSA の努力が不可欠である。 

終了時評価でも FMWR/RUWASSA に対する提言として「上位目標に達成するための多様な努力継続

の必要性」に言及し、「ナ」国側の予算の割り当て、RUWASSA による継続的な井戸モニタリングや

リハビリ、スペアパーツの供給体制の確立、WASHCOM による給水施設の維持管理の改善などの努

力を継続することを提案している。 

 

9.5 終了時評価からの提言への対応 

終了時評価団より NWRI/RWSSC に対して下記の３つの提言がされている。このうち(1),(3)は上

記の提言と重複しているが今後、適切に対応していくことが必要である。 

 

(1)ニーズアセスメントの継続 

(2)長期コースの実現 

(3)スキル/知識の若い世代への移転 

 



 

 

 

 

添 付 資 料 

 

1.プロジェクト・デザイン・マトリックスの変遷 

2.投入実績 

2-1 JICA からの投入 

 a.業務人月表（1－4 年次）予定と実績比較 

 b.機材引き渡し証 

 c.現地業務費（1－4 年次） 

2-2 NWRI からの投入（カウンタパートリスト） 

3.会議録（JCC 議事録(1～5)） 

4.収集資料リスト 
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連邦水資源研修所（NWRI)における地方給水・衛生キャパシティデベロップメントセンター（RWSSC)の機能強化プロジェクト/RWSSCプロジェクト PDM　Ver. 1

地方給水・衛生キャパシティデベロップメントセンター（RWSSC)-連邦水資源研究所（NWRI）、カドゥナ州カドゥナ市 2009/3/19

2009年７月1日～2013年3月31日

外部条件
Important Assumptions

地方給水・衛生計画に基づいて、地方給水・衛生
セクターに必要な資本が投入されり

1.

政府及びその他の機関が地方給水・衛生分野の
スタッフをRWSSC研修に送り続ける

2.

3.

4.

5.

1-１.

1-２. 人材
人材

1-３.

1-４.

1-５.

2-1.

2-2.

2-3. 機材
施設・機材

2-4. プロジェクトオフィス、会議室、必要な機材

2-5. ローカルコスト

2-6.

3-1 研修

3-2 本邦研修、第三国研修

3-3

3-4

3-5

3-6

4-1

4-2

4-3

4-4

5-1

前提条件

5-2
RWSSCの施設・建物が整備され、職員と予算が
配置されている

5-3

5-4

5-5

5-6

5-7 RWSSCのホームページの作成及びその他必要な広報活動を
行う

総括/村落給水/研修計画
水利地質 / 地下水開発
井戸掘削技術 / 削井機械
揚水施設/井戸維持管理
物理探査 /解析
機械設備/ 維持管理
住民啓蒙 /村落開発
衛生啓発

訓練用掘削リグ及び関連機材
井戸改修用機材
物理探査用機材
モニタリング機材
コンピューター類
車両
OA機器

ロジ及びアドミニ関連業務のマニュアル/ワークプラン（予算、会
計、人事＆文房具、研修広報、”５S”等）を作成する

RWSSCの各スタッフの職務内容を明確にして、割り当てる

RWSSCスタッフに適切なマネージメント研修を実施する

適切な職場環境を整える（事務所のスペース、機材、文房具、
車両など）

研修の準備し、州、LGA、コミュニティレベルの関係機関に研修
を実施する

研修コース、研修モジュール、教材、講師、受講者等に対して、
モニタリング・評価計画に基づいて評価を行い、必要に応じて
改訂する

プロジェクトダイレクター
プロジェクトマネージャー
コーディネーター (ハンドポンプ)
コーディネーター(地下水)
コーディネーター (キャパシティアセスメント)
コーディネーター(掘削)
コーディネーター (情報･文書)
コーディネーター(雨水)
コーディネーター (コミュニティ開発)
コーディネーター(衛生)
アドミニストレーションスタッフ
会計
秘書/タイピスト
事務員
制度分析
井戸掘削技術(2名）
メカニック  　　　　　　　　　（計19名）

研修講師、受講者、研修実績等のデータベースをまとめる

研修に必要な機材リストを作成し、調達する

機材の利用法・メンテナンスに関するユーザーマニュアルを作
成する

機材の利用法・メンテナンスについて、利用者に対してOJT研
修を行う

RWSSC内部及び外部講師のデータを整理する（資格、技能、役
割、仕事量など）

ToTプログラムを作成する

ToTプログラムと実施状況を評価する

研修講師のデータベースを作成し、管理する

既存の研修教材を分析して、改訂する

新規コースに必要な教材を開発する

モニタリング・研修計画を必要に応じて改訂する

RWSSCの組織的理念、目標、機能、戦略等を確認し、地方給
水・衛生関連行政機関、他ドナー、NGO等の関係機関に周知す
る

キャパシティ・アセスメントの手順を決め、調査対象機関を選定
する（NWRI、州、LGA、コミュニティレベル）

選定された機関に対しキャパシティ･アセスメント調査を実施し、
報告書を作成する

関係機関のワークショップを開催し、キャパシティアセスメント報
告書を発表し、内容を更新する

キャパシティ・アセスメント活動をレビューし、その内容を研修シ
ステムに反映させる

研修コース、研修モジュール、教材、講師、受講者等のモニタリ
ング・評価計画を策定する

RWSSCのマネージメント能力が向上する

主要な関係機関にキャパシティ・アセスメント報告書を配布する

既存の研修プログラム、研修コース、モジュールを分析し、キャ
パシティ・アセスメントの結果に反映させるような内容にする

ToT用の教材を作成する

ToTを実施する

5.1　2013年3月までに、ロジ及びアドミニ関連事務処理がマ
ニュアル/ワークプランに基づいて実施されている
5.2　計画通りに予算が供与され、実行される
5.3　2013年3月までに、情報提供活動が定期的に、また、必
要に応じて実施されている（Webページの更新を含む）

5.1ロジ及びアドミニ事務処理マニュアル、ワークプラン、職
務内容規定、研修講師、受講者、研修実績のデータベー
ス、アドミニスタッフに対するアンケート調査
5.2予算及び会計監査報告書
5.3WEBページ

活　動　Activities
投　入　Inputs

日本側 ナイジェリア側

地方給水・衛生分野の研修講師の能力が強化される 3.1　80％以上の受講者が講師の能力が適切であると評価
する
3.2　スーパーバイザー（RWSSCのマネージャーとJICA専門
家）がToT受講者の能力が知識、態度、技能の点で向上した
と評価する

3.1　受講者の評価、チェックリスト
3.2　スーパーバイザーの評価, ToT報告書、チェックリス
ト、研修年次報告（2010、2011、2012）

研修がPlan-Do-Check-Act (PDCA)サイクルに基づいて実施さ
れる

4.1　研修活動、研修モジュール、研修プログラム、教材、機
材整備、講師、受講生に対して、M&E計画に基づいて、M&E
が行われている
4.2　M&E結果をフィードバックする手続きが2010年の研修サ
イクルより実施されている

4.1　M&E計画、M&E報告書
4.2　研修年次報告（2010、2011、2012）

RWSSC(NWRI)及び州、LGA、コミュニティレベル地方給水・衛生
に関する関係者のキャパシティギャップが明らかになる

1.1　キャパシティ・アセスメント報告書がプロジェクト初年度
に作られ、終了時までに更新されている
1.2　ドナーを含むRWSS関係者がRWSS組織のキャパシ
ギャップの内容を共有している

1.1　キャパシティアセスメント報告書
1.2　ワークショップ議事録

現場のニーズに適応し、効果的な研修システム（モジュール、
教材、機材など）が開発される

2.1　RWSSCの研修戦略が明確になっている
2.2　2010年6月までに、研修モジュール・プログラムに基づ
いて改訂または開発されたテキストを含む教材が研修に活
用されている。
2.2　研修モジュールとプログラムに従って、研修に必要な機
材が管理され、研修に利用可能な状態となっている

2.1　研修モジュール、プログラム、研修年次計画、改訂/
開発された教材
2.2　機材リスト

上位目標 Overall Goal

地方給水・衛生関係者の能力強化を通じて地方給水サービスが改
善される

1. 2018年までに、全国の地方給水アクセス率が100％となる
2. 地方給水・衛生分野の関係機関の能力がプロジェクト開
始時の2009年と比べて向上している

１．統計局データ
２．キャパシティアセスメント報告書

プロジェクト目標 Project Purpose

地方給水・衛生キャパシティデベロップメントセンター（RWSSCセン
ター）の機能が確立する

１．地方給水・衛生に係る研修が研修プログラムに準じて遅
滞なく実施されている
２．2013年3月までに、地方州RUWASSA職員及び州水資源
局職員400人がRWSSCの研修を受けている
３．RWSSCの研修受講者の満足度が2013年までにプロジェ
クト開始時より70％増加している。
４．RWSS組織のRWSS研修コースへの評価がプロジェクト開
始時より高まっている。

１．研修モジュールとプログラム、研修年次報告（2010、
2011、2012）、M&E報告書
２．研修受講者のデータベース
３．研修受講者評価
４．選定された関係機関機関へのアンケート調査

プロジェクト・デザイン・マトリックス

プロジェクト名：

ターゲットグループ：

実施期間：

プロジェクトの要約
Narrative Summary

指　　標
Objectively Varifiable Indicators

入手手段
Means of Verification
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地方給水・衛生キャパシティデベロップメントセンター（RWSSC)-連邦水資源研究所（NWRI）、カドゥナ州カドゥナ市

2010年3月～2013年11月

外部条件
Important Assumptions

地方給水・衛生計画に基づいて、地
方給水・衛生セクターに必要な資本
が投入される

1.
政府及びその他の機関が地方給水・
衛生分野のスタッフをRWSSC研修に送
り続ける

2.

3.

4.

5.

1-1

1-2 人材
人材

1-3

1-4

2-1

2-2

2-3

2-4 機材 施設・機材

2-5 プロジェクトオフィス、会議室、必要な機材

2-6 ローカルコスト

2-7

3-1 研修

3-2 本邦研修、第三国研修

3-3

3-4

3-5

3-6

4-1

4-2

4-3

4-4

5-1

前提条件

5-2 RWSSCの施設・建物が整備され、職員
と予算が配置されている

5-3

5-4

5-5

5-6

5-7

プロジェクト名：

ターゲットグループ：

実施期間：

プロジェクトの要約
Narrative Summary

指　　標
Objectively Varifiable Indicators

入手手段
Means of Verification

上位目標 Overall Goal

地方給水・衛生関係者の能力強化を通じて地方給水サービスが改善され
る

1. 2018年までに、全国の地方給水アクセス率が100％となる
2. プロジェクト開始前（2009年）と比べ、年間給水施設建設数が増加する。
3. WASHCOMが設立され、井戸稼働率がプロジェクト開始前と比べ向上する。

１．統計局データ
２．キャパシティアセスメント報告書

地方給水衛生セクター関係者(RWSSC/NWRI及び州水資源省、
RUWASSA、LGA、WASHCOM等）のキャパシティギャップが明らかにな
る

1.1　キャパシティ・アセスメント報告書がプロジェクト初年度に作られ、終了時までに
更新されている
1.2　ドナーを含むRWSS関係者がRWSS組織のキャパシギャップの内容を共有している

1.1　キャパシティアセスメント報告書
1.2　ワークショップ議事録

プロジェクト目標 Project Purpose

地方給水・衛生キャパシティデベロップメントセンター（RWSSCセン
ター）が効率的に運営される

1．地方給水・衛生に係る研修が研修プログラムに準じて遅滞なく実施されている
2．2013年5月までに、地方州RUWASSA職員及び州水資源局職員400人がRWSSCの研修を受け
ている
3．RWSS組織のRWSS研修コースへの評価がプロジェクト開始時より高まっている。

１．研修モジュールとプログラム、研修年次報告（2011、
2012、2013）、M&E報告書
２．研修受講者のデータベース
３．研修受講者評価
４．選定された関係機関機関へのアンケート調査

現場のニーズに適応し、効果的な研修システム（モジュール、教
材、機材など）が開発される

2.1　RWSSCの研修戦略を確立し2010年中に発表する
2.2　研修カリキュラム・モジュールが策定され、それに従って改訂または開発されたテ
キストを含む教材が、2010年9月までに研修に活用される。
2.3　研修カリキュラム・モジュールに従って、研修に必要な機材が整備され、研修に活
用される

2.1　研修モジュール、プログラム、研修年次計画、改訂/開発
された教材
2.2　機材リスト

地方給水・衛生分野の研修講師の能力が強化される 3.1　80％以上の受講者が講師の能力が適切であると評価する
3.2　RWSSCのマネージャーとJICA専門家がToT受講者の能力が知識、態度、技能の点で向
上したと評価する

3.1　受講者の評価、チェックリスト
3.2　スーパーバイザーの評価, ToT報告書、チェックリスト、
研修年次報告（2011、2012、2013）

研修がPlan-Do-Check-Act (PDCA)サイクルに基づいて実施される 4.1　M&E計画に基づいて研修システム（カリキュラム、モジュール、教材、機械等）、講
師、受講生のモニタリング及び評価（M&E）が行われている
4.2　2012年中にM&Eの結果を反映し、研修システムの見直し作業を行い、センター年間活
動報告書に記録を残す。

4.1　M&E計画、M&E報告書
4.2　研修年次報告（2011、2012、2013）

研修システム、講師、受講者に対するM&E計画を策定する

RWSSCの組織運営及び研修実施マネージメント能力が向上する 5.1　2013年3月までに、組織運営及び研修コース実施に係る各種事務処理がマニュアル/
ワークプランに基づいて実施されている
5.2　年間研修計画に基づいて予算が配賦され、適時適切に予算が執行される
5.3　年間研修計画に基づいて各研修コースの募集が適時に行われる
5.4　2013年3月までに、ホームページの公開・更新を含めた広報・情報提供活動が行われ
る

5.1ロジ及びアドミニ事務処理マニュアル、ワークプラン、職
務内容規定、研修講師、受講者、研修実績のデータベース、ア
ドミニスタッフに対するアンケート調査
5.2予算及び会計監査報告書
5.3WEBページ

活　動　Activities
投　入　Inputs

日本側 ナイジェリア側

RWSSCの研修戦略を策定し、「RWSSCミッション」として取り纏め
る
既存の研修カリキュラム、研修モジュール、研修コース内容を分
析し、キャパシティ・アセスメントの結果に反映させた内容に改
訂する
既存の研修教材を分析し、現場ニーズに即した内容に改訂する

プロジェクトダイレクター、プロジェクトマネージャー
コーディネーター (ハンドポンプ)
コーディネーター(地下水)
コーディネーター (キャパシティアセスメント)
コーディネーター(掘削)
コーディネーター (情報･文書)
コーディネーター(雨水)
コーディネーター (コミュニティ開発)
コーディネーター(衛生)
アドミニストレーションスタッフ
会計、秘書/タイピスト、事務員
制度分析、井戸掘削技術(2名）、メカニック
（計19名）

ToTプログラムと実施状況を評価する

研修講師のデータベースを作成し、管理する

新規コースに必要な教材を作成する

キャパシティ・アセスメントの手順を決め、調査対象機関を選定
する（RWSSC/NWRI、州水資源省、RUWASSA、LGA、WASHCOM等コミュ
ニティレベル）

選定された機関に対しキャパシティ･アセスメント調査を実施し、
報告書（案）を作成する

関係機関を集めてのワークショップを開催し、キャパシティアセ
スメント報告書を発表し、内容を更新する

主要関係機関にキャパシティ・アセスメント報告書を配布する

モニタリング・評価計画を必要に応じて改訂する

RWSSCの組織的理念、目標、機能、戦略等を確認しパンフレットと
して取り纏め、地方給水・衛生関連行政機関、他ドナー、NGO等の
関係機関に配賦、周知する

研修に必要な機材リストを作成し、調達する

機材の利用法及び維持管理に関するユーザーマニュアルを作成す
る

機材の利用法及び維持管理について、利用者に対してOJT(On the
Job Training)研修を行う

RWSSC内部講師及び外部講師のデータを整理する（資格、技能、役
割、仕事量など）

ToTプログラムを作成する

ToT用の教材を作成する

ToTを実施する

研修講師、受講者、研修実績等のデータベースを構築し、定期的
に更新する体制を作る

RWSSCのホームページの作成及び研修受講者募集体制を構築し、そ
の他必要な広報活動も行う

総括/村落給水/組織・事業運営
副総括/水理地質 / 地下水開発
井戸掘削技術
井戸診断・リハビリ/井戸維持管理
物理探査 /解析
機械設備/ 維持管理
村落開発 /衛生啓発
調達監理計画

訓練用掘削リグ及び関連機材、井戸改修用機材
物理探査用機材、モニタリング機材
コンピューター類、車両、OA機器

組織運営に係る事務作業のマニュアル/ワークプラン（予算、会
計、人事＆文房具、研修広報、”５S”等）を作成する

RWSSCの組織体制を確立し、各スタッフの職務内容・責任・権限を
明確化する

RWSSCスタッフに対し、組織運営・事務処理に関連する研修を実施
する
適切な職場環境を整える（事務所のスペース、機材、文房具、車
両等）

関係者（州水資源省、RUWASSA、LGA等）を対象とした研修を実施
する

M&E計画に基づいて研修システム、講師、受講者等を評価し、その
結果を研修システムや講師の講義手法やプレゼン能力の向上、受
講者選定基準等に反映させる
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地方給水・衛生キャパシティ・ディベロップメント・センター（RWSSC）-連邦水資源研修所（NWRI）、カドゥナ州カドゥナ 実施期間 :  2010年3月～2013年11月

外部条件

1. 無償資金協力事業を実施した州において、その州技術者がRWSSCで
の研修に参加する前と比べて、地方給水施設の稼働率が上がる

1. 統計局データ/対象州のRUWASSAのデータ

1.
2.

研修参加者の研修に対する評価が、プロジェクト開始時よりも高くなって
いる。
プロジェクト終了までに、RWSSCでの研修に参加した地方給水・衛生関
係者の数が 400人になっている。

1.
2.

研修受講者評価結果
研修受講者のデータベース

RWSSCの研修を受けた参加者が自分の職場で
働き続ける
無償資金協力事業が実施された特定州に於い
て、地方給水・衛生関連の予算が、同州の技術
者が研修に参加する前と比べて減少しない。

1. 1.1

1.2

キャパシティ・アセスメント報告書がプロジェクト初年度に作られ、終了時
までに更新されている
ドナーを含むRWSS関係者がRWSS組織のキャパシギャップの内容を共
有している

1.1
1.2

キャパシティ・アセスメント報告書
ワークショップ議事録

政府及びその他の機関が地方休止・衛生分野
のスタッフをRWSSC研修に送り続ける

2. 2.1
2.2

2.3

RWSSCの研修戦略を確立し2010年中に発表する
研修カリキュラム・モジュールが策定され、それに従って改訂または開発
されたテキストを含む教材が、2010年9月までに研修に活用される
研修カリキュラム・モジュールに従って、研修に必要な機材が整備され、
研修に活用される

2.1

2.2

研修モジュール、プログラム、研修年次計画、改訂/開発された教材
機材リスト

3. 3.1
3.2

80％以上の受講者が講師の能力が適切であると評価する
RWSSCのマネージャーとJICA専門家がToT受講者の能力が知識、態
度、技能の点で向上したと評価する

3.1
3.2

受講者の評価、チェックリスト
スーパーバイザーの評価、TOT報告書、チェックリスト、研修年次報告
(2011, 2012, 2013),

4. 4.1
 
 

4.2

M&E計画に基づいて研修活動、研修モジュール、研修プログラム、教材、
機材整備、講師、受講生に対して、モニタリング・評価（M&E）計画に基づ
いて、M&Eが行われている
2012年中にM&Eの結果を反映し、研修システムの見直しを行い、セン
ター年間活動報告書に記録を残す

4.1
4.2

M&E計画,、M&E報告書
研修年次報告 (2011, 2012, 2013)

5 . 5.1
5.2

2013年3月までに、ロジ及びアドミニ関連事務処理がマニュアル/ワークプ
ランに沿って実施される。
XXXX以上の州がRWSSCの改訂された研修の内容や開催時期につい
てしらされている。

5.1

5.2

ロジ及びアドミニ事務処理マニュアル、ワークプラン、初k無内容規定、研
修講師、受講者、研修実績のデータベース、アドミニスタッフに対するアン
ケート調査
州政府へのアンケート

1.1 人材 人材

1.2

1.3

1.4

2.1

2.2

2.3

2.4
研修

施設・機材

2.5
本邦研修、第三国研修

- プロジェクト・オフィス、会議室、必要な機材

2.6

2.7

3.1 機材 ローカルコスト

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

4.1

4.2

4.3

4.4

5.1
前提条件

5.2 RWSSCの施設・建物が整備され、職員と予算
が配置されている

5.3

5.4

5.5

5.6

5.7

5.8

5.9

5.10

RWSSCの新しい研修の内容を説明し、彼らが技
術者を研修に遅れるよう予算を確保するよう説明
連邦水資源省にカウンターパートファンドを本プロ
ジェクトに配賦するよう連邦水資源省に提案す
る。

外部条件

外部条件

RWSSCの組織体制を確立し、各スタッフの職務
内容・責任・権限を明確化する

RWSSCスタッフに対し、組織運営・事務処理に関
連する研修を実施する
適切な職場環境を整える（事務所のスペース、機
材、文房具、車両等）

研修講師、受講者、研修実績等のデータベースを
構築し、定期的に更新する体制を作る

毎年、詳細な年間研修計画 /RWSSC活動計画を
作成する。
ウェブページやパンフレットと言った広報ツールを
作成する。

研修システム、講師、受講者に対するM&E計画を
策定する

関係者（州水資源省、RUWASSA、LGA等）を対
象とした研修を実施する

M&E計画に基づいて研修システム、講師、受講者
等を評価し、その結果を研修システムや講師の講

プ ゼモニタリング・評価計画を必要に応じて改訂する

RWSSCの組織的理念、目標、機能、戦略等を確
認しパンフレットとして取り纏め、地方給水・衛生

組織運営に係る事務作業のマニュアル/ワークプ
ラン（予算、会計、人事＆文房具、研修広報、”５S”

訓練用掘削リグ及び関連機材、井戸改修用機材
物理探査用機材、モニタリング機材
コンピューター類、車両、OA機器ToT用の教材を作成する

ToTを実施する

ToTプログラムと実施状況を評価する

研修講師のデータベースを作成し、管理する

活動
投入

日本側 ナイジェリア側

新規コースに必要な教材を作成する

研修に必要な機材リストを作成し、調達する

機材の利用法及び維持管理に関するユーザーマ
ニュアルを作成する

機材の利用法及び維持管理について、利用者に
対してOJT(On the Job Training)研修を行う

 RWSSC内部講師及び外部講師のデータを整理
する（資格、技能、役割、仕事量など）

ToTプログラムを作成する

キャパシティ・アセスメントの手順を決め、調査対
象機関を選定する（RWSSC/NWRI、州水資源
省、RUWASSA、LGA、WASHCOM等コミュニ
ティレベル）

選定された機関に対しキャパシティ･アセスメント
調査を実施し、報告書（案）を作成する

-総括/村落給水/組織・事業運営
'-副総括/水理地質/地下水開発
'-井戸掘削技術
'-井戸診断・リハビリ/井戸維持管理
'-物理探査/解析
'-機械整備/維持管理
'-村落開発/衛生啓発
'-調達管理計画

- プロジェクト・ディレクター /  プロジェクト・マネージャー
- コーディネーター (ハンドポンプ)
- コーディネーター (地下水)
- コーディネーター (キャパシティ・アセスメント)
- コーディネーター (掘削)
- コーディネーター (情報・文書)
- コーディネーター (雨水)
- コーディネーター (コミュニティ開発)
- コーディネーター (衛生)
アドミニストレーション・スタッフ

関係機関を集めてのワークショップを開催し、キャ
パシティアセスメント報告書を発表し、内容の改訂
を行う主要関係機関にキャパシティ・アセスメント報告書
を配布する

RWSSCの研修戦略を策定し、「RWSSCミッショ
ン」として取り纏める
既存の研修カリキュラム、研修モジュール、研修
コース内容を分析し、キャパシティ・アセスメントの
結果に反映させた内容に改訂する既存の研修教材を分析し、現場ニーズに即した内
容に改訂する

現場のニーズに適応し、効果的な研修システム
（モジュール、教材、機材など）が開発される

地方給水・衛生分野の研修講師の能力が強化さ
れる

研修がPlan-Do-Check-Act (PDCA)サイクルに基
づいて見直される

RWSSCの組織運営及び研修実施マネージメント
能力が向上する

活動
投入

日本側 ナイジェリア側

上位目標
地方給水・衛生関係者の能力強化を通じて地方給水
サービスが改善される

プロジェクト目標
地方給水・衛生キャパシティデベロップメントセンター
（RWSSCセンター）が効率的に運営される

アウトプット

地方給水衛生セクター関係者(RWSSC/NWRI及
び州水資源省、RUWASSA、LGA、WASHCOM
等）のキャパシティギャップが明らかになる

プロジェクト名 : 連邦水資源省研修所機能強化プロジェクト
ターゲット・グループ :

プロジェクトの要約 指標 指標入手手段

A1-3



 



PDM　Ver. 3.0
地方給水・衛生キャパシティ・ディベロップメント・センター（RWSSC）-連邦水資源研修所（NWRI）、カドゥナ州カドゥナ 実施期間 :  2010年3月～2014年11月

外部条件

1. 無償資金協力事業を実施した州において、その州技術者がRWSSCでの
研修に参加する前と比べて、地方給水施設の稼働率が上がる

1. 統計局データ/対象州のRUWASSAのデータ

1.
2.

研修参加者の研修に対する評価が、プロジェクト開始時よりも高くなって
いる。
プロジェクト終了までに、RWSSCでの研修に参加した地方給水・衛生関

係者の数が350人になっている。

1.
2.

研修受講者評価結果
研修受講者のデータベース

RWSSCの研修を受けた参加者が自分の職場で
働き続ける
無償資金協力事業が実施された特定州に於い
て、地方給水・衛生関連の予算が、同州の技術
者が研修に参加する前と比べて減少しない。

1. 1.1

1.2

キャパシティ・アセスメント報告書がプロジェクト初年度に作られ、終了時
までに更新されている
ドナーを含むRWSS関係者がRWSS組織のキャパシギャップの内容を共
有している

1.1
1.2

キャパシティ・アセスメント報告書
ワークショップ議事録

政府及びその他の機関が地方休止・衛生分野
のスタッフをRWSSC研修に送り続ける

2. 2.1
 

2.2

研修カリキュラム・モジュールが策定され、それに従って改訂または開発
されたテキストを含む教材が、2010年9月までに研修に活用される
研修カリキュラム・モジュールに従って、研修に必要な機材が整備され、
研修に活用される

2.1
2.2

研修モジュール、プログラム、研修年次計画、改訂/開発された教材
機材リスト

3. 3.1
3.2

80％以上の受講者が講師の能力が適切であると評価する

RWSSCのマネージャーとJICA専門家がToT受講者の能力が知識、態
度、技能の点で向上したと評価する

3.1
3.2

受講者の評価、チェックリスト
スーパーバイザーの評価、TOT報告書、チェックリスト、研修年次報告(2011,
2012, 2013),

4. 4.1
 
4.2

M&E計画に基づいて研修活動、研修モジュール、研修プログラム、教材、
機材整備、講師、受講生に対して、M&Eが行われている。
2012年中にM&Eの結果を反映し、研修システムの見直しを行い、セン
ター年間活動報告書に記録を残す

4.1
4.2

M&E計画,、M&E報告書

研修年次報告 (2011, 2012, 2013)

5 . 5.1
 

5.2

2013年3月までに、ロジ及びアドミニ関連事務処理がマニュアル/ワークプ
ランに沿って実施される。
10以上の州がRWSSCの改訂された研修の内容や開催時期についてし
らされている。

5.1

5.2

ロジ及びアドミニ事務処理マニュアル、ワークプラン、初k無内容規定、研修講
師、受講者、研修実績のデータベース、アドミニスタッフに対するアンケート調査
州政府へのアンケート

1.1 人材 人材

1.2

1.3

1.4

2.1

2.2

2.3

2.4
研修

施設・機材

2.5
本邦研修、第三国研修

- プロジェクト・オフィス、会議室、必要な機材

2.6

2.7

3.1 機材 ローカルコスト

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

4.1

4.2

4.3

4.4

5.1

前提条件

5.2 RWSSCの施設・建物が整備され、職員と予算
が配置されている

5.3

5.4

5.5

5.6

5.7 連邦水資源省にカウンターパートファンドを本プロ
ジェクトに配賦するよう連邦水資源省に提案する。

RWSSCスタッフに対し、組織運営・事務処理に関

連する研修を実施する.(最初の２年間のみ）

適切な職場環境を整える（事務所のスペース、機
材、文房具、車両等）.(最初の２年間のみ）

研修講師、受講者、研修実績等のデータベースを
構築し、定期的に更新する体制を作る

関係者（州水資源省、RUWASSA、LGA等）を対象
とした研修を実施する（コース１～４はプロジェクト終
了時まで、コース５～９は最初の２年間のみ）

M&E計画に基づいて研修システム、講師、受講者
等を評価し、その結果を研修システムや講師の講
義手法やプレゼン能力の向上、受講者選定基準等
に反映させる（コース１～４はプロジェクト終了時ま
で、コース５～９は最初の２年間のみ）

モニタリング・評価計画を必要に応じて改訂する
（コース１～４はプロジェクト終了時まで、コース５～
９は最初の２年間のみ）

RWSSCの組織的理念、目標、機能、戦略等を確
認しパンフレットとして取り纏め、地方給水・衛生関
連行政機関、他ドナー、NGO等の関係機関に配

布、周知する (民間セクターも対象に含める).(最初
の２年間のみ）

組織運営に係る事務作業のマニュアル/ワークプラ

ン（予算、会計、人事＆文房具、研修広報、”５S”等）

を作成する.(最初の２年間のみ）

RWSSCの組織体制を確立し、各スタッフの職務内

容・責任・権限を明確化する.(最初の２年間のみ）

活動
投入

外部条件
日本側 ナイジェリア側

研修システム、講師、受講者に対するM&E計画を
策定する

 RWSSC内部講師及び外部講師のデータを整理す
る（資格、技能、役割、仕事量など）

ToTプログラムを作成する 訓練用掘削リグ及び関連機材、井戸改修用機材
物理探査用機材、モニタリング機材
コンピューター類、車両、OA機器ToT用の教材を作成する

ToTを実施する（コース１～４はプロジェクト終了時
まで、コース５～９は最初の２年間のみ）

ToTプログラムと実施状況を評価するる（コース１～
４はプロジェクト終了時まで、コース５～９は最初の
２年間のみ）

研修講師のデータベースを作成し、管理する

既存の研修カリキュラム、研修モジュール、研修
コース内容を分析し、キャパシティ・アセスメントの結
果に反映させた内容に改訂する既存の研修教材を分析し、現場ニーズに即した内
容に改訂する

新規コースに必要な教材を作成する

研修に必要な機材リストを作成し、調達する

機材の利用法及び維持管理に関するユーザーマ
ニュアルを作成する

機材の利用法及び維持管理について、利用者に対
してOJT(On the Job Training)研修を行う

外部条件
日本側 ナイジェリア側

キャパシティ・アセスメントの手順を決め、調査対象
機関を選定する（RWSSC/NWRI、州水資源省、

RUWASSA、LGA、WASHCOM等コミュニティレベ
ル）

選定された機関に対しキャパシティ･アセスメント調
査を実施し、報告書（案）を作成する

-総括/村落給水/組織・事業運営

'-水理地質/地下水開発

'-井戸掘削技術

'-井戸診断・リハビリ/井戸維持管理

'-物理探査/解析

'-機械整備/維持管理

'-村落開発/衛生啓発

'-調達管理計画

- プロジェクト・ディレクター /  プロジェクト・マネージャー

- コーディネーター (ハンドポンプ)
- コーディネーター (地下水)
- コーディネーター (キャパシティ・アセスメント)
- コーディネーター (掘削)
- コーディネーター (情報・文書)
- コーディネーター (雨水)
- コーディネーター (コミュニティ開発)
- コーディネーター (衛生)
アドミニストレーション・スタッフ

関係機関を集めてのワークショップを開催し、キャ
パシティアセスメント報告書を発表し、内容の改訂を
行う主要関係機関にキャパシティ・アセスメント報告書を
配布する

RWSSCの研修戦略を策定し、「RWSSCミッショ
ン」として取り纏める

現場のニーズに適応し、効果的な研修システム（モ
ジュール、教材、機材など）が開発される

地方給水・衛生分野の研修講師の能力が強化され
る

研修がPlan-Do-Check-Act (PDCA)サイクルに基
づいて見直される

RWSSCの組織運営及び研修実施マネージメント
能力が向上する

活動
投入

上位目標
地方給水・衛生関係者の能力強化を通じて地方給水サー
ビスが改善される

プロジェクト目標
地方給水・衛生キャパシティデベロップメントセンター
（RWSSCセンター）が効率的に運営される

アウトプット

地方給水衛生セクター関係者(RWSSC/NWRI及び

州水資源省、RUWASSA、LGA、WASHCOM等）
のキャパシティギャップが明らかになる

プロジェクト名 : 連邦水資源省研修所機能強化プロジェクト
ターゲット・グループ :

プロジェクトの要約 指標 指標入手手段

A1-4



 



 
 

 

 

 

 

2.投入実績 

2-1 JICA からの投入 

a.業務人月表（1－4 年次）予定と実績比較 

 b.機材引き渡し証 

 c.現地業務費（1－4 年次） 

2-2 NWRI からの投入（カウンタパートリスト） 



 
 

 



様式－６

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

37 38 30 48
5.10

45 60 63
5.60

60 30
3.00

18 42 19 30
3.00

60 30
3.00

60 30
3.00

60 30
3.00

60 30
3.00

51
1.70

30
1.00

26.70

3
0.10

※副総括/水理地質/地下水開発 飯島 伸幸 yec 3 変更なし
3 3

0.20

※井戸掘削技術
肥田　義美/
小野塚　保雄

yec
 (TONE)

3 変更なし 0.00

井戸診断・リハビリ/井戸維持管理 *****
yec

(EJEC)
4 変更なし 0.00

物理探査/解析 *****
yec

（MINDE
CO）

4 変更なし 0.00

機械設備/維持管理 *****
yec

(TONE)
4 変更なし 0.00

村落開発/衛生啓発/広報活動 ***** ｙｅｃ 4 変更なし 0.00

調達監理計画 ***** ｙｅｃ 4 変更なし 0.00

0.30

IC/R

① ②

①

　　　　　　　　　　　　：現地調査 IC/R：ｲﾝｾﾌﾟｼｮﾝﾚﾎﾟｰﾄ

　　　　　　　　　　　　：国内作業

                　　      ：コンサルタント負担

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業進捗報告書

機械設備/維持管理 岡田 泰招
yec

 (TONE) 4 変更なし

村落開発/衛生啓発/広報活動 金田 めぐみ yec

現地
格付

26.70 0.30

27.00

ﾚﾎﾟｰﾄ

業務完了報告書

国
内
作
業

報告書提出時期

※井戸掘削技術

石川 次男

ナイジェリア国連邦水資源研修所強化プロジェクト（1年次）

所属先
平成22年度

変更
平成22年度(第1年次）

国内

従前

yec
(EJEC)

変更なし

yec
（MINDE

CO）

現
地
調
査

担当業務 氏名

井戸診断・リハビリ/井戸維持管理 高橋 康二

物理探査/解析

飯島 伸幸

4 変更なし

変更なし

変更なし3

2

変更後

従前

変更なし

4

yec
 (TONE)

4

3

4

※チーフアドバイザー/村落給水/組織・
事業運営

※副総括/水理地質/地下水開発

吉田　健次 yec

yec

2
※チーフアドバイザー/村落給水/組織・

事業運営
変更なしyec吉田　健次

肥田　義美/
小野塚　保雄

変更後

調達監理計画 谷津 哲夫 yec

A2-1
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テキストボックス
2-1　JICAからの投入
 a.業務人月表（1－4年次）予定と実績比較



様式－６

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

36 45 48 51
6.00

36 45 42 65
6.27

45 45
3.00

45 1.50

0.00

30 1.00

34 1.13

30
1.00

0.00

30 1.00

45 1.50

41 1.37

0.00

12.27

0.00

※副総括/水理地質/地下水開発 飯島 伸幸 yec 3 変更なし 0.00

※井戸掘削技術 ***** yec 3 変更なし 0.00

井戸診断・リハビリ/井戸維持管理 *****
yec

(EJEC)
4 変更なし 0.00

物理探査/解析 *****
yec

（MINDECO）
4 変更なし 0.00

機械設備/維持管理 ***** yec 4 変更なし 0.00

村落開発/衛生啓発/広報活動 ***** ｙｅｃ 4 変更なし 0.00

調達監理計画 ***** ｙｅｃ 4 変更なし 0.00

0.00

IC/R

③ ④

②

　　　　　　　　　　　　：現地調査 IT/R：ｲﾝﾃﾘﾑﾚﾎﾟｰﾄ

　　　　　　　　　　　　：国内作業

調達監理計画

yec

4

従前

変更後

井戸診断・リハビリ/井戸維持管理 高橋 康二
yec

(EJEC)
4

広報活動 大浦 寿

4石川 次男

機械設備/維持管理 *****

吉田　健次

報告書提出時期 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業進捗報告書

2

yec 4 変更なし

村落開発/衛生啓発/広報活動 金田 めぐみ

※チーフアドバイザー/村落給水/組織・
事業運営

12.27

2

3

4 変更なし

ﾚﾎﾟｰﾄ

業務完了報告書

国
内
作
業

変更なし

変更後

yec
（MINDECO）

国内現地
格付

12.27 0.00

yec

yec 4

ナイジェリア国連邦水資源研修所強化プロジェクト（2年次）

所属先
平成23年度

変更
平成23年度(第2年次）

現
地
調
査

担当業務 氏名

物理探査/解析

*****

従前

変更なし

変更なし

変更なしyec

従前

従前

変更後

※チーフアドバイザー/村落給水/組織・
事業運営

吉田　健次 yec

※副総括/水理地質/地下水開発

変更後

※井戸掘削技術 ***** yec 3

飯島 伸幸 yec

A2-2



様式－６

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

45 60 60 45
7.00

45 45 3.00

27 0.90

46 29
2.50

45
1.50

11.90

0.00

※水理地質/地下水開発 ***** 3 変更なし 0.00

※井戸掘削技術 滑川隆
yec

(個人）
3 変更なし 0.00

井戸診断・リハビリ/井戸維持管理 ***** 4 変更なし 0.00

物理探査/解析 ***** 4 変更なし 0.00

物理探査/解析2 ***** 4 変更なし 0.00

機械設備/維持管理 ***** 3 変更なし 0.00

村落開発/衛生啓発/広報活動 ***** 4 変更なし 0.00

調達監理計画 ***** 4 変更なし 0.00

0.00

⑤ ⑥

③

　　　　　　　　　　　　：現地調査

　　　　　　　　　　　　：国内作業

機械設備/維持管理 村田稔

*****

yec
（プロダクトエム）

4 変更なし

村落開発/衛生啓発/広報活動 *****

※チーフアドバイザー/村落給水/組織・
事業運営

調達監理計画 4

変更なし

変更なしyec吉田　健次

報告書提出時期 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ事業進捗報告書

2

11.90 0.00

11.90

4 変更なし

4

業務実施計画書

業務完了報告書

国
内
作
業

現
地
調
査

ナイジェリア国連邦水資源研修所強化プロジェクト（3年次）

所属先
平成25年度

変更
平成25年(第3年次）

国内現地
格付担当業務 氏名

井戸診断・リハビリ/井戸維持管理

*****

変更なし

変更なし

変更なし

広報活動

変更なし

物理探査/解析 石川 次男
yec

（MINDECO）
4 変更なし

*****

従前

4

※水理地質/地下水開発 ***** 3

変更後

※チーフアドバイザー/村落給水/組織・
事業運営

吉田　健次 yec 2

※井戸掘削技術 滑川隆
yec

(個人）
3
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様式－６

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

60 30 45 45 30
7.00

30 1.00

30 45 2.50

30 1.00

9.00

4
0.20

※水理地質/地下水開発 飯島伸幸 yec 3 変更なし 0.00

※井戸掘削技術 ***** 3 変更なし 0.00

井戸診断・リハビリ/井戸維持管理 ***** 4 変更なし 0.00

物理探査/解析 ***** 4 変更なし 0.00

機械設備/維持管理 ***** 4 変更なし 0.00

村落開発/衛生啓発/広報活動 ***** 4 変更なし 0.00

広報活動 ***** 4 変更なし 0.00

調達監理計画 ***** 4 変更なし 0.00

0.20

④

　　　　　　　　　　　　：現地調査

　　　　　　　　　　　　：国内作業

※チーフアドバイザー/村落給水/組織・
事業運営

吉田　健次 yec 2

3 変更なし

※水理地質/地下水開発 飯島伸幸 yec 3

※井戸掘削技術 *****

物理探査/解析 ***** 4 変更なし

***** 4

格付担当業務 氏名

井戸診断・リハビリ/井戸維持管理

*****

変更なし

変更なし

変更なし

変更なし

現
地
調
査

ナイジェリア国連邦水資源研修所強化プロジェクト（4年次）

所属先
平成26年度

変更
平成26年(第4年次）

国内現地

報告書提出時期 業務完了報告書

2

9.00 0.20

9.20

業務実施計画書

プロジェクト事業完了報告書

国
内
作
業

変更なしyec吉田　健次

4 変更なし

広報活動

村落開発/衛生啓発/広報活動 *****

※チーフアドバイザー/村落給水/組織・
事業運営

調達監理計画 4

大浦寿 yec 3
従前

変更後

機械設備/維持管理 ***** 4 変更なし

A2-4



A2-5

Z00410
テキストボックス
2-1　JICAからの投入
　b.機材引き渡し証



A2-6



A2-7



A2-8



A2-9



A2-10



A2-11



A2-12



A2-13



A2-14



A2-15



A2-16



A2-17



A2-18



A2-19



A2-20



A2-21



A2-22



 

 

現地業務費 

 

費目 
年度 (円)

平成 22 平成 23 平成 25 平成 26
傭人費 107,164 622,149  392,915 765,813 
消耗品費 83,349 10,573  3,708  
資料作成費  114,478    
借料損料 3,000,235 647,411  1,123,115 963,615 
現地研修費    824,355 447,115 
雑費 119,265 188,793  120.668 233,235 

年度合計 3,310,013 1,583,404  2,344,214 2,409,778 
合計 9,647,409 
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カウンターパート リスト 

 

担当・役職 氏名 

NWRI ダイレクター Dr. Olusarijo A. Barngbye 

NWRI トレーニングダイレクター Mr. A.N. Egbulem, Mr.O.O. Oni 

RWSSC センター長 Dr. Martin O. Eduvie 

コース１:地下水探査  Mr. O.O.YaYa 

コース２: 井戸建設 Mr. O.T.Olabode 

コース３: 掘削技術 Mr. O.T.Olabode 

コース４: 井戸掘削機維持管理 Mr. S.G.Sara 

コース５: ハンドポンプ設置・運営・維持管理 Mr. S.G.Sara 

コース６: 井戸診断・改修・維持管理 Mr. O.O.YaYa 

コース７: 代替水源活用 Mr. J.Onemano 

コース８: 公衆衛生 Mr. H.S.Ahmed 

コース９: ミュニティー・住民啓発 Mrs. B.O. Dossah 

管理事務職 一般事務 Mr. A. T. Garba 

管理事務職 一般事務 Mr. I. J. Doh 

管理事務職 OA 担当 Mr. J. Abdullahi 

管理事務職 タイピスト Mrs. L.J. Elegbe 

管理事務職 雑務 Mr.Guga Albakar 

財務職 Mr. Uthman Abba 
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3.会議録（JCC 議事録(1～5)） 

 

 

 

2014 年 10 月 30 日に開催された第 6回 JCC の議事録は「ナ」国側の都合でプロジェク

ト終了時までに完成しなかったので添付していない。 
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4.収集資料リスト 



 
 

 



2014年12月16日現在

- - -

コース３井戸掘削技術（Drilling Technology）

Copy コピー不可

NWRI 不明Copy Hard copy3-1 Youth Empowermant and Job Creation Programme　Training on
Water Well Drilling

1-8 Short course on well sitting and borehole construction

コース２井戸建設（Borehole Construction and Manegement）

2-1 National Code of Practice for Water Well Construction in Nigeria Copy Hard copy Aug. 2009

Hard copy

Water resourses of hard rock aquifers in arid and semi- arid zones 1999

不明 不明

Magnus Liedholm SWECO, Sweden May 2004コピー不可

Hard copy Chalmers University of Technology Goteborg,
Sweden

1-6
NWRI Short Course Training Manual on Geophysical
Investigations for Groundwater Development and Management Copy

1-3
Applicability of Remote Sensing Techniques to Groundwater
Exploration in Semi-Arid Hard Rock Terrain

1-2 Groundwater Development and Management in Hard Rock Areas Copy

Original

地球環境部
水資源・防災グループ

図書館
受入日

主管課長

調査団番号

調査の種類
又は指導科目

現地調査期間
又は派遣期間

連邦水資源研修所強化プロジェクト

H22.03 - H26.12

担当部課

担当者氏名

UNESCO Publishing, France

コース１地下水探査技術（Groundwater investigation technique）

発行年月
Published

番号
No.

資料の名称
Name of Documents

形態
Org./Copy

種類
Type

1-1

JICA調査団

連邦水資源研修所

調査団名
又は専門家名

配属機関名

地域 アフリカ

1996

1-7 Mineral Logging System Original Hard copy

国名 ナイジェリア

発行機関
Origination of Publication

Copy Hard copy

1-5 G41 Resistivity Meter Manual Original Hard copy

2002

1-4
Remote Sensing and GIS for Groundwater Assessment in Hard
Rock Areas- Application to Water Well Siting in Ghana and Original Hard copy Gologiska Institutionen Goteborg

Geotron Systems LTD Aug. 2005

不明 不明

NWRI

NWRI May 1998

山崎正則

資 料 収 集 リ ス ト 
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発行年月
Published

番号
No.

資料の名称
Name of Documents

形態
Org./Copy

種類
Type

発行機関
Origination of Publication

4-2 RFC 101: Feature of Drilling Rig

5-6 Report of Hand pump maintenance course for motor cycle
mechanics and bicycle repairers

Installation and Maintenance of RUWATSAN 1 Handpumps

Construction of Platforms and Drains for Handpumps

Jun. 2009

コース４井戸掘削維持管理（Drilling Macinery maintenance）

Copy Hard copy NWRI

NWRICopy

UNICEFOriginal Hard copy

不明

不明4-1 Youth Empowerment and Job Creation Programme
Water Well Driiling Rig Fabrication Training

2010

4-3 Elements of Drilling Rig Design - RFC 115 Copy Hard copy

Copy Hard copy NWRI

Sep.2008

コース５ハンドポンプ設置・維持管理（Handpump Installation, Operation and Maintenance）

NWRI 不明

4-4 RFC 111: Working Principles of Internal Cambustion Engines Copy Hard copy NWRI

5-1

Sep.2008

5-3 Preventive Maintenance of RUWATSAN 1 Handpumps Original Hard copy UNICEF Sep.2008

5-2 Installation & Maintenance of RUWATSAN 2 Handpumps Original UNICEFHard copy

コース６井戸改修・維持管理（Borehole Maintenance and Rehabilitation）

UNICEF Sep.2008

NWRI 20075-5 Maintenance Procedure for RUWATSAN 1 & 2 Handpumps Original Hard copy

5-4

6-1 Trainig Guide for Borehole Maintenance and Rehabilitation
Course Code:1012 Copy Hard copy

Original Hard copy

Hard copy

6-2 NWRI In-House Training Programme
Borehole Maintenance and Rehabilitation Course Copy Hard copy

6-3 Short Course Manual 2008

Copy Soft Copy

Copy Soft Copy

NWRI 1997

NWRI 1997

NWRI 2008

6-4 Ground Water and Wells (Second edition) chapter19 well and
pump maintenance and rehabilitation U.S.Filter/Jhonson Screens 1995
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発行年月
Published

番号
No.

資料の名称
Name of Documents

形態
Org./Copy

種類
Type

発行機関
Origination of Publication

NWRI　/　UNICEF 不明

コース７代替水源活用（Alternative Water Supply Sources）

7-1 Training on Spring Water Development Copy Hard copy NWRI　/　UNICEF 1996

NWRI　/　UNICEF 2003Hard copy

Hard copy

2007

7-2 Rainwater Harvesting Copy

7-3 Dug Well Copy

8-2 Trainers Participatory Hygiene and Sanitation Promotion Manual
（developed by UNICEF and NWRI) Original Hard copy

コース８公衆衛生（Sanitation and Hygiene Practice）

8-1 Trainees Participatory Hygiene and Sanitation Promotion Manual
（developed by UNICEF and NWRI) Original Hard copy NWRI/UNICEF

コース９コミュニティ・住民啓発（Community Mobilization and Sensitization）

9-1 Trainees Community Management Manual （developed by
UNICEF and NWRI) Original Hard copy NWRI/UNICEF 2007

全コースに関係する資料

10-1 NWRI 2008 SHORT COURSE PROGRAMME Copy Soft Copy NWRI 2008

NWRI/UNICEF 2007
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